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家 に一冊 。

ブレゼントにもどうぞ。

▲豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方
=

食養料理法の家庭普及版、

毎日の献立がいっばい。

フワロビ茄 わ つ料理
玄米,■家鷹料4800種

桜沢里真著

マクロビオテイック

料理 の決定 版
●リマクッキング

07875円

(7500円 十′肖贅1唸 375円

'〒
450円

●マクロビオティック料理
●2625円

12500円 +′肖費l125円 )〒 380円

日本CI協会 振替 001003194i25

おいしく食べて、元気いつばい !

簡単レシビ852点 !

の

＆
健
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料
理
集
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「海の精 シンプルクッキング

塩 料 理 」

定価 :本体価格 1,800円 (税別 )

制作 :日 本食用塩研究会

お問い合 わせ は :Tel・ 03-3460-3961
Fax・ 03-3460-3981
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日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
理
事

ポ
ー
ル
村
越

戦
を
終
戦
と
偽
り
、
占
領

政
策
要
綱
生
半
和
憲
法
と

錯
覚
し
て
五
十
年
、
完
全
に
正
し
い

判
断
力
を
喪
失
し
、
快
楽
と
便
利
さ

と
経
済
成
長
の
追
求
だ
け
の
世
相
が

つ
く
り
上
げ
た
現
代
社
会
は
、
政
官

公
庁
を
は
じ
め
金
融
、
企
業
、
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
ウ
ソ
と
誤
魔
化

し
不
正
の
巣
窟
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

世
界
第
二
次
大
戦
に
参
戦
し
た
各

国
は
、
食
糧
の
自
給
自
足
の
回
復
を

計
っ
た
が
、
日
本
だ
け
が
米
の
減
反

政
策
に
よ
り
自
給
率
の
引
き
下
げ
を

続
け
、
現
在
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
、

世
界
で
最
低
の
自
給
率
に
落
ち
こ
ん

で
し
ま
っ
た
。

現
在
、
世
界
中
で
毎
日
二
五
〇
〇

〇
人

（年
間
に
約

一
二
〇
〇
万
人
）

が
餓
死
し
、
約
十
億
人
が
一
日

一
食

の
耐
乏
食
生
活
を
し
て
い
る
。

世
界

一
の
食
糧
輸
入
国
で
あ
る
日

本
人
の
食
糧
消
費
は
、
貧
し
い
国
の

人
達
の
数
十
倍
と
い
わ
れ
て
い
る
が

…
…
。
そ
れ
で
も
タ
ラ
フ
ク
食
べ
て

生
活
習
慣
病
の
激
増
を
目
指
す
と
い

つヽ
の
か
？
・

農
耕
地
は
化
学
肥
料
、
除
草
剤
、

農
薬
に
よ
る
土
壌
の
劣
化
、
酸
性
化

を
助
長
し
、
農
地
の
工
業
用
地
や
宅

地
へ
の
転
換
、
森
林
伐
採
に
よ
る
水

主要国の穀物自給率 (%)

オス トラリアー297  ィギリスーーー 105

フランスーーー 221  スウェーデンー 103

カナダーーーー 146 ィントーーーー 103

アメリカーーー 109  中

-99ドイツーーーー lo6  日本

-30

不
足
、
砂
漠
化
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ

る
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖
化

等
々
に
よ
っ
て
四
十
年
前
の
半
分
に

減
少
し
て
い
る
。

食
糧
生
産
の
減
少
と
は
反
対
に
、

世
界
の
人
口
は
、
毎
年
九
千
万
人
増

加
し
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
に
は
百

億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

食
糧
凶
荒
時
代
は
ス
グ
そ
こ
ま
で

や
っ
て
き
て
い
る
Ｈ
　
今
こ
そ

一
億

ミ
あ
慧
Ｓ
゛
ヽ
こ

いざ
ミ
蓼
゛
の
ぶ
ヽ
や
ミ

総
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

・
ア
ニ
マ
ル
症
候

群
か
ら
早
急
に
脱
出
し
、
グ
ル
メ
時

代
に
サ
ヨ
ナ
ラ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
上
で
身
土
不
二
の
原
則
を
基
盤

と
し
た
自
給
自
足
の
生
産
態
勢
を
整

え
、
健
康
美
に
輝
く
、
新
し
い
時
代

を
招
来
す
る
こ
と
は
、
生
死
を
分
け

る

「轍
鮒
の
急
」
で
あ
る
と
思
う
が
、

識
者
の
緊
揮

一
番
の

「改
過
自
新
」

を
望
む
や
切
々
で
あ
る
。

lMaCrめ“
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お臓デザイン・オ或レイアウト・田中員一

轟織イラスト・内海朗

特集・健康診断のもっと上手な生かし方・小澤躙 ・石 田英湾

腹部超音波検査で
異常減覆猪魔ら?
マクロピオティック・ネットワーク

福島県・農地からの声
菊池富美雄先生、サン ドウロ市名誉市民となる

マ がつくった季節のおべんとう。柏木たか子

52

1 桃の節句のお祝い膳・二月の元気弁当      20
おしゃまさんの洋風ランチ
リマ・クッキングの手づくり教室・加藤郁子

そばわ清入リコ剪肝ン粥
ふきのどの山揚げ0ふきと豆腐の焼き物
松の精

%

ホメオパシーと    36見 たい、知りたい、   
“

波動測定       確かめたい

迫り来る食糧危機   3マ ンガ・子育て日記  12
育児と家庭を語る・山西みな子                        クリシュナムルティとの対話・森本武

育児不安について  32死

G00D VIBRAT:ONすどうまい                       木の家に住む・林孝

大森英桜・正食医学講義

呼吸法の研究   
“

罵 嘉薇 商 市 ― ― -5桜沢如―

ニューヨーク講演19604=軍 翌互IIIII亜 璽集銀り            56
夕物わ″ K″

―
′1%グ
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生かし方
食費生からの
アドバイス

もっと



E写真2]肝腱瘍(肝血管E)

超
音
波
診
断
装
置
の
探
触
子
先
端

部
に
あ
る
振
動
子
か
ら
、
超
音
波
（３

Ｍ
Ｌ
～
４
Ｍ
Ｈｚ
）
が
被
険
者
の
体
表

よ
り
体
内
に
発
信
さ
れ
、
約
１
５
３

０
％
の
速
さ
で
体
内
を
伝
播
す
る
。

そ
し
て
音
響
的
に
性
質
の
異
な
っ
た

組
織
や
臓
器
の
境
界
面
で
反
射
し
、

エ
コ
ー
と
し
て
、
前
述
の
探
触
子
に

よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
。
超
音
波
を
発

信
し
て
か
ら
受
信
さ
れ
る
ま
で
の
時

間
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
組

織
、
各
臓
器
の
境
界
面
ま
で
の
距
離

が
分
か
る
。
こ
れ
を
何
度
も
く
り
か

え
し
、　
エ
コ
ー
の
電
気
的
処
理
を
加

え
映
像
化
し
た
も
の
が
超
音
波
診
断

画
像
で
あ
る
。

超
音
波
の
性
質
と
し
て
、
液
体
、

固
体
は
よ
く
伝
わ
る
た
め
、
肝
臓
、

膵
臓
、
腎
臓
、
牌
臓
、
子
宮
な
ど
の

実
質
臓
器
や
筋
肉
、
脂
肪
な
ど
の
軟

部
組
織
の
病
変
を
発
見
す
る
の
に
有

効
で
あ
る
。
反
対
に
超
音
波
は
気
体

中
で
は
伝
わ
り
に
く
く
、
従
っ
て
肺

や
消
化
管
内
の
ガ
ス
に
よ
っ
て
妨
害

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
映
像
化
す
る
の
は

む
ず
か
し
い
。
ま
た
超
音
波
は
骨
の

表
面
で
強
く
反
射
さ
れ
る
た
め
、
骨

の
病
変
の
診
断
に
は
適
さ
な
い
。

超
音
波
が
通
過
す
る
進
路
上
に
強

い
反
射
体
や
吸
収
体
が
あ
る
と
、
超

音
波
の
通
過
が
妨
害
さ
れ
て
、
そ
の

後
方
に
無
エ
コ
ー
ま
た
は
低
エ
コ
ー

領
域
を
作
る
。
こ
れ
を
音
響
陰
影
と

呼
ん
で
い
る
が
、
胆
の
う
結
石
な
ど

装超
置音

こぎわひろき

昭和釧年11月 21自 動 課碧南市に生まれる。

昭讀昨 東難岸卸轄増咋菊斯珊旧層完にて,M鬱訓粁J学、

讐 を専攻。nalltt九 年萄輛市にてイ繰医院を開業。

ほ として現在に至る。

開業後、現代医学t二疑間をもち、東準田辞,鮮判黎者に傾倒し、

特に故桜沢如一氏力榔 した玄米菜食による食養に賛同し、
これを日常診療に応用している。

自機 、

一

農葉団体と契約し、その農産物をメ」晩0者用、

中 として測零している。

玄米菜食(マ クロピオティック・ダイエット)を積 じ舜 I=お き、

補助的療法として、EM― X倒鶯郵け沢瀾廃 )、 714Xグストン・ネサン氏開発)

薬草 |ヽルダ・クラークい 、気功(剌 ‖気功)な どをfIHし ている。

著書に

“

日性・エコロジカ′レメディスン1船 ユニコム社・刊)

「●梵眸 命J備談社・fl)がある。

イ麟
〒4470818愛力碑暉詩耐嗜確再 2丁目3 1PL

TELl1566 41 25681ft)FAX0566 41 2569

名鉄ヨ覗鑽覇嗽 またIよ開尾駅下車・ツ硝犠の場合は名古謁 ろいは

二河輿国民下車・東名高速利用の場合は岡崎インター。

響 粉 野 :外科・II門科渭腸科柄料撮 人科・イ蜆料

鰺 日と外た謝市部尋:日曜・祝日吐躍午後休診・脚
AM9:00‐ 12:llllPM4:00～ 6,30

ス働搬備・1床

]恥

赫

“
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[図 1]肝腫瘍の内部エコー

無エコーパターン

腫瘍内部が無エコーで後方エコーの増強がある。のう胞、膿瘍、融

解壊死を伴う腫瘍などの内部に液体成分を含む腫瘍にみられる。

低エコーパターン

腫瘍のエコーレベルが周囲組織と比べて全体的に低い。壊死、出血、

変性などの組織変化の少ない均質な構造の腫瘍にみられる。

辺縁低エコーパターン (1)等 エコー

腫瘍辺縁の全周にわたり、非腫瘍部と境界される明瞭な低エコー帯

をもつ。

辺縁低エコーパターン (2)混合エコー

中心部のエコーンベルが非腫瘍部と比べて、同等のもの、高低混合

したもの、高いものがある。

辺縁低エコーパターン (3)高 エコー

内部エコーレベルは一般に壊死や脂肪変性の高度な例では高エコー

を示す。

辺縁高エコーパターン

腫瘍の辺縁に高エコー帯をもち、内部は周囲肝実質エコーに比べて

低エコーまたは等エコーを示す。肝血管腫にみられる。

高エコーパターン

腫瘍のエコーレベルは非腫瘍部よりも高い。壊死、出血、変性のあ

る腫瘍にみられる。

混合エコーパターン

腫瘍内部にエコーレベルの異なる部分が不規則に混在している。壊

死、出血、変形などの多彩な変化を伴う腫瘍にみられる。

f腹部エ コーの A B CJ竹 原靖明監修/竹原靖明 秋本伸 木村邦夫編集/日 本医師会雑誌臨時増刊 Vo1 97,No 13
日本医 BF会

の
診
断
に
は
、
こ
の
現
象
が
役
立
つ
。

●
量
具
１
）

腹
部
超
音
波
検
査
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
肝
、
路

膵
、
腎
、
子
宮

な
ど
の
実
質
臓
器
に
お
け
る
、
腫
瘍

（が
ん
、
の
う
胞
、
ポ
リ
ー
プ
、
血
管

腫
）、
硬
塞
、
膿
瘍
ヽ
肝
硬
変
、
脂
肪

肝
、
肝
内
結
石
、
胆
石
、
子
宮
筋
腫
、

リ
ン
パ
節
腫
大
等
の
病
変
の
発
見
、

異
常
妊
娠
の
判
定
な
ど
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。

例
を
あ
げ
る
と
、
写
真
２
は
肝
臓

実
質
内
に
発
生
し
た
肝
腫
瘍

（肝
血

管
腫
）
を
示
し
て
い
る
。
腫
瘍
全
体

が
高
エ
コ
ー

（周
囲
と
比
べ
て
自
く

映
る
）
を
呈
し
、
血
管
腫
に
最
も
多

い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も

図
１
・
２
に
示
す
よ
う
に
、
腫
瘍
の

性
状
に
よ
っ
て
、
そ
の
エ
コ
ー
パ
タ

ー
ン
や
後
方
エ
コ
ー
が
変
化
す
る
た

め
、
こ
の
こ
と
を
腫
瘍
診
断

（腫
瘍

が
悪
性
か
良
性
か
を
判
定
す
る
）
の

参
考
に
し
て
い
る
。

超
音
波
検
査
は

万
能
で
は
な
い

し
か
し
超
音
波
検
査
に
か
ぎ
ら
ず
、

こ
れ
の
み
で
病
気
の
確
定
診
断
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｃ
Ｔ
検
査
、

血
管
造
影
、
病
変
部
の
生
検
に
よ
り

199918



[図 2]肝腫瘍の後方エコー

嚢胞性病変に特徴的な

所見で、無エコーの後

方に認められる。嚢胞

性病変以外に、腫・・3に
みられることもある。

強い反射や吸収、散乱

を起こす物体があると

その後方に超音波が到

達せず、そのために無

反射部 が帯状 に生 じ

る。石灰化を伴つた転

移性肝癌にみられるこ

とが多い。

厚い結合組織で全周性

に被包された腫瘤は、

腫瘤エコーの側方に音

響陰影をもつ。入射す

る超音波ピームの反射、

屈折の現象によつて生

じる。被包性肝細胞癌、

嚢胞などにみられる。

r腹 部エコーのABC』 竹原靖明監修/竹原靖明 秋本伸 本村邦夫編集/日 本医師会雑誌臨時増刊 Vo1 97,No 13日 本医師会

a.音 響増強 b.音 響陰影 c.外側音響陰影

採
取
し
た
組
織
片
の
、
病
理
組
織
学

的
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
が
必
要
と

さ
れ
る
。

検
査
過
程
を
経
て
診
断
が
煮
つ
め

ら
れ
て
い
く
。
超
音
波
検
査
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
の
よ
う
に
Ｘ
線
を
照
射

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
の
検
査
に
し
て
も
被
検
者
は
超
音

波
診
断
装
置
か
ら
発
生
す
る
電
磁
波

に
被
曝
す
る
こ
と
に
な
り
、
決
し
て

安
全
無
害
だ
と
は
い
え
な
い
。
時
に

被
検
者
が
妊
婦
や
幼
小
児
で
あ
れ
ば
、

必
要
以
上
の
検
査
は
避
け
る
べ
き
で

あ
る
。
電
磁
波
は
Ｘ
線
同
様
陰
性
で

あ
る
た
め
、
陰
性
な
病
気
、
た
と
え

ば
が
ん
な
ど
で
は
、
そ
の
進
行
に
拍

車
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

近
年
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
か
ら
発
生

し
た
と
さ
れ
る
肝
臓
が
ん
が
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
現
代
医
学
で
は

ウ
イ
ル
ス
を
撲
滅
す
る
目
的
で
、
ワ

ク
チ
ン
や
抗
ウ
ィ
ル
ス
性
剤
、
イ
ン

タ
ー
フ
エ
ロ
ン
等
の
開
発
に
力
を
注

い
で
い
る
。
し
か
し
ウ
イ
ル
ス
は
す

ぐ
に
変
異
を
起
こ
し
、
こ
れ
ら
の
薬

剤
に
う
ち
か
つ
術
を
身
に
つ
け
て
お

り
、
ウ
イ
ル
ス
よ
り
も
先
に
人
間
（患

者
）
の
方
に
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
生
医
学
的
な

対
処
の
仕
方
で
は
、
が
ん
の
発
生
率

を
押
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ウ
イ
ル
ス
が
人
体
内
で
増
殖
す
る

の
は
、
そ
の
人
体
が
酸
化
し
た
た
め

で
あ
り
、
そ
の
酸
化
し
た
体
内
環
境

を
作
り
上
げ
た
の
は
人
間
自
身
で
あ

る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
肉
、

魚
、
卵
、
乳
製
品
、
砂
糖
や
化
学
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
食
物
を
毎
日
食
し

て
い
け
ば
、
人
体
は
酸
化
さ
れ
、
酸

化
し
た
環
境
を
好
む
ウ
イ
ル
ス
が
そ

こ
で
増
殖
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
し
、

ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
で
き
る
よ
う
な
酸

化
し
た
人
体
で
あ
れ
ば
、
発
が
ん
じ

て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
病
態
を
治

癒
改
善
で
き
る
の
は
、
化
学
薬
剤
や

ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
、
患
者
本
人
の

自
戒
で
し
か
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の

薬
剤
を
投
与
す
れ
ば
、
人
体
は
ま
す

ま
す
酸
化
さ
れ
、
が
ん
を
進
行
さ
せ

る
結
果
と
な
る
。

肝
臓
が
ん
の

食
養
生

肝
臓
が
ん
に
対
す
る
食
養
生
と
し

て
、
玄
米
か
、
玄
米
に
一
～
三
割
程

度
の
小
豆
を
加
え
て
炊
い
た
も
の
を

主
食
と
す
る
。
こ
れ
に
ご
ま
塩
か
鉄

火
み
そ
を
そ
え
て
食
す
。

副
食
と
し
て
、
み
そ
汁
の
だ
し
は

こ
ん
ぶ
、
具
は
根
来
、
玉
ね
ぎ
、
ね

ぎ
、
と
ろ
ろ
こ
ん
ぶ
、
わ
か
め
、
油

あ
げ
等
の
陽
性
の
も
の
。
根
菜
の
き

ん
ぴ
ら
、
ひ
じ
き
蓮
根
、
小
豆
か
ぽ

ち
ゃ
、
し
ぐ
れ
み
そ
、
こ
ん
ぶ
の
佃

煮
、
梅
千
、
た
く
あ
ん
な
ど
。

飲
み
物
は
梅
生
番
茶
。

手
当
て
法
は
、
生
姜
湿
布
、
里
芋

パ
ス
タ
ー
。
腹
水
が
あ
れ
ば
、
そ
ば

パ
ス
タ
ー
を
行
う
。

当
院
で
は
、
酸
化
し
た
体
質
を
改

善
す
る
た
め
に
玄
米
菜
食
を
主
体
と

し
、
Ｅ
Ｍ
。Ｘ

（天
然
抗
酸
化
物
質
）

を
併
用
し
た
抗
酸
化
療
法
を
行
っ
て

い
る
。■

参
考
文
献

『腹
部
エ
コ
ー
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』竹
原
靖

明
ニ
ユ修
、竹
原
靖
明
・秋
本
伸
・

木
村
邦
夫
・編
集
（日
本
医
師
会

雑
誌
・臨
時
増
刊
皿
９７
、
肛
‐３
日

本
医
師
会
）
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判
断
力
が

試
さ
れ
る
時

小
澤
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
ー
で
説

明
し
て
い
る
と
お
り
、
超
音
波
検
査

で
腹
部
に
異
常
が
察
知
さ
れ
る
の
は
、

主
と
し
て
臓
器
組
織
に
お
け
る
病
変

と
異
物
の
存
在
で
す
。
こ
れ
ら
を
特

定
す
る
に
は
、
さ
ら
に
べ
つ
の
角
度

か
ら
、
べ
つ
の
方
法
で
の
検
査
を
重

ね
て
総
合
判
断
に
こ
ぎ
つ
け
る
の
が

現
代
医
療
の
検
査
法
で
す
。
検
査
に

次
ぐ
検
査
を
行
っ
て
医
師

（他
人
）

の
判
断
力
に
治
療
法
や
治
療
を
依
存

す
る
か
、
異
常
が
あ
る
こ
と
を
告
げ

ら
れ
た
の
を
機
に
、
自
己
の
自
然
治

癒
力
に
治
療
を
お
ま
か
せ
す
る
か
、

検
査
は
己
れ
の
判
断
力
を
試
験
す
る

踏
絵
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
医
師
に
依

存
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
医
師
も
結

局
は
患
者
の
自
然
治
癒
力
ま
か
せ
な

の
で
す
か
ら
、
己
れ
の
自
然
治
癒
能

力
に
信
頼
を
お
け
な
い
人
は
、
や
れ

検
査
に
次
ぐ
検
査
、
薬
に
次
ぐ
薬
の

投
与
と
い
う
自
然
治
癒
能
力
を
減
退

さ
せ
る
よ
う
な
テ
マ
と
ヒ
マ
と
苦
痛

と
苦
脳
の
余
分
な
洗
礼
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
自
然
治
癒
能
力
と

自
然
治
癒
力
を
高
め
、
回
復
さ
せ
る

に
は
、
ま
ず
は
自
分
が
自
分
の
自
然

ミ
ぶ
ざ
き
ヽ
ミ

ミ
ミ

導
ｇ
Ｓ

治
癒
能
力
を
信
頼
で
き
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
「本
当
に
治
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
自
他
を
疑
い
つ
つ
治
療
に
対

応
す
る
の
と
、
「自
然
治
癒
力
に
お
ま

か
せ
す
る
」
と
い
う
の
と
で
は
大
ち

が
い
で
す
。

自
分
で
自
分
を
信
じ
ら
れ
な
く
な

っ
た
ら

（こ
こ
で
の
場
合
は
、
自
分

の
自
然
治
癒
能
力
を
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
）、
さ
っ
さ
と
こ
の
世
か
ら
オ
サ

ラ
バ
す
る
の
が
よ
く
、
結
局
は
、
こ

の
世
は
そ
う
な
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
腹
部
に
異
常
が
感
知
察
知

さ
れ
た
。
「悔
い
改
め
（食
い
改
め
）

ら
れ
ま
す
か
」
と
の
問
い
か
け
を
成

さ
れ
た
の
と
同
じ
で
す
。「悔
い
改
め
」

と
は
生
活
習
慣
の
反
省
で
す
。
正
し

い
生
活
法
が
習
慣
づ
け
ら
れ
て
い
れ

ば
、
体
内
に
病
変
異
常
が
生
じ
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
は
正
し

い
と
思
っ
て
生
活
し
て
き
て
い
て
も
、

宇
宙
法
則
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
大

き
な
欠
陥
や
間
違
い
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
ら
せ
る
の
が
病
気
で
す
。
そ
の

い
ち
ば
ん
間
違
い
や
す
い
の
が
食
習

慣
で
す
か
ら
、
「食
い
改
め
」
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
基
本
的
な
問
題
で
す
。

「食
い
改
め
（悔
い
改
め
と
の
自
信
の

な
い
人
は
、
己
れ
の
生
命
を
他
人
（医

師
や
祈
蒔
師
な
ど
）
に
ま
か
せ
て
、

切
っ
た
り
貼
っ
た
り
、
化
学
薬
物
や

放
射
線
を
ど
ん
ど
ん
投
与
し
た
り
照

射
の
難
行
苦
行
の
道
を
行
く
の
も
ひ

と
つ
の
選
択
で
あ
り
、
し
か
た
の
な

い
こ
と
で
す
。

自
分
の
自
然
治
癒
能
力
に
己
れ
を

お
ま
か
せ
で
き
る
人
、
あ
る
い
は
お

ま
か
せ
し
た
い
人
は
、
さ
っ
そ
く
に

生
活
習
慣
を

″宇
宙
の
秩
序
″
に
適

合
し
た
正
し
い
生
活
法
に
食
い
改
め

る
べ
き
で
す
。

血
球
（赤
血
球
に
し
て
も
自
血
球
・

血
小
板
に
し
て
も
）
は
、
人
体
を
た

え
ず
健
全
な
状
態
に
維
持
す
べ
く
四

六
時
中
働
い
て
い
ま
す
。
赤
血
球
は
、

大
宇
宙
生
命
の
命
令
指
令
を
た
え
ま

な
く
受
信
し
て
、
人
体
の
管
理
を
怠

り
な
く
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
赤
血
球
の
優
良
箋
恣
は
、
自
然
治

癒
能
力
の
優
劣
と
な
り
ま
す
。
赤
血

球
の
優
良
劣
悪
は
、
日
々
の
食
物
と
、

料
理
法
と
、
食
べ
方
、
い
わ
ゆ
る
食

と
食
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
「食
べ
も
の
が
血

と
な
り
肉
と
な
り
骨
・神
経
と
な
る
」

の
で
す
か
ら
、
肉
組
織
な
ど
の
異
常

は
、
正
し
い
食
べ
も
の
を
正
し
く
料

理
し
て
正
し
く
食
べ
、
健
康
な
赤
血

球
を
つ
く
れ
ば
病
変
は
解
消
さ
れ
る
、

アルヾイス

石田英湾

器鐵顎σ蹄 こょ

および鶴米を正しく
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こ
れ
が
自
然
治
癒
能
力
に
よ
る
病
気

治
療
の
原
理
で
す
。

ま
ず
は
基
本
の

主
食
か
ら

人
体
は
ど
の
部
分
も
、
み
な

一
様

に
重
要
で
す
が
、
腹
部

（
ハ
ラ
、
お

な
か
）
は
最
重
要
部
で
す
。
宇
宙
の

生
命
波

（
ハ
）
が
、
ラ
セ
ン

（螺
旋
）

と
な
っ
て
食
物
を
素
材
に
し
て
赤
血

球
を
造
る
と
こ
ろ
で
す
。
宇
宙
生
命

力
が
血
球
に
な
る
場
と
解
釈
で
き
ま

す
。超

音
波
検
査
で
察
知
さ
れ
た
異
常

が
、
ポ
リ
ー
プ
か
腫
瘍
か
、
そ
れ
と

も
結
石
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
対
応
す
る
処
方
は
ち
が
い
ま

す
。
し
か
し
い
ず
れ
の
処
方
を
選
択

す
る
に
せ
よ
、
健
全
な
赤
血
球
に
よ

り
自
然
治
癒
能
力
を
高
め
る
こ
と
は

治
療
お
よ
び
治
癒
の
基
本
で
す
か
ら
、

正
食
へ
の
食
い
改
め
は
い
か
な
る
対

処
に
も
好
ま
し
い
こ
と
で
す
。

病
気
は
、
こ
れ
ま
で
の
食
べ
も
の

と
食
生
活
法
の
ま
ち
が
い
の
結
果
の

信
号
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
い
っ
た
ん
、

い
ま
ま
で
の
食
生
活
を
や
め
ま
し
ょ

う
。
と
く
に
、
い
ま
ま
で
好
ん
で
飲

み
食
い
し
て
き
た
食
べ
も
の
飲
み
物

は
、
や
め
る
べ
き
で
す
。
ま
た
不
規

則
な

一
日
の
す
ご
し
方
や
、
不
健
康
　
　
精
自
の
穀
物
で
す
。
玄
米
か
三
～
五

な
生
活
環
境
は
で
き
る
か
ぎ
り
改
善
　
　
分
づ
き
、
麦
、
あ
わ
、
ひ
え
、
き
び
、

改
良
し
ま
し
ょ
う
。
日
光
ヽ
空
気
、　
　
　
そ
ば
な
ど
で
す
。
な
ぜ
穀
物
を
主
食

水
、
土
、
住
居
な
ど
生
活
環
境
を
で
　
　
と
す
る
か
。
も
っ
と
も
質
の
よ
い
赤

き
る
か
ぎ
り
健
全
に
す
る
必
要
が
あ
　
　
血
球
と
な
る
か
ら
で
す
。
と
く
に
玄

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
の
成
分
は
、
あ
ら
ゆ
る
食
物
の
な

食
い
改
め
の
基
本
の
主
食
は
、
未
　
　
か
で
も
っ
と
も
調
和
の
と
れ
た
高
質

の
栄
養
素
に
富
み
、
自
然
治
癒
力
を

高
め
る
生
命
力
が
豊
か
で
す
。肉
・卵

（卵
製
品
）、
牛
乳
・乳
製
品
、
魚
な
ど

動
物
性
食
品
は
穀
物
ほ
ど
の
良
質
な

血
液
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
な
り
え

な
い
ど
こ
ろ
か
自
然
治
癒
力
を
低
下

さ
せ
ま
す
。

副
食
と
し
て
の
味
噌
汁
は
、昆
布
・

し
い
た
け
の
ダ
シ
で
、
わ
か
め
と
季

節
の
野
菜
の
う
ち
、
大
根
、
玉
ね
ぎ
、

ね
ぎ
、
は
く
さ
い
な
ど
と
油
揚
げ
か

数
を
用
い
ま
す
。
調
味
料
は
古
式
伝

統
醸
造
法
に
よ
る
も
の
を
使
用
し
、

化
学
調
味
料
や
添
加
物
入
り
は
い
け

ま
せ
ん
。
お
か
ず
は
季
節
の
野
菜
、

海
藻
、
豆
、
ご
ま
、
そ
れ
に
極
十
、

た
く
あ
ん
、
味
噌
漬
な
ど
日
本
型
食

生
活
に
復
帰
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

わ
が
国
の
気
候
風
土
の
下
で
は
、

動
物
性
食
品
を
主
体
と
し
た
食
生
活

は
、
豊
か
に
見
え
て
も
健
全
な
赤
血

球
を
つ
く
り
得
な
い
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
発
生
さ
せ
医
療
費
の
増

大
を
と
ど
め
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

病
気
に
な
ら
な
い
、
な
り
に
く
い
身

体
に
す
る
の
に
は
、
お
コ
メ

（玄
米

か
三
～
五
分
づ
き
）
を
主
食
に
し
た

「正
し
い
食
べ
物
を
、
正
し
く
料
理
し

て
、
正
し
く
食
べ
る
」
食
事
法
に
よ

っ
て
健
全
な
赤
血
球
づ
く
り
こ
そ
基

本
で
す
。
個
々
の
症
例
用
の
食
事
法

に
関
し
て
は
、
正
食
医
学
に
よ
る
医

師
や
指
導
者
の
指
導
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
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ひ
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１

ん
か
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″
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ｙ
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場
ト

そ
こ
７
摯

もヽのとながうノ

御内江禁爆孝〕
オ寸リカ′レ列

`暉

物

覺∬■1'サ|を妥空霊τ
1/mい″

1
ぅし〃しゃパン:ザ‖膊蒻詢陶にこ:こ ν

〃
陽
ぢ
与

ら
ン
フ
ネ
ι

孵

く
な

リ
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ネ
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ギ
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竜
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暖
２
笠
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感

マ
マ
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嘔
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′・

次ヽ
に
か
け
て
キ
ィ
ン
だ
妥
一

“
巧
性
い
旨
な
あ
り

ル奮
■
ん
は

え
一に
か
げ
ｔ

冷

餃
た
傷
３
の
す

て
ょ
っ
と
ふ
湯
彎
ｔ
ｔ

ハ
′
リ
カ
，
膠

り
ｔ

奮

２
２

と
■
盆

ぃ

ル
４
像

に
■
ｌ
ｏ
し

在

を
３
の
ハ
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ワ
●
ウ
多
ケ
ツ
づ

気

を

つ
く
ら

か

や
ヮ
作

り

…
´

れ
薄
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翡
６
Ｆ

つ
修
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ぇ

ぃ
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た
●
４
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φ

然

に

心
ム
後
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■

替
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ラ
ク
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夕
■
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い
し
、ヽ
お
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い
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を
かＬ

々
ワぽ
ツ
ニ
盆

濃

わ
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イ
味
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●

Ｔ
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＾
つ
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ロ
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万
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び
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訴
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応
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し
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け
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あ
形
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ぁ
ら

ゃ
２
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な
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つ
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卜
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ふ
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ホ

功
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ｔ
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〓
Ｌ
か
く
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い
智
ち
中
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が
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θ

・
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む
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匁
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酸

κ
し
や
ｌ
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の
７

Ｘ
く
あ
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ォ
し
て
、

み
か
λ
め
に

給
為
字
ほ
ぅ
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邸
筆
半
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右
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ァ
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と
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す
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マ
か
い
３
げ
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よ
し

か
７
べ
■
む
ほ

酸

た
め
多
ヒ

禅

ｘ
κ
漱

ば
ん
せ
ん
の

シ
，

７
ル
さ
か

ン
２

い
奪
‐

彰

″
り
リ

タ

リ
ジ
サ
ル
Ｚ
ッタ
ン

い
か
が
ひ
し
∂
う
か
？
。
あ
″
り
の
継
円

，務
を

，
Ｆ
卜杉
力
せ
■

′
々
ｔ
τ
み
て
ね

じ
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Nulnber・ 12

この連載も

今月号で最終回。

みなさん、ご愛読ありがとうございました。

お元気で!!

柏木たか子
かしわぎたかこ

リマ・クッキングアカデミー講師

ママがつくった

季節の

し
か
っ
た
寒
さ
も
よ
う
や

く
ゆ
る
み
、
枯
れ
草
の
下

に
は
、
小
さ
な
い
の
ち
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
、
風
の
匂
い
も
ど
こ
と
な
く
春

の
香
り
―
―
。

こ
の
一
年
、
が
ん
ば
り
続
け
た
お

弁
当
作
り
も
、
い
よ
い
よ
終
盤
で
す

ね
。
う
っ
か
り
寝
坊
し
て
あ
わ
て
た

り
、
あ
る
と
思
っ
た
買
い
置
き
が
な

か
っ
た
り
…
…
と
、
冷
や
汗
も
の
の

ド
ラ
マ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が

（私
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

あ
り
ま
し
た
）、
そ
ん
な
時
こ
そ
、
さ

さ
っ
と
機
転
を
さ
か
せ
、
精
神
を
大

集
中
さ
せ
、
あ
る
も
の
、
あ
る
時
間

で
、
手
抜
き
で
は
な
い
お
弁
当
を
作

り
上
げ
る
。
そ
ん
な
技
も
磨
か
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ

し
て
そ
ん
な
時
ほ
ど
、
新
し
い
発
見

も
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一
年
間
、
皆
さ
ん
と
ご
い
っ
し
ょ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
弁
当
作
り
も
、

今
月
号
が
最
終
回
。
特
別
な
技
も
技

法
も
な
し
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ふ
つ

う
の
お
弁
当
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ

う
い
っ
た
、
普
段
使
い
の
お
菜
こ
そ
、

そ
の
家
ら
し
さ
、
お
母
さ
ん
の
味
で
、

心
を
込
め
、
お
い
し
く
お
い
し
く
作

り
た
い
。

お
や
つ
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
通
算
す

る
と
二
年
間
、
読
者
の
皆
様
に
は
、

つ
た
な
い
レ
シ
ピ
や
文
章
ば
か
り
お

目
に
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い

つ
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
三

年
間
は
、
私
に
と
っ
て
も
、
楽
し
く
、

学
び
多
い
日
々
で
あ
り
、
そ
し
て
、

こ
の
連
載
が
ご
縁
と
な
っ
て
い
く
つ

も
の
新
た
な
出
会
い
を
頂
い
た
日
々

で
も
あ
り
ま
し
た
。
読
者
の
方
々
か

ら
の
手
紙
や
電
話
に
、
ど
れ
ほ
ど
励

ま
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
下
さ
る
人
が
い
る
と
い

う
思
い
が
、
三
年
間
の
持
続
力
と
も

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ご
質
問
、
お
し
か
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
の
お
し
ゃ
べ
り
、
給
食

の
こ
と
、
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
下

さ
い
ね
。
ま
だ
ま
だ
修
業
中
の
身
ゆ

え
、
答
え
ら
れ
な
い
事
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
い
っ
し
ょ
に
力
を
出

し
合
い
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
よ
い
方

向
へ
進
ん
で
ゆ
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
原

点
で
あ
る

「食
」
を
通
し
て
、
「温
か

く
ほ
っ
と
す
る
輪
」
を
、
皆
さ
ん
と

共
に
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

三
年
間
の
感
謝
を
こ
め
て
―
―
。

脩ρ

駅

1'予

θ
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桃
の
節
句
の

お
祝
い
膳

お
ひ
な
さ
ま
の
ち
ら
し
ず
し

ｏ
三
色

バ
バ
ロ
ア

◎
材
料
と
作
り
方

〈お
ひ
な
さ
ま
の
ち
ら
し
ず
し
〉

（８
人
分
）

粂

》

三
～
五
分
嶋
き
米
・

４

Ｃ

も
ち
黍
・

昆
布
…

水
・塩

含
０

積

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１
節

15 0.4
cm C

高
野
豆
腐
…

４
枚

干
し
椎
茸
・…
‥

…
小
１２
枚

か
ん
ぴ
ょ
う
。

人
参
・

済
ま
せ
る
場
合
は
、
蓮
根
の
ゆ
で
汁

に
水
を
足
し
て
４
．
７
Ｃ
と
し
ヽ
お
米
の

浸
水
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

０
高
野
豆
腐
は
戻
し
、
厚
み
を
薄
く

し
、
出
し
汁

（昆
布
＋
椎
茸
）
に
塩

と
う
こ
ん
を
加
え
て
煮
、
仕
上
げ
に

書
油
を
少
々
た
ら
し
、
か
ら
め
る
。

型
で
抜
く
か
千
切
り
に
す
る
。
型
で

抜
い
た
場
合
は
、
抜
い
た
外
側
は
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

０
十
し
椎
茸
は
戻
し
、
１
個
を
４
つ

割
り
に
し
、
油
少
々
で
妙
め
、
一戻
し

汁
を
入
れ
て
讐
油
で
煮
付
け
、
降
ろ

し
際
に
生
姜
の
つ
ゆ
少
々
落
と
す
。

Ｏ
か
ん
ぴ
ょ
う
は
ぬ
ら
し
て
塩
で
も

み
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
塩
を
洗
い

流
す
。
出
し
汁
を
ヒ
タ
ヒ
タ
に
注
ぎ

書
油
で
煮
て
、
ｌ

ｃｍ
長
さ
に
切
る
。

●
入
参
は
薄
切
り
に
し
て
花
型
で
抜

き
、
花
形
も
外
側
も
両
方
い
っ
し
ょ

に
塩
蒸
し
煮
す
る
。
花
の
外
側
は
、

煮
上
げ
た
あ
と
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

●
キ
ヌ
サ
ヤ
は
塩
茄
で
し
て
斜
め
切

ｈＨノ。
●
白
胡
麻
は
炒
っ
て
軽
く
切
り
ご
ま

，ヽ
。

①
生
姜
は
薄
く
ス
ラ
イ
ス
。
塩
少
々

加
え
た
熱
湯
に
入
れ
、
ひ
と
呼
吸
し

た
ら
す
ぐ
ザ
ル
に
上
げ
て
水
気
を
切

り
、
器
に
入
れ
、
赤
梅
酢
を
ひ
た
ひ

た
に
か
け
て
漬
け
る
。
型
で
抜
く
か

千
切
り
に
す
る
。

０
梅
酢
３
Ｔ
と
柑
橘
の
し
ば
り
汁
４

Ｔ
を
合
わ
せ
、
２
に
か
け
、
し
ゃ
も

じ
で
切
る
よ
う
に
し
て
混
ぜ
、
う
ち

わ
で
あ
お
ぎ
艶
を
出
す
。

①
①
に
飾
り
用
を
残
し
、
③
～
⑨
の

具
を
混
ぜ
こ
む
。
器
に
盛
り
、
飾
り

用
の
具
と
の

桜
の
花
の
塩
漬
け
、

本
の
芽
を
彩
り
よ
く
あ
し
ら
う
。

◎
春
ら
し
い
彩
り
が
と
て
も
き
れ
い

な
ひ
な
ち
ら
し
。
手
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
、

見
え
て
き
そ
う
で
す
。
お
雛
様
に
も

お
供
え
し
て
、
年
に
一
度
の
大
切
な

出
会
い
を
喜
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

前
の
晩
、
で
き
る
だ
け
具
の
下
ご

し
ら
え
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
す
と
、

朝
の
少
な
い
時
間
で
も
お
弁
当
に
で

き
ま
す
。
卒
園
や
卒
業
な
ど
の
お
祝

い
も
ど
う
ぞ
。

全
一色
バ
バ
ロ
ア
〉

高

３０

ｇ

水
・抹
茶
。い
ち
ご
・レ
モ
ン
・米
鈴

●
寒
天
は
た
っ
ぶ
り
の
水
で
よ
く
戻

し
、
水
気
を
絞
り
、
細
か
く
ち
ぎ
っ

て
鍋
に
入
れ
る
。豆
乳
佃

ｃｃ
と
塩
少
々

加
え
て
煮
溶
か
す
。
米
飴
少
々
で
甘

味
を
つ
け
る

（好
み
で
）。

●
葛
を
豆
乳
畑

ｃｃ
で
溶
き
、
①
に
回

し
入
れ
る
。
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
葛

に
よ
く
火
を
通
す
。

Ｏ
②
を
３
つ
の
ポ
ウ
ル
に
あ
け
る
。

ひ
と
つ
は
そ
の
ま
ま

（白
い
バ
バ
ロ

ア
）、
二
つ
め
の
ボ
ウ
ル
に
は
、
抹
茶

少
々
を
水
少
々
で
溶
い
た
も
の
を
混

ぜ
、
三
つ
目
の
ポ
ウ
ル
に
は
、
い
ち

ご
適
宜
に
レ
モ
ン
汁
少
々
た
ら
し
、

ミ
キ
サ
ー
で
攪
拌
し
た
も
の
を
混
ぜ

て
、
緑
と
赤
の
バ
バ
ロ
ア
を
作
る
。

●
容
器

（市
販
の
フ
タ
付
き
プ
リ
ン

カ
ッ
プ
な
ど
。
透
明
だ
と
三
色
さ
れ

い
に
見
え
る
）
を
ぬ
ら
し
て
緑
の
パ

バ
ロ
ア
液
を
入
れ
、
す
ぐ
氷
水
に
つ

け
て
冷
や
し
、
表
面
が
固
ま
っ
た
ら

白
い
バ
バ
ロ
ア
液
を
入
れ
、
ま
た
す

ぐ
冷
や
す
。
最
後
に
赤
の
バ
バ
ロ
ア

液
を
入
れ
、
三
色
の
層
に
す
る
。
冷

や
し
固
め
る
。

◎
家
で
皿
な
ど
に
取
り
出
し
て
食
べ

る
場
合
は
、
重
な
り
が
逆
に
な
る
の

で
赤
↓
自
↓
緑
の
順
に
液
を
入
れ
る
。

８０

ｃｍ

ｌ
本

２０
枚

キ
ヌ
サ
ヤ

自
ご
ま
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
Ｔ

桜
の
花
の
塩
漬
け
。本
の
芽
。生
姜
・

赤
梅
酢
。自
梅
酢
。柑
橘
の
絞
り
汁

（甘
味
の
あ
る
も
の
、タ
ン
カ
ン
・ポ
ン

カ
ン
砲
６

・昆
布
だ
し
。塩
・響
油
・う

こ
ん
（タ
ー
メ
リ
ッ
ク
）

●
米
と
も
ち
黍
は
別
々
に
洗
い
、
ザ

ル
に
上
げ
て
水
を
切
り
、
土
鍋
に
入

れ
る
。
水
４
．
７
Ｃ
と
固
く
絞
っ
た
ぬ
れ

布
巾
で
汚
れ
を
ふ
い
た
昆
布
を
加
え
、

一
略讐
零
不
す
る
。

②
①
に
塩
１
・
５
ｔ
を
加
え
火
に
か
け
る
。

沸
騰
し
た
ら
弱
火
で
２０
～
２５
分
炊
く
。

最
後
５
分
間
、
ガ
ス
マ
ッ
ト
使
用
。

火
か
ら
降
ろ
し
て
１０
～
１５
分
蒸
ら
す
。

０
蓮
根
は
２
～
３

Ш厚
さ
に
切
り
、

梅
酢
少
々
を
加
え
た
熱
湯
で
茄
で
、

自
梅
酢

（蓮
根
は
自
っ
ぼ
く
仕
上
げ

た
い
の
で
。
な
け
れ
ば
薄
ビ
ン
ク
に

染
ま
る
赤
梅
酢
で
も
）
と
柑
橘
の
し

ぽ
り
汁
を
半
々
に
合
わ
せ
た
も
の
に

漬
け
る

（時
々
、
上
下
を
返
し
て
味

が
均
等
に
つ
く
よ
う
に
Ｘ

◎
蓮
根
の
下
ご
し
ら
え
を
前
の
晩
に

塩 豆 寒
乳 天

翌梁
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二
月
の

元
気
弁
当

菜
め
し

。
た
か
き
び
メ
ン
チ
カ
ツ
・

春
キ
ャ
ベ
ツ
の
さ
っ
と
煮

。
大
根
と

人
参
ボ
ー
ル
の
ス
ー
プ
煮

◎
材
料
と
作
り
方

〈菜
め
し
〉

玄
米
ま
た
は
分
掲
き
ご
は
ん
。よ
め
菜

（ま
た
は
大
根
葉
Ｙ
塩
。南
瓜
の
種

●
よ
め
莱
は
、
新
聞
紙
を
広
げ
た
上

で
ご
み
な
ど
を
さ
れ
い
に
取
り
去
っ

て
か
ら
、
よ
く
洗
い
、
塩
茄
で
し
、

ザ
ル
に
上
げ
扇
ぎ
冷
ま
す
。

Ｏ
①
の
水
気
を
絞
り
、
細
か
く
切
り
、

塩
少
々
ま
ぶ
す
。

０
南
瓜
の
種
は
殻
を
割
り
、
中
の
種

子
を
取
り
出
し
、
ほ
う
ろ
く
な
ど
で

ぶ
く
っ
と
す
る
ま
で
炒
る

（
一
九
九

六
年
九
月
号
参
照
）。

●
炊
き
た
て
ご
は
ん
に
、
②
一の
水
気

を
も
う

一
度
軽
く
絞
っ
て
混
ぜ
込
む
。

器
に
盛
り
、
③
を
散
ら
す

（味
の
物

足
り
な
い
方
は
炒
り
塩
を
作
っ
て
お

き
、
種
と
と
も
に
ふ
り
か
け
る
）。

◎
い
つ
の
ま
に
か
た
く
さ
ん
溜
ま
っ

て
し
ま
う
南
瓜
の
種
。
子
ど
も
と
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
、
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
種
取

り
を
し
ま
す
。
私
が
ハ
サ
ミ
で
殻
に

切
り
込
み
を
入
れ
る
と
、
娘
が
中
の

種
子
を
取
り
出
す
。
流
れ
作
業
式
に

や
る
と
、
案
外
早
い
。
ち
ょ
っ
と
め

ん
ど
う
な
の
で
普
段
は
な
か
な
か
や

ら
な
い
の
だ
け
ど
、
や
り
始
め
る
と

は
ま
り
ま
す
。
お
わ
ん
に
い
っ
ぱ
い

溜
ま
っ
た
ら
炒
つ
て
、
ご
ま
塩
な
ら

ぬ

「南
瓜
の
種
塩
」
に
し
て
ご
飯
に

ふ
り
か
け
る
と
、
ご
ま
と
は
ま
た
違

っ
た
味
わ
い
で
香
ば
し
く
て
お
い
し

い
。
幼
い
子
に
は
軽
く
刻
ん
で
も
い

い
で
す
ね
。
種
取
り
は
指
先
を
よ
く

使
う
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
や
ら
せ

る
と
手
先
が
器
用
に
な
り
ま
す
よ
―

こ
ち
ら
も
助
か
る
し
、
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
し
、
ム
ダ
も
出
さ
ず
に
す

む
し
、
種
は
、
良
質
の
油
を
含
ん
だ

タ
ン
パ
ク
源
で
も
あ
る
の
で
、
脳
育

も
助
け
て
く
れ
ま
す
。
い
い
こ
と
ず

く
め
の
南
瓜
の
種
。
ご
み
箱
へ
直
行

で
は
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。

〈た
か
き
び
メ
ン
チ
カ
ツ
〉七
人
分
く

ら
い

た
か
き
び
（粒
Ｙ
…
・

硼
ｇ

○ 塩 水

ｌ
Ｃ
強

玉
ね
ぎ
。

人
参
・

千
し
椎
茸
・

1999122
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セ
イ
タ
ン

に
ん
に
く
。生
姜

①れ
ん
こ
ん
…
・

〇

９０

ｇ

適
宜

翻

ｇ

バ
ン
粉
・地
粉
（ふ
る
う
Ｙ
‥
各
５０
ｇ

塩
・普
油
・黒
こ
し
ょ
う
。ナ
ツ
メ
グ
・

自
然
酒
。梅
酢
・地
粉
の
水
溶
き
。パ

ン
粉
・揚
げ
油
。レ
モ
ン
・ソ
ー
ス

畳

●
た
か
き
び
は
洗
い
、
日
の
細
か
い

ザ
ル
に
上
げ
て
水
を
切
り
、
圧
力
鍋

に
入
れ
る
。
水
と
塩
を
加
え
炊
く
。

圧
力
が
か
か
っ
た
ら
弱
火
で
１２
～
‐３

分
。
自
然
放
置
す
る
。

０
０
は
す
べ
て
み
じ
ん
切
り
。
①
は

す
り
お
ろ
す
。

０
温
め
た
鍋
に
油
を
敷
き
、
生
表

に
ん
に
く
を
炒
め
、
玉
葱
を
炒
め
て

塩
％
ｔ
ふ
り
、
手
前
に
寄
せ
る
。
向

こ
う
側
で
椎
茸
を
炒
め
て
醤
油
少
々

か
ら
め
て
下
味
を
つ
け
手
前
に
寄
せ
、

人
参
を
炒
め
塩
少
々
ふ
る
。

●
③
の
上
に
①
を
の
せ
、
梅
酢
少
々

と
酒
ｌ
Ｔ
を
ま
わ
し
か
け
、
椎
茸
の

戻
し
汁
％
Ｃ
を
入
れ
て
煮
る
。
汁
気

が
な
く
な
っ
て
き
た
ら
、
セ
イ
タ
ン

の
み
じ
ん
切
り
を
の
せ
、
完
全
に
汁

気
が
な
く
な
る
ま
で
煮
る
。

Ｏ
④
に
す
り
お
ろ
し
た
①
と
Ｏ
を
加

え
混
ぜ
、
味
を
み
て
塩
加
減
し
、
好

み
で
黒
こ
し
ょ
う

。
ナ
ツ
メ
グ
を
加

えヽ
ス
▼。

Ｏ
適
当
な
大
き
さ
の
楕
円
形
に
丸
め
、

地
粉
の
水
溶
さ
を
つ
け
、
パ
ン
粉
を

ま
ぶ
す
。

●
や
や
低
め
の
中
温
の
油
で
、
ゆ
っ

く
り
、
じ
つ
く
り
揚
げ
る
。

●
油
を
切
っ
て
お
弁
当
箱
に
詰
め
、

レ
モ
ン
と
ソ
ー
ス
を
添
え
る
。

〈春
キ
ャ
ベ
ツ
の
さ
っ
と
煮
〉

〈大
根
と
人
参
ポ
ー
ル
の
ス
ー
プ
参

キ
ヤ
ベ
ツ
。大
根
。人
参
。
ロ
ー
リ
エ
。

昆
布
だ
し
。塩

●
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
を

一
枚
ず
つ
は
が

し
て
洗
い
、
芯
を
取
る
。

０
大
根
は
大
き
い
方
の
く
り
ぬ
き
で
、

人
参
は
小
さ
い
方
の
く
り
ぬ
き
で
丸

く
ぬ
く
。
人
参
に
塩
少
々
ま
ぶ
す
。

●
鍋
に
昆
布

（出
し
が
ら
）
を
敷
き
、

②
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯

。
ロ
ー
リ
エ
を

入
れ
、
出
し
汁
を
ヒ
タ
ヒ
タ
に
注
ぎ
、

中
火
に
か
け
る
。沸
騰
し
た
ら
塩
少
々

加
え
、
①
を
入
れ
、
好
み
の
柔
ら
か

さ
に
さ
っ
と
煮
て
取
り
出
す
。
適
宜

切
る
。
大
根

。
人
参

。
キ
ャ
ベ
ツ
の

芯
は
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。
芯

は
斜
め
薄
切
り
に
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

葉
に
混
ぜ
る
。

Ｏ
大
根

。
人
参

。
キ
ャ
ベ
ツ
を
彩
り

よ
く
盛
り
込
む
。
昆
布
は
細
切
り
に

し
て
佃
煮
に
。

◎
そ
の
ま
ま
薄
味
で
食
べ
て
も
お
い

し
い
し
、
自
ご
ま
ソ
フ
ト
を
讐
油

・

だ
し

。
ゆ
ず
果
汁
で
ゆ
る
め
た
も
の

を
添
え
て
も
い
い
。

る
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お
し
ゃ
ま
さ
ん
の

洋
風
ラ
ン
チ

小
さ
な
春
の
サ
ン
ド
イ
ツ
チ

。
ひ
え

の
和
風
ド
リ
ア
・
番
茶
＆
玄
米
コ
ー

ヒ
ー
ゼ
リ
ー

◎
材
料
と
作
り
方

〈小
さ
な
春
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
〉

《
ツ
ナ
風
》

ひ
よ
こ
豆
（柔
ら
か
く
煮
た
も
の
）

オ
リ
ー
プ
オ
イ
ル

％

Ｃ

２

Ｔ

２

Ｔ

ゆ
ず
果
汁
‥

ひ
よ
こ
豆
の
ゆ
で
汁
・

塩
・

こ
し
ょ
う
。ね
ぎ
・サ
ラ
ダ
菜

全
暴
米
の
ご
ま
和
え
》

土暴
季
自
練
り
ご
ま
・響
油

《ア
ン
ズ
ジ
ャ
ム
》

千
し
あ
ん
ず
。り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
・水
。

塩
・食
パ
ン

●
そ
れ
ぞ
れ
の
具
を
作
る
。

①
ひ
よ
こ
豆
は
洗
い
、　
一
晩
水
に
漬

け
る
。
ザ
ル
に
上
げ
て
水
を
切
り
、

圧
力
鍋
に
入
れ
、
新
し
い
水
を
入
れ

て
火
に
か
け
る
。
圧
力
が
か
か
っ
た

ら
弱
火
で
７
～
８
分
。
自
然
放
置
。

豆
と
茄
で
汁
に
分
け
る
。

ミ
キ
サ
ー
に
豆

。
自
練
り
ご
ま

・

自
練
り
ご
ま
・

1.5 1.5

弱 TT

オ
リ
ー
プ
オ
イ
ル
・
ゆ
ず
果
汁

。
ゆ

で
汁

。
塩

。
こ
し
ょ
う
を
入
れ
な
め

ら
か
に
な
り
過
ぎ
な
い
程
度
に
攪
拌

す
る
。
葱

（自
）
の
み
じ
ん
切
り
山

盛
ｌ
Ｔ
を
軽
く
炒
め
、
塩
少
々
ふ
り

混
ぜ
る
。
ま
た
は
さ
ら
し
葱
に
し
て

混
ぜ
る
。

①
青
菜
は
塩
茄
で
し
、
ザ
ル
に
上
げ

る
。
水
気
を
絞
り
、
醤
油
洗
い
し
、

も
う

一
度
絞
る
。
細
か
く
刻
む
。
練

り
ご
ま
１
‥
書
油
２
で
よ
く
す
り
合

わ
せ
、
刻
ん
だ
青
菜
を
和
え
る
。

①
十
し
あ
ん
ず
は
、　
ハ
サ
ミ
で
細
く

切
り
、
鍋
に
入
れ
る
。
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
と
水
を
半
々
に
合
わ
せ
て
た
っ

ぶ
り
と
入
れ
、
塩
少
々
加
え
て
火
に

か
け
る
。
沸
騰
し
た
ら
ト
ロ
火
で
３０

～
４０
分
間
。
ゆ
っ
く
り
と
煮
る
。
途

中
、
水
分
が
足
り
な
く
な
っ
た
ら
適

宜
足
し
て
、
ト
ロ
リ
と
煮
上
げ
る
。

軽
く
つ
ぶ
す
。

②
食
パ
ン
は
、
７
～
８

ｍ厚
さ
に
ス

ラ
イ
ス
。
自
練
り
ご
ま
を
豆
の
方
で

汁
少
々
で
ゆ
る
め
、
ゆ
ず
果
汁
少
々

加
え
た
ペ
ー
ス
ト
を
作
り
、
パ
ン
の

片
面
に
薄
く
塗
る
。

Ｏ
ツ
ナ
風
は
②
の
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
菜

を
お
き
、
そ
の
上
に
②
を
の
せ
、
サ

ン
ド
す
る

（サ
ラ
ダ
菜
は
好
み
で
）。

土目
菜
の
ご
ま
和
え
と
あ
ん
ず
ジ
ャ
ム



も
同
様
に
は
さ
む
。

●
具
を
は
さ
ん
だ
バ
ン
を
重
ね
、
回

く
絞
っ
た
ぬ
れ
布
巾
で
包
み
、
ま
な

板
な
ど
で
軽
く
重
し
を
し
て
し
ば
ら

く
お
く
。

０
好
み
で
耳
を
切
り
落
と
し
、
食
べ

や
す
い
サ
イ
ズ

・
形
に
切
る
。
あ
れ

ば
エ
ン
ダ
イ
プ
や
パ
セ
リ
な
ど
の
生

野
菜
を

一
口
大
に
ち
ぎ
っ
て
い
っ
し

よ
に
詰
め
る
と
パ
ン
の
乾
燥
防
止
に

な
り
ま
す
。

◎
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
に
す
る
と
か
わ
い

い
感
じ
。
そ
の
場
合
は
、
ま
さ
す
の

上
に
ラ
ッ
プ
フ
イ
ル
ム
を
の
せ
、
耳

を
落
と
し
た
パ
ン
を
お
き
、
フ
イ
リ

ン
グ
を
の
せ
、
端
か
ら
く
る
く
る
と

巻
く

（ラ
ッ
プ
フ
イ
ル
ム
を
巻
き
込

ま
な
い
よ
う
に
）。
両
端
を
ね
じ
り
、

し
ば
ら
く
ね
か
せ
、
落
ち
着
か
せ
て

か
ら
切
り
分
け
る
。
ツ
ナ
風
は
ラ
イ

麦
入
り
食
バ
ン
、
青
菜
の
ご
ま
和
え

は
パ
ン
プ
キ
ン
食
バ
ン
、
ジ
ャ
ム
は

食
バ
ン
と
バ
ン
の
色
合
い
を
変
え
る

と
も
っ
と
表
情
豊
か
で
お
い
し
そ
う
。

〈ひ
え
の
和
風
ド
リ
ア
〉
直
径
７
．
５

ｃｍ
位

の
マ
ド
レ
ー
ヌ
用
ア
ル
ミ
ケ
ー
ス
５

個
分

を
焦
が
さ
ぬ
よ
う
に
よ
く
炒
め
る
。

透
き
通
っ
て
き
た
ら
塩
少
々
し
、
ふ

る
っ
た
地
粉
を
ふ
り
入
れ
、
炒
め
る
。

冷
ま
し
て
お
く
。

Ｏ
⑤
に
冷
め
た
昆
布
出
し
を
加
え
て

よ
く
溶
き
、
火
に
か
け
る
。
ひ
と
煮

立
ち
し
、
ト
ロ
ミ
が
つ
い
て
き
た
ら

塩

。
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
る
。

０
型
不
用
の
し
っ
か
り
と
し
た
マ
ド

レ
ー
ヌ
や
タ
ル
ト
用
ア
ル
ミ
ケ
ー
ス

の
内
側
に
油
を
薄
く
塗
り
、
④
を
入

れ
、
醤
油
少
々
た
ら
し
、
⑥
を
か
け

フ●
。

０
別
℃
の
オ
ー
プ
ン
で
１３
～
・５
分
焼

く
。
青
の
り

（ま
た
は
パ
セ
リ
の
み

じ
ん
切
り
）
少
々
か
け
る
。

寒
天

葛●
土
び
ん
に
水
と
番
茶
、
黒
炒
り
玄

米
を
入
れ
、
中
火
に
か
け
る
。

０
沸
騰
寸
前
に
弱
火
に
落
と
し
、

２０

～
３０
分
位
煮
出
す
。
途
中
で
ぐ
ら
ぐ

ら
と
沸
騰
し
そ
う
に
な
っ
た
ら
ガ
ス

マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
静
か
に
煎
じ
る
。

●
土
び
ん
の
ま
ま
冷
ま
し
て
お
く
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
成
分
も
よ
く

出
、
味
も
も
う

一
段
濃
厚
に
な
り
ま

す
。

●
寒
天
は
、
さ
っ
と
押
し
洗
い
し
、

た
っ
ぶ
り
の
水
ｒ
戻
し
て
お
く
。

※
こ
こ
ま
で
前
夜
。

０
鍋
に
、
水
気
を
絞
り
、
細
か
く
ち

ぎ
っ
た
寒
天
を
入
れ
、冷
め
た
番
茶
＆

玄
米
コ
ー
ヒ
ー
を
佃

ｃｃ
入
れ
る
。
塩

少
々
加
え
、
火
に
か
け
煮
溶
か
す
。

Ｏ
葛
に
番
茶
＆
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
硼

ｃｃ

加
え
よ
く
溶
か
す
。

●
⑤
に
⑥
を
加
え
、
高
に
よ
く
火
を

通
す
。

●
ぬ
ら
し
た
器
に
⑦
を
注
ぎ
、
冷
や

し
固
め
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
ソ
ー
ス
や

ゆ
ず

（レ
モ
ン
）
シ
ロ
ツ
プ
を
か
け

て
頂
く
。

〈
ア
‥
モ
ン
ド
ソ
ー
ス
〉

ア
ー
モ
ン
ド
ペ
ー
ス
ト
・番
茶
＆
玄
米

コ
ー
ヒ
ー
。も
ち
米
飴
・塩

●
も
ち
米
鈴
に
塩
少
々
を
加
え
、
熱

い
番
茶
＆
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
少
々
で
ゆ

る
め
る
。

②
す
り
鉢
に
ア
ー
モ
ン
ド
ペ
ー
ス
ト

を
入
れ
、
①
を
少
し
ず
つ
加
え
、
な

め
ら
か
な
ソ
ー
ス
に
す
る

（好
み
で

ゆ
ず
や
レ
モ
ン
の
汁
少
々
、
ま
た
は

シ
ナ
モ
ン
な
ど
入
れ
て
も
よ
い
）。

〈ゆ
ず
（レ
モ
ン
）シ
ロ
ツ
プ
〉

●
ア
ー
モ
ン
ド
ソ
ー
ス
に
同
じ
。

Ｏ
①
に
ゆ
ず

（レ
モ
ン
）
果
汁
を
加

えヽ
ス
ち

◎
黒
炒
り
玄
米
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い

と
い
う
方
、
三
年
番
茶
と
ブ
レ
ン
ド

し
て
煎
じ
、
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

我
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
プ
レ

ン
ド
テ
イ
ー
が
大
好
き
で
す
。
ご
く

弱
い
火
で
た
っ
ぶ
り
時
間
を
か
け
て

濃
い
め
に
煎
じ
る
と
、
本
当
に
コ
ー

ヒ
ー
の
よ
う
。
な
の
に
苦
味
が
あ
ま

り
な
く
て
、
柔
ら
か
い
甘
さ
で
お
い

し
い
。
何
で
も
か
ん
で
も
プ
レ
ン
ド

す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が

（薬
草
に
よ
っ
て
は
、
プ

レ
ン
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
克
作

用
を
生
じ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）、
こ

の
黒
炒
り
玄
米
と
三
年
番
茶
の
相
性

は
い
い
よ
う
で
す
。
冬
、
寒
い
時
は

あ
た
た
か
く
し
て
飲
む
の
が
お
い
し

か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
陽
の
気
が

生
じ
て
く
る
こ
の
季
節
、
ゼ
リ
ー
の

デ
ザ
ー
ト
に
し
て
は
い
か
が
？
　
果

物
や
豆
乳
系
の
デ
ザ
ー
ト
ほ
ど
陰
が

強
く
な
い
か
ら
、
時
折
、
寒
さ
が
ぶ

り
返
す
こ
の
季
節
に
も
、
安
心
で
す
。

稗
。

水
。

塩人
参
…
…
。

‐５

ｇ

葱
（自
Ｙ

地
粉
…
…
。

４０

ｇ

Ｃ
強

昆
布
だ
し
‥

塩
こ
」し
ょ
う
ｏ青
の
り
（ま
た
は
パ
セ

リ
Ｙ
ご
ま
油
。醤
油

●
稗
は
よ
く
洗
い
、
日
の
細
か
い
ザ

ル
に
あ
げ
、
水
を
切
る
。

０
人
参
は
薄
い
イ
チ
ョ
ウ
切
り

塩
少
々
ま
ぶ
す
。

Ｏ
葱
は
た
て
４
つ
割
り
に
し
て

か
ら
細
か
く
切
る
。

●
鍋
に
分
量
の
水
を
沸
か
し
、
煮
立

つ
た
ら
塩
を
入
れ
、
稗
を
入
れ
て
木

ベ
ラ
で
か
き
ま
ぜ
る
。
再
び
煮
立
っ

た
ら
、
②
を
加
え
て
弱
火
に
し
、
蓋

を
し
て
１５
分
炊
く

（最
後
５
分
ガ
ス

マ
ツ
ト
使
用
）。
火
か
ら
降
ろ
し
て
１０

分
蒸
ら
す
。

０
鍋
を
温
め
て
ご
ま
油
を
敷
き
、
③

１

本

分

◎
残
り
も
の
の
玄
米
ご
は
ん
で
も
お

に
し
、　
　
い
し
く
で
き
ま
す
。
残
り
ご
は
ん
に

人
参
を
混
ぜ
る
場
合
は
、
塩
蒸
し
煮

小
日
　
　
し
て
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。

〈番
茶
＆
玄
米
コ
ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
〉

番
茶
・黒
炒
り
玄
米
・水
・塩

０
・
４

Ｃ

曽柔

251Macr°bi°tique

ミ
あ
さ
さ
ヾ
ご
ヽ
管
３
ご
ざ



加
藤
葛
子
先
生
は
、家
庭
的
な
薬
騰
と
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

融
合
し
た
独
特
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

五
味
五
性
の
解
説
も
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

自
ら
肝
臓
病
を
克
服
さ
れ
た
経
験
を
も
ち
、

料
理
研
究
象
の
み
な
ら
ず
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
も

多
彩
な
活
躍
を
し
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

いＳ
ヽ
こ

で
き

、
ミ

、
ヽヽ
」ヽ
き
ヽ
こ

ヽ
∽ミ

≧
ｓｓざ

リ
マ
・ク
ッ
キ
ス
７
の

書
欝
加
藤
郁
子
先
生

そ
ば
が
き
入
り

コ
ウ
リ
ャ
ン
粥

雑
穀
の
生
命
力
と
、
そ
ば
の
血
管

を
強
化
す
る
働
き
を
生
か
し
た
、
春

の
体
の
変
わ
り
目
に
よ
い
お
粥
で
す
。

◎
材
料
（５
人
分
）

コ
ウ
リ

ャ
ン

水
。

そ
ば
粉
・

５

Ｃ

硼

ｇ

〈そ
ば
が
き
〉

水
・・・・…

〈薬
味
〉

脚

ｃｃ

わ
さ
び
…

生
普
油
…

◎
作
り
方
と
コ
ツ

●
コ
ウ
リ
ャ
ン
を
よ
く
と
ぎ
洗
い
し

て
、
分
量
の
水
に
２
時
間
ほ
ど
浸
し

て
お
く
。

Ｏ
①
を
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
中

火
で
１５
分
炊
き
、
そ
の
後
弱
火
に
落

と
し
て
約
１
時
間
煮
込
む
。

▼
圧
力
鍋
を
使
用
の
場
合
は
、
沸
騰

後
弱
火
で
１５
分
炊
き
、

２０
分
程
度
蒸

ら
し
ま
す
。

〈そ
ば
が
き
を
作
る
〉

０
片
手
鍋
に
そ
ば
粉
と
水
を
入
れ
て

泡
立
て
器
で
よ
く
溶
き
、
ク
リ
ー
ミ

ー
な
状
態
に
な
っ
た
ら
人
に
か
け
て
、

本
べ
ら
で
絶
え
ず
混
ぜ
な
が
ら
加
熱

す
る
。
固
ま
っ
て
き
た
ら
火
か
ら
下

ろ
し
、
さ
ら
に
プ
チ
プ
チ
と
音
が
出

る
ま
で
よ
く
練
る
。

▼
濡
れ
布
巾
を
用
意
し
、
必
要
に
応

じ
て
と
き
ど
き
鍋
を
濡
れ
布
巾
の
上

に
移
し
、
鍋
底
を
冷
ま
し
ま
す
。

▼
加
熱
し
て
い
て
、
固
め
だ
っ
た
ら
、

さ
ら
に
４０

ｃｃ
程
度
の
水
を
足
し
て
も

よ
い
。

●
沸
騰
し
た
湯
の
中
に
、
濡
ら
し
た

ス
プ
ー
ン

（ま
た
は
小
皿
）
２
個
で
、

そ
ば
が
さ
を
５
つ
の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
型
に
形
作
っ
て
落
と
し
、
い
っ
た

ん
沈
ん
だ
も
の
が
浮
き
上
が
っ
て
き

た
ら
す
く
い
上
げ
る
。

０
粥
を
よ
そ
い
、
そ
ば
が
き
を
入
れ
、

薬
味
を
添
え
て
す
す
め
る
。

＊
五
行
説
で
は
、
食
物
の
性
質
を
五

つ
に
分
け
ま
す
（２９
頁
図
参
照
）。
コ

ウ
リ
ャ
ン
は
温
、
そ
ば
は
涼
、
せ
り

は
涼
、
わ
さ
び
は
温
と
な
っ
て
お
り
、

冬
か
ら
春
へ
向
か
う
季
節
の
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

＊
コ
ウ
リ
ヤ
ン
は
高
き
び
と
も
い
い

ま
す
。
大
腸
や
胃
に
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

＊
そ
ば
は
血
管
壁
を
強
化
す
る
の
で
、

血
管
の
弱
い
人
に
向
い
て
い
ま
す
。

ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
ル
チ
ン
と
い
う
成
分

が
有
効
な
の
で
す
が
、
ゆ
で
た
お
湯

に
溶
け
出
し
や
す
い
の
で
、
そ
ば
湯

も
飲
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

響畳
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さ
て

ふ
き
の
と
う
の

山
揚
げ

早
春
と
い
え
ば
、
ふ
き
の
と
う
。

庭
の
土
か
ら
か
わ
い
い
芽
が
の
ぞ
く

と
、
ま
だ
寒
く
て
も
、
春
だ
な
あ
と

う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
ま
る
い
形
を
生
か
し
た

一
品
。

◎
材
料
（５
人
分
）

ふ
き
の
と
う
・

‥
大
５
個

麦
味
嗜
・

少

々
加
ｇ

山
芋
ま
た
は
大
和
芋
・

う
こ
ん
（タ
ー
メ
リ
ッ
ク
Ｙ
…
。ｌ
ｔ

塩
・

弱

揚
げ
油

（胡
麻
、菜
種
半
々
）

〈ク

コ
ソ
ー
ス
〉

ク
コ
の
実
（酒
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
し

た
も
の
Ｙ
…
…
。…
。…
。…
・…
・％
Ｃ

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
…
…
…
…
２
Ｔ

レ
モ
ン
汁
・…
‥

◎
作
り
方
と
コ
ツ

●
ふ
き
の
と
う
は
よ
く
洗
い
、
水
気

を
ふ
き
、
麦
味
嗜
少
々
を
ま
ぶ
し
て

お
く
。

②
①
の
ふ
き
の
と
う
の
下
側
に
十
字

に
切
り
目
を
を
入
れ
、
蒸
気
の
上
が

っ
た
蒸
し
器
で
さ
っ
と
蒸
し
て
、
冷

ま
し
て
お
く
。

Ｏ
山
芋
は
ひ
げ
根
を
焼
き
、
冷
水
の

中
で
こ
す
り
と
る

（皮
は
む
か
な

い
）。
す
上
卜
ろ
し
、
つヽ
こ
ん
と
塩
を

加
え
て
、
す
り
鉢
で
な
め
ら
か
に
す

り
混
ぜ
る
。

▼
ゆ
る
い
場
合
に
は
、
ふ
る
っ
た
地

粉
を
足
し
ま
す
。

一Ｏ
③
を
５
等
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
②

を
し
っ
か
り
く
る
む
。

０
硼
℃
く
ら
い
の
油
に
④
を
そ
っ
と

落
と
し
入
れ
、
上
下
を
返
し
な
が
ら

キ
ツ
ネ
色
に
揚
げ
る
。
揚
が
っ
た
ら
、

立
て
か
け
る
よ
う
に
し
て
余
分
な
油

を
切
る
。

Ｏ
ク
コ
ソ
ー
ス
と
つ
け
あ
わ
せ
を
添

え
て
供
す
る
。

〈ク
コ
ソ
ー
ス
〉

ク
コ
の
実
と
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
レ
モ
ン
汁
を
加

えヽ
る
。

＊
春
は
肝
臓
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、

冬
の
毒
を
出
す
季
節
。
ふ
き
の
と
う

の
苦
味
は
体
に
溜
ま
っ
た
１
年
の
毒

を
出
し
て
く
れ
る
と
い
わ
れ
、
ク
マ

も
食
べ
る
と
か
。
肝
臓
だ
け
で
な
く
、

喘
息
な
ど
呼
吸
器
の
病
気
に
も
よ
い

そ
う
で
す
。
薬
効
は
、
開
か
な
い
う

ち
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

＊
揚
げ
物
を
す
る
と
き
に
は
、
「ミ
ネ

ラ
ル
ボ
ー
ル
」
を
油
に
入
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「麦
飯
石
」
（薬
石
）を
ボ
ー

ル
型
の
金
網

（茶
こ
し
の
よ
う
な
も

″
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の
）
に
入
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
石

に
は
約
２
５
０
０
種
の
ミ
ネ
ラ
ル
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
入
れ
る
と

油
が
酸
化
し
な
い
上
、
遠
赤
外
線
効

果
が
あ
る
の
で
カ
ラ
ッ
と
揚
が
り
ま

す
。
特
に
肝
臓
病
の
方
な
ど
、
油
に

弱
い
方
に
は
お
す
す
め
で
す
。

＊
う
こ
ん
も
ク
コ
も
肝
臓
に
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
食
べ
物
で
す
。
慢
性
肝

炎
や
肝
硬
変
の
方
、
ま
た
目

（肝
臓

と
関
係
が
あ
る
）
の
病
気
の
方
は
、

日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
と
る
よ
う
に
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

＊
山
芋
は
消
化
器
に
よ
く
、
健
膵
作

用
が
あ
り
、
穏
や
か
な
血
糖
降
下
作

用
も
あ
り
ま
す
。

＊
つ
け
あ
わ
せ
は
、
油
の
消
化
を
助

け
る
酸
っ
ぱ
い
も
の
か
、
大
根
下
ろ

し
を
添
え
る
と
肝
臓
に
負
担
を
か
け

ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
芋
が
ら

（ず
い

き
）
の
酢
の
物
を
添
え
ま
し
た
。

ふ
き
と
豆
腐
の

焼
き
物

た
ら
の
芽
の
ご
ま
和
え
付

毎
年
、
「き
ゃ
ら
ぶ
さ
」
だ
け
で
は

芸
が
な
い
、
と
お
思
い
の
方
は
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。
紅
花
と
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
を

使
っ
た
独
創
的
な
お
料
理
で
す
。

◎
材
料
（６
人
分
）

ふ
さ
（中
く
ら
い
の
太
さ
の
も
の
を
１２

セ
ン
チ
の
長
さ
に
し
て
）…
…
…
６
本

本
綿
豆
腐
・

丁

紅
花
（茶
こ
し
で
さ
っ
と
洗
う
）

オ
ー
ト
ミ
ー
ル

白
梅
酢

油
揚
げ
・

２
枚

地
粉
。…
…
・…
。…
…
…
・…
…
・・適
宜

オ
リ
ー
プ
オ
イ
ル
…
…
…
…
…
適
宜

▼
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
の
か
わ
り
に
そ
ば

粉
で
も
で
き
ま
す
。

〈
つ
け
あ
わ
せ
〉

た
ら
の
芽
・

ゴ
マ
ペ
ー
ス
ト

酢
…

味
噌
・

◎
作
り
方
と
コ
ツ

●
木
綿
豆
腐
を
布
巾
に
包
み
、
ま
な

板
に
は
さ
み
、
水
切
り
す
る
。
油
揚

げ
は
三
方
を
切
り
開
き
、
熱
湯
で
ゆ

で
て
油
抜
き
す
る
。

②
ふ
き
は
塩
で
板
ず
り
し
て
か
ら
、

熱
湯
で
色
よ
く
ゆ
で
る
。
皮
を
む
い

た
後
、
吸
い
地
で
煮
て
お
く
。

▼
板
ず
り
と
は
、
材
料
に
塩
を
ま
ぶ

し
て
、
ま
な
板
の
上
で
手
の
ひ
ら
で

前
後
に
こ
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▼
吸
い
地
と
は
、
す
ま
し
汁
程
度
の

味
つ
け
の
こ
と
で
す
。

０
豆
腐
は
手
の
ひ
ら
で
握
り
つ
ぶ
し

な
が
ら
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
紅
花
、
オ

ー
ト
ミ
ー
ル
、
自
梅
酢
を
加
え
て
よ

く
練

る

。

●
巻
き
す
を
広
げ
て
油
揚
げ
を
し
き
、

地
粉
を
少
々
ふ
り
、
向
こ
う
側
２
セ

ン
チ
ほ
ど
あ
け
て

（の
り
付
け
部
分

と
し
て
）、
③
を
平
ら
に
の
ば
す
。
中

心
に
ふ
き
３
本
を
置
い
て
、
手
前
か

ら
の
り
巻
き
の
要
領
で
巻
き
、
最
後

を
水
溶
き
し
た
地
粉
で
の
り
付
け
し
、

し
ば
ら
く
落
ち
着
か
せ
る
。

●
熱
し
た
厚
手
の
フ
ラ
イ
バ
ン
に
オ

リ
ト
ブ
オ
イ
ル
を
あ
た
た
め
、
④
を

転
が
し
な
が
ら
色
よ
く
焼
き
、
中
ま

で
十
分
に
火
を
通
す
。

Ｏ
⑤
を
６
等
分
し
て
２
切
れ
ず
つ
盛

り
付
け
、　
つ
け
あ
わ
せ
を
添
え
る
。

〈
つ
け
あ
わ
せ
〉

た
ら
の
芽
は
ゆ
で
、
ゴ
マ
ペ
ー
ス
ト
、

酢
、
味
嗜
を
通
宜
に
混
ぜ
た
も
の
で

和
え
る
。

＊
紅
花
は
サ
フ
ラ
ワ
ー
オ
イ
ル
を
搾

る
花
で
、
浄
血
作
用
が
あ
り
、
特
に

体
内
に
停
滞
し
て
い
る
古
血
を
流
す

作
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

の
妙
薬
で
す
が
、
妊
娠
中
の
女
性
は

と
る
量
に
注
意
が
必
電

＊
た
ら
の
芽
は

「鹿
の
角
落
と
し
」

と
も
い
わ
れ
、
や
は
り
春
の
新
陳
代

謝
を
促
進
す
る
食
べ
物
で
す
。
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松
の
精

こ
れ
は
珍
し
い
お
い
し
さ
！
　
松

の
香
り
が
う
つ
っ
た
も
ち
菓
子
で
す
。

松
の
実
を
た
っ
ぶ
り
使
っ
た
、
お
こ

し
の
よ
う
な
あ
ん
も
カ
リ
カ
リ
と
香

ば
し
い
。
松
か
さ
の
形
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
り
ま
す
。

◎
材
料
（３０
個
分
）

〈も
ち
生
地
〉

玄
米
粉
・

皿
ｇ

磯

・

・

・

自
玉
粉
・

水
・・・・・…

塩
・・・…

生
よ
も
ぎ
・

（ま
た
は
乾
燥
よ
も
ぎ
粉
末
３０
ｇ
）

〈あ
ん
〉

松
の
実

硼
ｇ

３０

ｇ

少
々

３

Ｔ

炒
り
自
胡
麻
・

塩
・

米
鈴

〈そ
の
他
〉

胡
麻
油
・・・…

松
の
葉
・

◎
作
り
方
と
コ
ツ

●
生
よ
も
ぎ
は
色
よ
く
ゆ
で
、
細
か

く
刻
ん
で
お
く
。

②
玄
米
粉
は
熱
湯
％
Ｃ
で
こ
ね
る
。

3∞ /4少 lm 1/2g t々 gC督普

自
玉
粉
は
水
少
々
で
し
め
ら
せ
て
お

く
。
ボ
ウ
ル
に
玄
米
粉
と
自
玉
粉
を

混
ぜ
合
わ
せ
、
①
を
加
え
な
が
ら
、

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
回
さ
に
こ
ね
る
。

▼
乾
燥
よ
も
ぎ
粉
末
を
使
う
場
合
に

は
、
し
め
ら
せ
て
か
ら
白
玉
粉
に
混

ぜ
て
お
き
ま
す
。

●
松
の
実
を
粗
く
刻
み
、
炒
り
自
胡

麻
と
と
も
に
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
塩
と

米
鈴
を
適
宜
加
え
な
が
ら
、
し
っ
と

り
と
な
る
ま
で
木
べ
ら
で
こ
ね
る
。

手
に
胡
麻
油
を
つ
け
な
が
ら
、

３０
個

（直
径
１
・５
セ
ン
チ
）
に
丸
め
て
お

Ｏ
②
を
３０
個
に
分
割
し
て
丸
め

（直

径
２
●５
セ
ン
チ
く
ら
い
）、
中
央
を

へ
こ
ま
せ
て
③
の
あ
ん
を
入
れ
、
日

を
開
じ
て
一扇
型

（松
か
さ
に
な
ぞ
ら

え
る
）
に
整
え
る
。

０
中
華
せ
い
ろ
に
松
の
葉
を
し
き
、

そ
の
上
に
濡
れ
布
巾
を
か
け
て
④
を

並
べ
、
蒸
気
が
上
が
っ
て
か
ら
約
１０

分
、
中
火
で
蒸
す
。

▼
ク
ツ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
６
×
４
セ

ン
チ
に
切
り
、　
一
つ
ず
つ
④
を
の
せ

て
か
ら
松
葉
に
の
せ
る
と
、
蒸
し
上

が
っ
た
と
き
に
取
り
出
し
や
す
い
。

た
だ
し
、
ク
ツ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
は
で

き
る
だ
け
使
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

０
蒸
し
上
が
っ
た
ら
、
表
面
に
胡
麻

油
を
塗
る
。

▼
乾
燥
を
防
ぎ
、
松
の
エ
キ
ス
を
開

じ
込
め
る
た
め
で
す
。

＊
松
の
葉
は
、
脳
卒
中
や
中
風
の
予

防
に
よ
い
そ
う
で
す
。
生
の
ま
ま
汁

を
飲
ん
だ
り
、
焼
酎
に
漬
け
込
ん
で

薬
用
酒
に
し
た
り
し
ま
す
。

＊
こ
の
お
菓
子
で
は
、
松
の
葉
を
し

い
て
蒸
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
も
ぎ
と

松
の
香
り
が
ミ
ッ
ク
ス
し
、
蒸
気
の

中
に
松
の
精
油
が
出
て
も
ち
に
う
つ

り
、
薬
効
を
高
め
ま
す
。

今
回
は
凝
っ
た
お
料
理
が
多
く
、

日
が
回
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。
早
春
と
い
え

ば
野
草
の
季
節
で
す
が
、
な
か
な
か

お
い
し
い
食
べ
方
が
わ
か
ら
ず
、　
つ

い
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
な
調
理
法
に
陥
り

が
ち
で
し
た
。
今
回
、
日
先
の
変
わ

っ
た
お
料
理
を
習
っ
た
の
で

（取
材

は
そ
ろ
そ
ろ
野
草
も
終
わ
り
の
時
期

で
し
た
が
）、
次
に
野
草
の
出
る
季
節

が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
手
を
か
け
た
だ
け
あ
っ
て
、

と
っ
て
も
美
味
！
（
焼
き
物
』
と
松

の
精
は
、
私
の
特
に
好
き
な
味
。）季

節
を
考
慮
し
な
が
ら
五
味
五
性
の
パ

ラ
ン
ス
が
整
え
て
あ
り
、
献
立
と
味

付
け
の
新
し
い
構
築
法
に
目
を
開
か

れ
ま
し
た
。
量
も
お
皿
に
の
り
さ
ら

な
い
く
ら
い
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
満
足

感
い
っ
ぱ
い
の
授
業
で
し
た
。
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・

000● ●l● ●●●
・ 1・・・・

艦精1野Ψ糀
す引♂И嘴

`'И

50矢作田が'

あソ F千 月ユ、口晨:・ ●い

がりた
Ⅲ
■)3め

崚奮作嗣がタリ
x,91--"l"iY+

償。 )ヽ食んrTLの

た し,」Iレ
'

鋤 ξ誂 見

z｀ つ真 が高いく

t〕 Jミ レl

がうた`■)励あ喫奮
イ乍曰があソ、泊た表や

ラ希う魚売it与え05争

)首 奨イ午円があ,っ |プセ/」l

の人しヽ工し|。 ,金 ヒtし り

耳 骨:・ おい 0

五行の相サ,和勉

tKfrqKt" Fv'

あり昨影、
本″らし・

'い

キしl味 z“

な鯖女イlF「 l11・

29Fttacrobiotique



確
か
に
、終
局
に
お
い
て
は
、

生
は
新
し
く
修
復
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

死
だ
け
が
新
し
い
も
の
を
も
た
ら
す
の

だ
か
ら
。

私
は
あ
な
た
を
慰
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、信
じ
た
り
、考
え
た
り
、

知
的
に
吟
味
し
受
け
入
れ
た
か
ら

得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
な
ら
、ち
ょ
う
ど
、

転
生
や
死
後
生
存
な
ど
の
例
み
た
い
に
、

新
た
に
慰
め
を
作
り
出
す
だ
け
だ
か
ら
だ
。

実
際
の
と
こ
ろ
、

継
続
す
る
も
の
に
は
再
生
も
更
新
も
な
い
。

だ
か
ら
、毎
日
死
ん
で
更
新
さ
れ
る
と
こ
ろ
に

再
生
が
あ
る
。

そ
れ
が
不
滅
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

死
の
中
に
不
滅
が
あ
る
。

と

い

っ
て
も
、

あ
な
た
が
恐
れ
て
い
る
類
の
死
で
は
な
く
、

一塾
則
の
結
論
や
記
憶
の
経
験
な
ど
を

日
常
を
深
く

生
き
る

森
本

武

神
戸
市
生
ま
れ
。曇瞭
堅
霧
口
猥
用
本
讐
助
稼
授
３
７
ザ
ィ
ン
論
）。

ク
つ

　

一
ム

ル

Ｔ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
く

ら
い
死
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

二勘魔ん%%%フヴ

が
あ
り
ま
す
か
。
考
え
る
こ
と
自
体
が
不

愉
快
な
の
で
忌
避
し
て
き
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
世
の
生
活

が
あ
ま
り
に
も
苦
し
く
、
こ
れ
と
い
っ
た

生
き
甲
斐
も
な
い
と
い
う
の
で
、
早
く
あ

の
世
に
い
っ
て
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
と
お

も
い
ま
す
か
。

死
に
つ
い
て
結
論

に
到
達
す
る
こ
と
は

な
く
て
も
、
や
す
や

す
と
探
究
を
止
め
な

い
で
下
さ
い
。
安
易

に
納
得
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
ひ
と
が
信

じ
て
い
る
悲
惨
な
死

や
希
望
に
満
ち
た
死

な
ど
、
ど
の
よ
う
に

描
写
さ
れ
て
も
、
所

詮
、
描
写
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
何
も
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
天

国
や
地
獄
に
召
さ
れ
る
希
望
や
絶
望
を
抱

え
て
生
き
る
か
ぎ
り
探
究
は
生
じ
ま
せ
ん
。

視
福
し
た
り
、
罰
し
た
り
す
る
の
は
誰
で

す
か
。
記
憶
さ
れ
た
知
識
の
い
た
ず
ら
に

翻
弄
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。生

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
動
く
も
の
が

』
●
目
Ｆ
く
８
口
の
研
究
と
実
践
を
基
礎
に
、

「小
規
模
な
暮
じ
」を
実
現
す
る
た
め
の

デ
ザ
イ
ン
の
な
り
方
を
保
莞
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
、全
国
組
織
理
型
唇
堡
趣
部
Ｌ
腱
璽
踊

人
間
の
感
情
や
生
活
用
具
か
ら
社
会
Ｈ
度
に
い
た
る
ま
で
、

人
間
の
営
み
の
中
に
み
ら
れ
る
様
々
な

無
駄
の
検
証
を
試
み
て
い
る
。

生
き
て
い
る
の
な
ら
、
風
に
揺
れ
る
ア
ン

テ
ナ
線
は
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
明
ら
か
に
風
が
動
か
し
て
い
る
だ

け
だ
か
ら
ア
ン
テ
ナ
線
に
命
は
な
い
、
と

い
う
の
な
ら
、
あ
な
た
の
体
も
、
風
で
は

な
い
が
、
何
か
の
物
理
的
力
が
動
か
し
て

い
る
だ
け
、
と
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
や
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
風
と
は
違
う
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
動
か
し
て
い
る
の
で
、

「私
」
の
動
き
に
は
も
っ
と
自
由
が
あ
る
と

反
諭
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「主
体
的
に
動
い
て
い
る
」
と
考
え
た
い
の

で
す
ね
。
が
、
ど
う
し
て
風
に
動
か
さ
れ

て
い
る
ア
ン
テ
ナ
線
と
本
質
的
に
違
う
と

い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
力
と
い
う
も
の

の
正
体
ひ
と
つ
と
っ
て
も
人
類
は
何
も
知

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
物
に
目
方
が
あ
る
の
か

も
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が

他
の
素
粒
子
の
動
き
を
邪
魔
し
て
い
る
の

が
重
さ
の
原
因
と
い
う
、
科
学
者
の
間
で

は
有
力
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
真
相
は
分
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勝
手
に
「私
」と
思
い
込
ん
で
い
る
、

そ
の
「私
」
の
死
な
の
で
あ
る
。
（↓

◎
ジ
ッ
ド
ゥ
・ク
リ
シ
ュ
ナ
ム
″
テ
ィ

』
〓
暉ヽ
び
静
Ｆ
目
昌
ユ

宗
教
を
も
た
ず
、轟Ｉ
た
の
神
を
崇
拝
せ
ず
、講
話
と
著
作
を
と

お
し
て
△
間
の
党
醒
を
促
し
つ
づ
け
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
マ

ス
タ
ー
。
い
つ
さ
い
の
幻
想
を
否
定
し
、宗
教
的
ド
グ
マ
の
よ

う
な
も
の
を
よ
せ
つ
け
な
い
、き
わ
め
て
ラ
デ
ィ
カ
″
な
彼
の

教
え
は
世
界
中
の
人
々
に
多
大
な
影
彗
を
与
え
た
。

一
人
を
喜
千
、南
イ
ン
ド
・
マ
ド
ラ
ス
近
郊
に
生
ま
れ
る
。

十
四
歳
の
と
き
、神
響
曇
佐
基
（の
彗
願
署
】に
よ
っ
て
未
来
の
救

世
主
と
予
言
さ
れ
、日
躍
塞

の^
厳
し
い
霊
的
修
行
を
受
け
、十

七
歳
の
と
き
に
コ

の
教
団
」の
指
導
者
に
迎
え
ら
れ
る
。

し
か
し
や
が
て
、同
教
団
の
教
え
を
否
定
し
は
じ
め
、〓
一十
四

歳
の
と
き
に
は
、苦
行
を
否
定
し
、救
世
主
で
あ
る
こ
と
も
否

定
し
、
「星
の
教
団
〓
絶
辱
いし
ヘ

以
後
、精
神
的
指
導
者
、グ
ル
、思
想
家
、哲
人
と
い
っ
た
い
っ

さ
い
の
呼
び
名
を
拒
絶
し
、
一
人
の
自
由
人
と
し
て
世
界
中
を

め
ぐ
り
、講
話
を
つ
づ
け
礼

一
九
八
六
年
、ア
メ
リ
カ
・カ
リ
フ
ォ
″
ニ
ア
の
オ
ー
ハ
イ
峡

谷
で
普
室
畿

ニ
ギ

Ｆ
算

Ｒ
Ｆ

じ
吾

Ｆ
Ｅ
Ｅ
ざ
〓

〓
Ｅ
で

，
日
ロ
ュ
」

ロ

ュ

ご

″

”
〓
鷺

Ｆ
魯
富

１

９
Ｆ

魯

毬
い

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
水
準
で
み
る
と
、

中

上
品
生
が
学
校
で
習
う
物
理
的
力
の
法

則
は
あ
ま
り
に
も
い
い
加
減
な
代
物
だ
と

科
学
者
は
嘆
ぐ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
実

用
の
範
囲
で
有
効
な
思
考
を
い
く
ら
高
度

化
し
て
も
真
理
に
到
達
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

簡
単
に
納
得
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
知

識
を
持
た
な
い
子
ど
も
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

子
ど
も
か
ら
の
執
よ
う
な
質
問
に
、
大
人

は
困
る
。
何
に
困
る
の
か
。
説
明
の
言
葉

を
探
す
の
に
苦
労
す
る
。
こ
の
苦
労
だ
け

に
意
識
が
向
い
て
い
る
と
、
そ
れ
よ
り
も

っ
と
重
要
な
事
実
、　
つ
ま
り

「私
は
理
解

し
て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
が
見
え
ま
せ

ん
。生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
風
の
力
を
区
別
す

る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。
物
理
学
者
に
聞

け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
、
分
子
生
物
学

者
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
東
洋
医

［第
十

一
回
］

学
の
達
人
な
ら
答
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
知
っ
て
い
る
と
名
乗
り
を
あ
げ
る
人

も
、
た
だ
適
当
な
説
明
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
、
真
に
理
解
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

容
易
に
判
定
で
き
ま
せ
ん
。

死
と
は
、
説
明
が
つ
く
り
出
し
た
世
界

か
ら
離
れ
る
こ
と
だ
と
お
も
い
ま
す
。
人

間
は

一
般
に
死
を
恐
れ
ま
す
が
、
恐
れ
て

い
る
も
の
の
正
体
を
知
ら
な
い
で
恐
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
生
を
失

う
恐
怖
、
と
考
え
て
も
、
そ
の
生
を
実
は

知
ら
な
い
。

自
分
の
生
、
友
人
の
生
、
父
の
生
、
妻

の
生
、
そ
れ
ら
は
分
断
さ
れ
、
個
別
に
営

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
そ
の

根
底
に
働
い
て
い
る
全
知
の
元
締
め
は
い

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ
の
よ
う
な

者
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
あ
な
た
に
、

そ
の
者
を
認
識
す
る
手
段
は
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
者
と
は
神
で

す
か
、
と
名
称
の
詮
索
に
陥
ら
な
い
で
下

さ
い
。
言
葉
を
探
す
の
は
止
め
て
、
理
解

自
体
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一
貫
し
て
生
き
て
き
た
あ
な
た
と
い
う

人
に
実
体
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
、
こ
う
疑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
継
続

し
て
い
る

「私
」
は
実
在
し
て
い
る
の
か
、

と
。
も
し
、
記
憶
の
世
界
の
外
で
は
、
何

も
継
続
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な

た
は
瞬
時
に
生
き
瞬
時
に
死
ぬ
、
そ
れ
が

真
実
の
姿
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

あ
な
た
が
死
ぬ
、
と
い
ユヽ
崚

何
が
失

わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
失
わ
れ
る
も

の
を
感
知
す
る

「私
」
は
ど
こ
に
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で
も
知

っ
て
き
た
の
と
同
じ
感
覚
で

「私
」
は
在

る
の
で
し
ょ
う
か
。
真
実
の
直
視
を
怠
っ

て
生
の
充
実
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
死
の
探

究
ほ
ど
生
の
理
解
を
深
め
る
も
の
は
な
い

の
で
す
。

、辞

置

き

０

∽
き

さ

惣
き
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始育
児
不
安
が

ま

る

と

き

こ
れ
は
あ
る
保
育
園
に
預
け
ら
れ
て
い

る
子
供
と
、
そ
の
お
母
さ
ん
の
お
話
で
す
。

そ
の
子
は
、
他
の
子
が
手
に
し
て
い
る

ボ
ー
ル
を
ひ
っ
た
く
っ
て
持
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し

ま
い
ま
す
。
と
ら
れ
ま
い
と
す
る
子
と
の

間
に
は
当
然
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
す
。

そ
の
子
は
他
の
子
の
肩
に
噛
み
つ
く
よ

う
な
こ
と
も
す
る
の
で
す
。
腕
や
、
ふ
と

も
も
や
、
指
や
…
…
い
た
る
と
こ
ろ
に
噛

み
つ
く
の
で
す
。
そ
の
子
は
ま
だ

一
歳
八

カ
月
の
男
の
子
で
す
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

子
た
ち
は
誰
も
彼
の
よ
う
な
暴
力
的
行
動

を
し
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
そ
の
子
だ
け
が

ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
子
の
母
は
、
子

供
は
あ
る
て
い
ど
の
乱
暴
な
こ
と
は
す
る

も
の
、
と
思
っ
て
い
る
ら
し
く
、
彼
の
行

動
に
対
し
て
恐
怖
を
感
じ
た
り
反
発
し
が

ち
な
他
の
子
は
む
し
ろ
歯
が
ゆ
い
、
と
さ

え
思
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

ｔ
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
自
宅
二
戻
る
と
、
こ

ん
ど
は
そ
の
子
の
矛
先
は
母
親
に
向
か
っ

て
い
き
ま
す
。
父
親
に
さ
え
噛
み
つ
く
の

で
す
。
ま
た
保
育
園
の
外
に
出
る
と
近
所

育
児
と
家
庭
を
語
る

山
西
み
な
子
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の
子
に
も
す
ぐ
噛
み
つ
き
、
お
母
さ
ん
た

ち
か
ら
冷
た
い
眼
ざ
し
を
浴
び
て
い
ま
す
。

保
育
園
に
は
保
母
さ
ん
が
い
て
仲
裁
に

入
っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
他
の
子
の
お
母
さ

ん
か
ら
じ
か
に

「困
る
子
」
の
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近

所
の
人
た
ち
と
の
関
係
は
う
ま
く
い
か
ず
、

母
親
を
ま
す
ま
す
精
神
的
に
追
い
込
ん
で

し
ま
い
、
イ
ラ
つ
か
せ
ま
す
。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
こ
の
子
は
む
や
み

に
噛
み
つ
く
の
か
わ
か
ら
ず
、
お
母
さ
ん

が

「噛
み
つ
い
て
は
い
け
な
い
の
よ
」
と

何
回
も
話
し
て
間
か
せ
ま
す
が
あ
ま
り
聞

い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
ま
す
ま
す
「噛

み
つ
い
て
は
だ
め
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ

う
」
と
声
を
荒
げ
る
こ
と
も
増
え
、
母
親

の
表
情
は
け
わ
し
く
な
り
ま
す
。

「も
し
か
し
た
ら
ど
こ
か
育
て
方
が
悪
か

っ
た
の
か
な
あ
」
と
周
り
の
人
々
に
た
ず

ね
て
み
ま
す
が
、
誰
も

「そ
ん
な
こ
と
な

い
わ
よ
、
そ
の
う
ち
に
な
お
る
わ
よ
」
と

言
う
だ
け
で
す
。

実
家
の
母
も

「お
前
た
ち
も
噛
み
つ
い

た
よ
、
私
の
足
に
突
然
パ
ク
ッ
と
や
っ
て
、

い
く
ら
言
っ
た
っ
て
わ
か
り
や
し
な
い
よ
、

大
き
く
な
る
の
を
待
つ
こ
と
だ
Ｌ
何
か
欲

求
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
？
Ｌ
な
ん

だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
日
の
働
き
で
噛
み

た
い
し
ぐ
さ
だ
け
満
た
さ
れ
て
い
な
い
の

よ
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
子
の

し
ぐ
さ
を
、
私
は

「暴
力
の
芽
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

暴
力
の
芽
が
少
し
出
て
く
る
や
否
や
急

に
大
き
く
な
り
、
母
親
を
育
児
不
安

へ
と

追
い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

育
児
不
安
に
つ
い
て
あ
る
母
親
は

「は

じ
め
て
の
子
な
の
に
、
見
て
い
る
と
腹
の

立
つ
こ
と
ば
か
り
で
愛
情
が
持
て
な
い
」

と
言
い
ま
す
。

腹
を
立
て
て
怒
る
た
め
、
子
ど
も
は
泣

き
ま
す
。
す
る
と
お
母
さ
ん
は
ま
す
ま
す

う
る
さ
い
と
思
い
、
顔
も
見
た
く
な
い
、

と
さ
え
思
う
。
め
ん
ど
う
を
み
る
の
も
い

や
で
、
に
く
ら
し
い
と
ば
か
り
思
っ
て
し

ま
う
。
世
話
を
し
た
く
な
い
と
き
に
か
ぎ

っ
て
お
し
っ
こ
は
す
る
し
、
う
ん
ち
は
す

る
し
、
く
さ
く
て
汚
な
い
し
、
お
し
め
を

替
え
よ
う
と
す
る
と
す
ぐ
ひ
っ
く
り
か
え

り
這
い
出
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
う
ん
ち
が

つ
き
、
押
さ
え
込
む
と
泣
き
、
「も
う
い
や

ッ
」
と
い
よ
い
よ
気
分
が
不
快
き
わ
ま
り

な
く
、
絶
対
に
お
だ
や
か
に
し
て
い
ら
れ

な
い
。
あ
げ
く
の
は
て
に
は
子
供
を
け
っ

と
ば
す
、
叩
く
、　
つ
ね
る
、
押
し
や
る
、

頭
の
毛
を
引
っ
ば
る
な
ど
し
て
し
ま
う
。

理
性
を
ま
っ
た
く
失
い
、
自
分
自
身
の
職

業
や
教
養
や
、
結
婚
当
初
の
夫
と
の
歯
が

浮
く
よ
う
な
、
か
っ
い」う
の
い
い
理
想
的

女
性
像
が
頭
を
よ
ぎ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
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う
し
て
、
さ
ん
ざ
ん
わ
が
子
を
邪
険
に
し

た
あ
と
に
な
っ
て
、
著
し
い
自
己
基
悪
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
夫
は
自
分
よ
り
や
や
お
く
れ
て

帰
宅
し
ま
す
。
そ
う
し
て

「ど
う
し
た
の
、

そ
の
顔
つ
き
、
ど
こ
か
気
分
が
わ
る
い
の
、

疲
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
早
く
寝
な
さ
い
よ
」

と
、
気
づ
か
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

や
さ
し
く
抱
き
寄
せ
て

「休
め
よ
」
と
言

っ
て
く
れ
る
夫
の
言
葉
は
、
ま
す
ま
す
彼

女
の
感
情
を
た
か
ぶ
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
し
て
激
し
く
、
ひ
た
す
ら
泣
き
伏
す

の
が
、
理
想
の
で
は
な
く
現
実
の

「
こ
の

私
自
身
」
な
の
で
す
。

愛
し
い
わ
が
子
に
対
し
邪
険
に
し
た
あ

と
で
自
己
基
忠
に
陥
っ
て
し
ま
う
、
と
い

う
の
が
産
後
最
も
早
い
時
期
の
育
児
不
安

で
す
。

こ
れ
は
子
ど
も
の
し
ぐ
さ
と
、
や
る
こ

と
な
す
こ
と
の
す
べ
て
が
母
親
の
抱
い
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
と
合
致
し
な
い
こ
と
か
ら

´

獅
ゝ
Ｆ

彎 k_

"「
aCr° bil°tique



始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
子
供
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

子
ど
も
と
母
親
と
の
性
格
不

一
致
は
徐
々

に
増
幅
し
て
ゆ
き
ま
す
。

母
親
は
理
性
で
自
分
自
身
を
抑
制
し
て
、

な
ん
と
か
理
想
的
母
親
に
近
づ
こ
う
と
苦

悩
し
ま
す
。
し
か
し
誰
に
相
談
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

原
因
は

食
生
活
に
あ
る

噛
み
つ
く
な
ど
の
子
供
の
行
為
か
ら
始

ま
っ
た
母
と
子
と
の
不
響
和
音
の
、
は
じ

め
の
原
因
は
妊
娠
中
の
母
親
の
食
生
活
に

あ
り
ま
す
。

胎
児
の
と
き
子
供
は
、
母
の
声
を
毎
日

き
き
と
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
温

か
さ
冷
た
さ
を
母
の
体
温
か
ら
感
じ
と
っ

て
い
ま
す
。
母
が
冷
め
た
い
も
の
を
飲
食

し
冷
た
い
か
ら
だ
を
し
て
い
る
と
き
は
赤

ち
や
ん
を
不
安
に
さ
せ
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
は
胎
動
も
激
し
く
な
り
ま
す
。

で
は
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
は
じ
め
に
母
乳
を
与
え
ま
す
。

温
か
い
母
乳
を
た
っ
ぶ
り
二
～
三
歳
ま
で

の
間
基
本
食
と
し
て
与
え
ま
す
。
母
乳
を

出
す
お
母
さ
ん
は
、
ご
は
ん
中
心
の
お
か

ず
ひ
か
え
め
に
暮
ら
し
ま
す
。

ニ
カ
月
日
ご
ろ
ま
で
は
果
汁
を
与
え
ま

せ
ん
。
果
汁
は
子
ど
も
の
気
持
ち
を
不
安

に
し
清
の
強
い
子
に
、
不
安
感
の
強
い
子

に
し
ま
す
。

た
と
え
粉
ミ
ル
ク
で
育
て
ぎ
る
を
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
、
ミ
ル
ク
の
量

を

一
回
三
〇
グ
ラ
ム
ほ
ど
に
減
ら
し
日
中

は
頻
繁
に
ミ
ル
ク
を
与
え
果
汁
を
与
え
ま

せ
ん
。

百
日
目
か
ら
離
乳
食
を
始
め
ま
す
。
基

本
は
あ
く
ま
で
も
お
母
さ
ん
が
噛
み
砕
い

た
お
む
す
び
で
す
。
固
く
に
ぎ
り
し
め
た

塩
む
す
び
を
噛
み
砕
き
、
朝
、
昼
、
夕
、

午
前
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
午
後
の
テ
イ
ー

タ
イ
ム
と
五
回
与
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
母

乳
は
頻
繁
に
与
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
育

て
て
い
る
と
噛
み
つ
い
た
り
す
る
子
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
離
乳
食
の
準
備

と
考
え
て
人
参
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
与
え
つ

づ
け
て
い
る
と
噛
み
つ
く
子
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
潰
し
た
野
菜
を
そ
ろ
そ
ろ
与
え
よ

う
な
ど
と
は
考
え
な
い
で
下
さ
い
。

た
と
え
ば
お
母
さ
ん
が
毎
日
入
参
ジ
ュ

ー
ス
を
飲
み
毎
日
入
参
料
理
を
食
べ
る
と

赤
ち
ゃ
ん
は
清
が
強
く
な
り
、
よ
く
噛
み

つ
く
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
す
。

人
参
は
生
気
を
強
め
る
作
用
が
あ
る
の

で
す
。
青
自
く
生
気
を
欠
き
、
い
き
い
き

と
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、
た
の
し
そ

う
で
な
い
子
が
い
た
ら
、
ま
ず
母
乳
と
塩

む
す
び
、
タ
ク
ワ
ン
を
与
え
て
み
て
か
ら

人
参
を
た
め
し
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
与
え
な
い
方
が
よ
か
っ
た
、

と
思
う
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
は
ず
で
す
。

よ
く
噛
み
つ
く
子
の
育
て
に
く
さ
を
み

て
い
る
と
、
ま
ず
人
参
だ
け
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
お
か
ず
に
つ
い
て
も
ま
た
共
通

し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ

つヽ
。お

か
ず
を
与
え
た
晩
は
熟
睡
せ
ず
し
ば

し
ば
起
き
て
ぐ
ず
つ
き
ま
す
。
尻
は
た
だ

れ
、
舌
は
自
く
、
多
量
の
く
さ
い
う
ん
ち

が
出
ま
す
。
棒
状
の
し
ま
つ
し
や
す
い
便

で
は
な
く
、
拭
い
に
く
い
や
わ
ら
か
い
便

な
の
で
、
お
じ
め
を
替
え
に
く
く
し
ま
す
。

乳
児
の
と
き
、
こ
れ
だ
け
育
て
に
く
い

サ
イ
ン
を
送
っ
て
く
る
の
に
、
お
母
さ
ん

は
つ
い
あ
れ
こ
れ
と
離
乳
食
を
与
え
た
く

な
る
も
の
で
す
。
周
囲
の
み
ん
な
が
そ
う

し
て
い
る
か
ら
と
か
、
店
に
レ
ト
ル
ト
の

缶

・
袋
づ
め
の
も
の
が
あ
っ
て
簡
単
に
入

手
で
き
る
と
か
、
た
く
さ
ん
食
べ
さ
え
す

れ
ば
安
心
だ
か
ら
と
、
い
ろ
い
ろ
自
分
な

り
に
判
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
判
断

の
な
か
に
は
赤
ち
ゃ
ん
が
い
や
が
る
か
ら

と
か
、
異
様
な
便
臭
と
か
、
乳
房
に
噛
み

つ
く
異
常
行
動
に
つ
い
て
の
配
慮
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
少
し
し
か
た
べ
な
い
、
と

の
不
安
さ
え
あ
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
母

親
の
愛
情
か
ら
出
た

「給
餌
」
そ
の
も
の

が

「
い
じ
め
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

い
じ
め
た
つ
も
り
も
な
く
、
お
母
さ
ん

は
も
っ
と
努
力
し
て
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
い
た
わ
り
や

「ご
め
ん
ね
」
と
い
う
謝
罪
の
や
さ
し
い
言
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葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
に
も
毎
日
毎
回
イ
ヤ
な
こ
と
が

連
続
し

「
い
た
わ
り
」
「ゆ
る
し
あ
い
」
の

こ
と
ば
か
け
が
な
く
育
て
ら
れ
た
子
供
た

ち
は
突
然
、
感
情
の
表
現
が
乱
暴
に
な
り

ま
す
。

こ
う
し
て
、
た
か
だ
か
ひ
と
き
れ
の
人

参
か
ら
始
ま
っ
た
母
と
子
と
の
ト
ラ
ブ
ル

は
次
第
に
檀
懇
し
て
ゆ
く
の
が
わ
か
り
ま

ｔ
育
て
に
く
い
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
の
子

に
悩
む
ひ
と
や
、
子
が
可
愛
ら
し
い
と
思

え
な
い
ひ
と
は
、
今
日
す
ぐ
に
で
も
、
お

っ
ぱ
い
と
お
む
す
び
と
タ
ク
ワ
ン
を
与
え

て
、
三
日
よ
う
す
を
み
て
下
さ
い
。

子
ど
も
は
本
を
読
む
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
、

歌
に
合
わ
せ
て
お
ど
り
、
才
能
と
か
知
能

の
芽
が
急
に
動
き
出
し
ま
す
。

遊
び
上
手
に
な
る
子
ど
も
の
サ
イ
ン
で

ｔ
遊
び
上
手
は
ご
は
ん
か
ら
、
と
い
う
大

切
な
子
育
て
の
基
本
は
、
子
ど
も
だ
け
が

母
に
し
ら
せ
る
サ
イ
ン
で
す
。
お
に
ぎ
り

と
タ
ク
ワ
ン
を
用
意
し
て
お
い
て
、
さ
あ
、

こ
う
し
て
育
児
不
安
か
ら
抜
け
出
し
て
み

ま
し
よ
う
。
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ホメオパシーと波動測定
［
三
分
間
に
三
四
〇
〇
項
目

測
定
で
き
る
Ｆ
］

し
ば
ら
く
前
か
ら
、
波
動
測
定
の
関
係

者
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
波
動
測
定

器
が
あ
り
ま
す
。
名
前
は
「ク
オ
ン
タ
ム
。

ゼ
イ
ロ
イ
ド
」。
な
ん
だ
か
、
カ
ッ
コ
イ
イ

で
し
ょ
う
？

そ
れ
ま
で
の
測
定
器
で
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は

一
度
に
一
項
目
ず
つ
し
か
測
定
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。　
一
項
目
に
つ
き
、
数

秒
か
ら
数
十
秒
程
度
の
測
定
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、　
一
回
の
測
定
で
調

べ
る
の
は
通
常
、
百
項
目
く
ら
い
ま
で
で

し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
「ク
オ
ン
タ
ム
・ゼ
イ
ロ
イ
ド
」

で
は
、　
一
度
に
約
二
四
〇
〇
項
目
調
べ
ら

れ
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
も
た
っ
た
二

分
と
い
う
短
い
時
間
で
。

こ
れ
だ
け
の
情
報
で
、
こ
の
測
定
器
の

販
売
元
で
あ
る
ウ
イ
ス
マ
ー
研
究
所
を
お

訪
ね
し
ま
し
た
。
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
代
表
取
締
役
の
関
泰

一
さ
ん
。
説
明
も

そ
こ
そ
こ
に
、
「で
は
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
か
」
と
い
う
こ
と
に
…
。

［ほ
か
の
波
動
測
定
器
と

ど
う
違
う
？
］

測
定
器
は
、
小
さ
な
ボ
ッ
ク
ス
と
、
測

定
さ
れ
る
人
に
巻
く
バ
ン
ド
、
そ
れ
に
ラ

ッ
プ
ト
ッ
プ
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
測
定
さ
れ
る
人
は
頭
と
手
首
と
足

首
に
バ
ン
ド
を
巻
か
れ
、
そ
の
ま
ま
約
二

分
間
座
っ
て
い
る
だ
け
。
こ
れ
で
基
本
の

測
定
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
間

に
約
二
四
〇
〇
項
目
の
測
定
が
行
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
は
必
要
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｍ
Ｒ
Ａ
や
Ｑ
Ｒ
Ｓ
タ
イ
プ
の
機
種

で
は

一
般
に
、　
一
度
に
一
項
目
ず
つ
し
か

調
べ
ら
れ
な
い
う
え
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

資
質
や
意
識
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
ま
す
（問

わ
れ
な
い
と
さ
れ
る
機
種
も
出
て
は
い
ま

す
が
…
）。

こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
す
か

と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、　
一
般
に
は
電
気

の

「抵
抗
」
の
み
で
測
定
す
る
が
、
こ
の

機
械
で
は
「抵
抗
」
「電
圧
」
軍
嘔
流
」
の
三

方
向
か
ら
測
っ
て
い
る
の
で
、
自
動
測
定

が
で
き
る
の
だ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

う
な
ん
で
す
か
…
と
相
づ
ち
を
打
ち
な
が

ら
も
、
ま
つ
た
く
理
解
し
て
い
な
い
私
。

ど
な
た
が
電
気
の
こ
と
が
わ
か
る
方
、
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
電
気
抵
抗
と
い
わ
ゆ
る
波
動
が
関
係
あ

る
の
か
も
、
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。

と
り
あ
え
ず
そ
の
問
題
は
置
い
て
お
く

と
し
て
、
「抵
抗
」
は
気
の
流
れ
と
関
係
が

あ
る
と
の
こ
と
。
「電
圧
」
は
主
に
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
の
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
と
関

係
が
あ
り
、
精
神
的
に
は
意
志
と
関
わ
っ

て
い
て
、
ま
た

「電
流
」
は
脳
の
セ
ロ
ト

波動測定は、ホメオパシーを

ひとつのヒントにしています。

他方で、最近、ホメオパシーも

波動測定を取り入れはじめました。

話題のホメオパシー用波動測定器

を体験してみました。
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ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
と
関
係
が
あ
り
、

生
命
力
と
関
わ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私

は
こ
の
三
つ
と
も
、
最
初
は
あ
ま
り
よ
い

値
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「修
整
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
よ
り
、
修
整
後
は
よ
い
値
に
な

り
ま
し
た
。

デ
イ
ス
プ
レ
イ
画
面
に
は
、　
一
度
に
三

四
〇
〇
項
目
が
並
ぶ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
な
情
報
を
随
時
引
き
出
し
て
き

ま
す
。
こ
の
機
械
は
五
〇
以
上
の
機
能
を

備
え
て
い
る
そ
う
で
、
測
定
で
き
る
も
の

は
、
健
康
抑
制
因
子
、
脳
波
、
脊
椎
の
状

態
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
自
律
神
経
、
栄
養
、

感
情
、
経
絡
、
チ
ャ
ク
ラ
な
ど
な
ど
…
。

そ
の
ほ
か
、
変
な
機
械
だ
と
誤
解
さ
れ
る

と
困
る
の
で
紹
介
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
た
、
ち
ょ
っ
と
ユ

ニ
ー
ク
な
機
能
も
あ
り
ま
す
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ろ

い
ろ
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

機
械
で
の
測
定
値
は
、
他
の
機
械
で
の
測

定
値
よ
り
も
若
千
、
か
ら
い
と
い
う
印
象

を
も
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
常
的
に
感

じ
て
い
る
私
の
感
覚
―
―
イ
マ
イ
チ
調
子

が
よ
く
な
い
―
―
に
、
近
い
感
じ
も
し
ま

し
た
。

［す
べ
て
は
レ
メ
デ
ィ
情
報
］

こ
ち
ら
に
う
か
が
っ
て
初
め
て
知
っ
た

こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
「ク
オ
ン
タ
ム
・

ゼ
イ
ロ
イ
ド
」
に
入
っ
て
い
る
情
報

（全

部
で
三
六
〇
〇
項
目
）
は
、
基
本
的
に
す

べ
て
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
レ
メ
デ
ィ

（ホ
メ

オ
パ
シ
ー
薬
）
情
報
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
械
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で

き
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
用

に
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
が
、

他
の
機
種
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
点

で
す
。

開
発
者
は
、　
一
九
五

一
年
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
五
つ
の
大
学
で
医
学
・

"「…Ы“甲
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数
学

。
心
理
学

。
量
子
力
学
な
ど
を
学
ん

だ
と
い
う
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ネ
ル
ソ
ン
博
±
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
鍼
灸

・
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
イ
ッ
ク

・
栄
養
学

・
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
医
学
の
資
格
を
も
っ
て
お
り
、　
ロ
ン

ド
ン
カ
レ
ッ
ジ
。
オ
ブ

・
プ
ラ
ク
テ
イ
カ

ル
・ホ
メ
オ
パ
シ
ー
大
学
教
授
で
、
（な
ぜ

か
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ホ
メ
オ
パ
シ
ー

・
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
い
る
、
と
い
う
経

歴
の
持
ち
主
で
す
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
従
来
、
主
に
問
診
に

よ
っ
て
処
方
を
決
め
て
い
た
ら
し
い
の
で

す
が
、
患
者
が
必
ず
し
も
自
分
の
こ
と
を

よ
く
わ
か
っ
て
い
て
、
本
当
の
こ
と
を
い

う
と
は
限
ら
な
い
点
に
、
限
界
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
こ
に
、
よ
り
正
確
に
患
者

の
情
報
を
読
み
取
り
、
さ
ら
に
自
動
的
に

レ
メ
デ
ィ
を
処
方
し
て
く
れ
る
と
い
う
機

械
が
登
場
し
た
の
で
す
。

こ
の
機
械
で
測
定
す
る
と
、
た
と
え
ば

胃
潰
瘍
の
人
は
、
胃
潰
瘍
に
働
き
か
け
る

薬
草
や
物
質
に
反
応
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
の
薬
草
や
物
質
を
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
薬
に

し
た
も
の
を
処
方
す
る
わ
け
で
す
。

私
の
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
ア
ヤ
メ
と

か
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
の
サ
ヤ
だ
と
か
に
反
応

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
ど
う

い
う
症
状
に
効
く
と
か
、
体
の
ど
こ
の
部

分
に
関
係
あ
る
と
い
っ
た
説
明
が
つ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ
や
動
物
の
毛
に

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
な
ど
と
い
う
情
報
も

出
て
き
ま
し
た
。

［ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
基
本
］

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
昔

か
ら
あ
る
自
然
療
法
の
一
つ
で
す
。
同
毒

療
法
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

同
種
療
法
ま
た
は
類
似
療
法
と
訳
さ
れ
る

こ
と
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で
す
。
イ
ギ
リ

ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
さ
か
ん
で
す
が
、
近

年
日
本
で
も
少
し
ず
つ
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と
い

う
呼
び
名
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
基
本
原
理
は

「類
は

類
を
も
っ
て
癒
す
べ
し
」
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
十
八
～
十
九
世
紀
の
ド
イ

ツ
の
医
師
ハ
ー
ネ
マ
ン
の
言
葉
で
す
。
つ

ま
り
、
あ
る
物
質
を
大
量
に
摂
取
し
た
と

き
に
起
こ
る
の
と
同
様
の
症
状
を
、
そ
の

物
質
を
安
全
な
濃
度
ま
で
希
釈
し
た
も
の

で
癒
せ
る
、
と
い
う
の
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
で
は
、
陰
性
体

質
の
人
に
は
反
対
に
陽
性
な
も
の
を
、
陽

性
体
質
に
は
陰
性
な
も
の
を
と
る
よ
う
に

す
す
め
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
確
か
に
効

果
の
あ
る
こ
と
だ
と
、
多
く
の
人
が
実
感

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
る
意
味
で

は
、
素
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
考
え
方
だ

と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ホ
メ
ォ
パ
シ
ー
で
は
、
病
原

と
同
じ
ま
た
は
類
似
の
性
質
を
も
つ
も
の

を
と
る
の
で
す
。
し
か
し
私
の
も
っ
て
い

る
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
本
に
は
、
「な
ぜ
類
を

も
っ
て
類
を
癒
せ
る
の
か
」
に
つ
い
て
は

書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
抗
体
を

作
ら
せ
る
た
め
に
、
薄
め
た
病
原
菌
を
体

に
入
れ
る
の
と
、
同
じ
よ
う
な
理
屈
な
の

で
し
ょ
う
か
。
漢
方
薬
な
ど
と
同
様
に
、

経
験
の
ほ
う
が
、
理
論
に
先
だ
っ
て
確
認

さ
れ
て
き
た
体
系
な
の
で
し
ょ
う
。
自
分

で
仮
説
を
立
て
て
は
み
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
折
り
、
初
め
て

日
本
に
本
格
的
な
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
を
広
め

よ
う
と
し
て
い
る
、
由
井
寅
子
先
生
の
文

章
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
立
て
続
け
に
出
会

い
ま
し
た
。
由
井
先
生
に
よ
る
と
、
た
と

え
ば
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
で
生
育
す
る
ツ
タ
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科
の
植
物
か
ら
作
ら
れ
る

「プ
ラ
イ
オ
ニ

ア
」
と
い
う
レ
メ
デ
ィ
は

「乾
燥
」
と
い

う
パ
タ
ー
ン
を
も
ち
、
ま
さ
に
体
が
乾
燥

し
て
い
る
人
に
効
く
と
い
い
ま
す
。

「乾
燥
し
て
い
る
人
は
、自
分
が
乾
燥
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
不
自
然
な
自
分
の
状
態
を
正
そ

う
と
い
う
自
然
治
癒
力
も
働
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
そ
の
人
の
心
や
体
に
、
プ
ラ
イ
オ

ニ
ア
の
パ
タ
ー
ン
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
逆
に
、
自
分
が
乾
燥
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
よ
う
に
す
る
ん
で
す
。
そ
う

し
て
初
め
て
、
本
来
の
健
康
を
取
ユ
反
そ

う
と
い
う
意
志
が
働
き
ま
す
。」
（「フ
イ
リ
」

４４
号
）

こ
れ
が
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
原
理
だ
と
い

う
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
癌
の
人
に

は
、
癌
細
胞
か
ら
作
っ
た
レ
メ
デ
ィ
を
あ

げ
る
そ
う
で
す
。

つ
ま
リ
レ
メ
デ
ィ
は
、
原
因
を
退
治
す

る
の
で
も
な
く
、
中
和
す
る
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は

「心
や
体
へ
の
気
づ
き

の
た
め
の
刺
激
」
で
あ
り
、
治
す
の
は
あ

く
ま
で
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
す
。

こ
れ
は
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と
似
た
自
然

療
法
で
あ
る

「フ
ラ
ワ
ー
レ
メ
デ
ィ
」
の

考
え
方
と
も
少
し
違
う
よ
う
で
す
。
フ
ラ

ヮ
ー
レ
メ
デ
ィ
と
い
う
の
は
、
花
の
も
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
転
写
し
た
と
さ
れ
る
レ
メ

デ
イ
で
す
が
、
私
の
問
い
た
限
り
で
は
、

否
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
タ
ー
ン
を
中
和

す
る
も
の
な
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

「ク
オ
ン
タ
ム
・ゼ
イ
ロ
イ
ド
」
の
項
目
の

中
に
も
フ
ラ
ワ
ー
レ
メ
デ
ィ
が
あ
っ
た
の

で
、
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
、
私
の
立
て
た
仮

説
を
専
門
家
の
方
に
問
い
か
け
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
由
井
先
生
も

「ク
オ
ン
タ
ム
・ゼ
イ
ロ
イ
ド
」
を
お
使
い

に
な
る
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
取
材
の
結
果
、
か
え
っ
て
ナ

ゾ
が
ナ
ゾ
を
呼
ぶ
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
各
方
面
の
専
門
家
に
お
話
を
聞

い
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
昨
今
、
話
題
に
な
っ
て
い
る

ヒ
素
と
い
う
物
質
は
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
で

は

「嫉
み
」
に
対
応
す
る
そ
う
で
す
。
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■
腹
式
呼
吸
法
と
自
隠

日
本
で
腹
式
呼
吸
法
が
盛
ん
だ
っ

た
の
は
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
期
。

そ
の
と
き
に
腹
式
呼
吸
を

一
番
説
い

た
の
は
藤
田
と
い
う
人
で
、
「藤
田
式

息
身
調
和
法
」
と
い
う
の
を
説
い
て

ま
す
。
そ
の
次
に

「岡
田
式
整
調

法
」。
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
に
か

け
て
一
番
人
々
に
騒
が
れ
た
の
が
、

冠

間
式
腹
式
呼
吸
法
」。

な
ぜ
こ
の
連
中
が
世
の
中
を
騒
が

せ
た
か
と
い
う
と
、
腹
式
呼
吸
を
や

っ
て
超
能
力
を
発
揮
し
た
ん
で
す
。

特
に

「江
間
俊

一
」
と
い
う
人
は
、

気
合
い
で
一
週
間
く
ら
い
め
く
ら
に

さ
せ
た
り
、
相
手
を
生
か
し
た
り
殺

し
た
り
自
由
自
在
。
熱
湯
を
か
け
ら

れ
て
も
平
気
、
日
本
刀
に
裸
足
で
乗

っ
て
も
け
が
を
し
な
い
。

江
間
さ
ん
に
し
て
も
藤
田
さ
ん
に

し
て
も
、
最
初
は
結
核
だ
っ
た
ん
で

す
。
二
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
青
自

い
顔
を
し
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
み
た
い
に

な
っ
て
た
。
そ
し
て
あ
る
日
突
然
、

彼
ら
は
あ
る
本
を
手
に
し
て
い
る
。

白
隠
と
い
う
和
尚
の
書
い
た
本
で
す
。

こ
の
人
は
禅
寺
の
坊
さ
ん
で
す
か

ら
、
十
二
歳
か
ら
禅
寺
を
転
々
と
し

て
は
そ
こ
で
座
禅
を
や
っ
た
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
座
禅
を
や
っ
た
坊
さ

ん
は
、
運
動
不
足
か
ら
か
な
り
結
核

に
な
っ
て
る
。
彼
も
結
核
に
な
り
、

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
自
殺
を
し
よ

う
か
と
考
え
て
い
た
。

そ
ん
な
時
に
、
京
都
の
奥
に
自
称

二
百
五
十
歳
の
自
幽
と
い
う
仙
人
が

い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
へ
行
っ
た
ん

で
す
。
最
初
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
け
ど
、　
一
生
懸
命
通
う
う
ち
に
、

お
ま
え
は
本
当
に
健
康
に
な
り
た
い

の
な
ら
こ
う
い
う
方
法
を
と
れ
、
と

腹
式
呼
吸
法
を
教
え
て
も
ら
つ
た
。

そ
れ
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
静
か
に

吸
っ
て
全
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
散
ら

す
よ
う
に
吐
く
方
法
は
頭
を
よ
く
す

る
。
い
わ
ゆ
る
量
卜
丹
田
に
力
を
た

め
て
静
か
に
吐
く
方
法
は
異
常
能
力

が
で
る
。

そ
れ
か
ら
二
年
間
、
彼
は
ひ
た
す

ら
そ
の
呼
吸
法
を
や
っ
た
。
そ
う
し

た
ら
途
端
に
若
返
っ
て
、
八
十
い
く

つ
ま
で
生
き
た
ん
で
す
。
当
時
と
し

て
は
長
生
き
で
す
。
そ
の
自
隠
が
書

い
た

『夜
船
閑
話
』
と

口
込
羅
天
釜
』

と
い
う
本
を
み
ん
な
み
て
る
わ
け
で

す
。自

隠
と
い
う
人
は
い
つ
の
時
代
の

人
か
と
い
う
と
、　
三
ハ
八
五
年
に
富

士
の
裾
野
で
生
ま
れ
て
一
七
六
八
年

に
死
ん
で
い
る
。
大
体
同
じ
時
期
に

貝
原
益
軒
が
健
康
法
の
本
を
出
し
て

ま
す
。
彼
は

一
六
三
〇
年
か
ら

一
七

一
四
年
、
だ
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
益
軒

も
若
い
頃
は
病
弱
で
呼
吸
法
を
や
っ

て
い
ま
す
。

私
も
昔
は
男
の
冷
え
性
で
、
手
足

が
い
つ
も
冷
た
か
っ
た
。
そ
し
て
顔

は
赤
面
恐
怖
症
。
当
時
私
は
小
学
校

を
出
て
、
芝
神
明
の
芝
園
館
の
前
の

床
屋
の
小
僧
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、

寝
る
と
こ
ろ
が
ひ
ど
く
て
天
丼
に
板

が
は
っ
て
あ
る
だ
け
。
そ
れ
で
な
く

て
も
冷
え
性
な
の
に
、
冬
は
寒
く
て

寝
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
た
ま

た
ま
吉
本
屋
に
入
っ
た
ら
白
隠
の
本

が
手
に
入
っ
た
。
三
年
の
修
行
で
怪

人
の
よ
う
に
な
る
と
。

私
は
両
方
や
っ
た
ん
で
す
。
お
な

か
に
力
を
入
れ
な
い
正
座
の
方
が
重

点
的
で
し
た
。
こ
の
頭
の
良
く
な
る

方
で
自
隠
が
悟
り
を
開
い
た
の
が
二

十
四
歳
の
時
、
と
の
と
き
に
座
禅
に

何
か
間
違
い
が
あ
る
と
気
づ
い
た
。

霊
肉
は

一
如
な
ん
だ
か
ら
悟
っ
た
ら

実
行
で
き
る
の
が
本
物
な
ん
だ
け
ど
、

禅
の
坊
さ
ん
は
悟
っ
て
も
結
核
に
な

っ
て
実
行
で
き
な
い
と
い
う
の
は
ど

こ
か
に
間
違
い
が
あ
る
と
。
そ
し
て

彼
は
腹
式
呼
吸
を
や
っ
て
若
返
っ
た
。

貝
原
益
軒
も
結
核
で
し
た
が
、
彼
は

自
分
の
養
生
訓
の
中
に
、
八
十
二
歳

で
夜
で
も
細
か
い
字
が
ち
ゃ
ん
と
読

め
て
虫
歯
が
一
本
も
な
い
と
。
私
も

十
六
歳
か
ら
胸
の
病
気
を
や
っ
て
い

て
こ
の
連
中
よ
り
も
ひ
ど
い
で
す
。

■
呼
吸
法
と
超
人
た
ち

そ
れ
か
ら
、
こ
の
玄
米
の
世
界
に

も
肥
田
春
充
と
い
う
仙
人
が
い
た
。

こ
の
人
は
、
私
が
玄
米
を
食
べ
始
め

た
昭
和
二
十
年
代
に
は
ま
だ
生
き
て



た
。
こ
の
人
は
、
体
の
中
心
を
探
せ

ば
い
い
ん
だ
と
、
我
々
は
無
限
の
中

心
に
い
る
ん
だ
か
ら
と
。
確
か
に
無

限
の
中
心
に
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
、

ど
こ
を
向
い
て
も
果
て
が
な
い
ん
だ

か
ら
。
各
自
が
無
限
の
中
心
に
い
る

ん
だ
か
ら
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
つ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
通

過
さ
せ
ち
ゃ
う
か
ら
い
け
な
い
ん
だ

と
。
そ
れ
で
彼
は
座
禅
を
す
る
こ
と

十
年
、
体
の
中
心
を
見
つ
け
て
怪
力

無
双
の
超
人
に
な
っ
た
。

こ
の
人
は
、
戦
前
は
陸
軍
海
軍
に

も
怖
が
ら
れ
て
い
た
。
気
合
い
で
人

を
殺
し
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
。

当
時
の
食
養
会
と
い
う
の
は
天
皇

家
を
名
誉
顧
間
に
し
て
、
陸
海
軍
の

将
官
連
が
幹
部
だ
っ
た
。
そ
の
中
に

肥
田
さ
ん
も
入
っ
て
い
た
。
肥
田
さ

ん
は
警
視
庁
か
ら
、
箱
根
の
山
か
ら

東
へ
は
入
っ
て
き
て
い
け
な
い
と
罰

を
受
け
て
い
た
。
そ
ん
な
の
は
肥
田

さ
ん
を
含
め
て
二
人
だ
け
で
す
。
彼

は
そ
れ
ほ
ど
怖
が
ら
れ
て
た
ん
で
す
。

肥
田
さ
ん
は
、
独
特
の
方
法
で
腹

式
呼
吸
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
超
人
に
な
っ
た
。
厚
い
床
板
を
ド

ス
ン
と
や
る
と
足
形
だ
け
抜
け
て
い

た
り
、
み
ん
な
の
前
で
五
寸
角
の
柱

を
折
っ
た
り
、
そ
し
て
未
来
も
予
知

で
き
た
。
そ
れ
か
ら
私
も
見
て
た
ん

だ
け
ど
、
計
算
が
も
の
す
ご
く
速
い

ん
で
す
。
伊
東
市
役
所
の
連
中
と
計

算
の
競
争
を
し
た
ん
だ
け
ど
、
相
手

が
計
算
機
で
十
桁
く
ら
い
の
計
算
を

や
っ
て
る
う
ち
に
彼
は
サ
ッ
と
答
え

ち
ゃ
う
。
透
視
は
三
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
離
れ
た
と
こ
ろ
で
辞
書
を
開
か
せ

て
、
そ
れ
を
ス
ラ
ス
ラ
読
ん
じ
ゃ
う
。

彼
は
未
来
が
見
え
る
か
ら
、
日
本

の
国
を
よ
く
す
る
に
は
新
興
宗
教
を

潰
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
新
興

宗
教
の
信
者
は
み
ん
な
奴
隷
だ
と
。

自
分
の
頭
よ
り
教
祖
の
頭
が
い
い
と

い
う
ん
で
教
祖
の
言
う
と
お
り
に
動

い
ち
ゃ
ワヽ
。

そ
れ
で

「二
五
教
」
を
攻
撃
し
た

わ
け
。
終
戦
直
後
に
、
沼
津
駅
前
に

イ
ン
チ
キ
宗
教
の
お
城
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
結
局
教
団
側
が
肥
田
さ
ん
を

訴
え
た
ん
だ
け
ど
、
た
い
へ
ん
で
す
。

肥
田
さ
ん
が
裁
判
所
で
エ
イ
ッ
と
気

合
い
を
掛
け
た
ら
、
教
祖
と
判
事
が

気
を
失
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ち
や
ん
と
手

記
録
に
残
っ
て
ま
す
。

江
間
さ
ん
な
ん
か
は
、
時
の
総
理

大
臣
も
み
ん
な
怖
が
っ
て
い
た
。
明

治
時
代
は
維
新
に
働
い
た
長
州
族
が

天
下
を
取
っ
た
わ
け
で
す
。
江
間
さ

ん
は
腹
式
呼
吸
を
や
る
と
同
時
に
頭

を
よ
く
す
る
正
座
の
方
も
や
っ
た
の

で
、
二
十
二
歳
で
大
学
を
二
つ
も
出

ち
や
っ
た
。
そ
れ
で
弁
護
士
の
資
格

を
取
っ
て
ま
も
な
く
東
京
弁
護
士
会

の
会
長
に
な
り
、
区
会
議
員
、
代
議

士
と
な
っ
た
け
ど
、
彼
は
長
州
族
を

滅
ぽ
し
た
い
か
ら
い
つ
も
政
府
と
戦

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
二
回

牢
屋
へ
入
れ
ら
れ
た
。

鬼
江
間
と
怖
が
ら
れ
た
江
間
さ
ん

も
、
晩
年
に
は
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て

「法
律
を
変
え
て
も
だ
め
だ
。
い
か
に

い
い
制
度
で
も
人
間
が
悪
か
っ
た
ら

み
ん
な
破
っ
て
し
ま
う
。
正
座
を
す

れ
ば
い
い
答
え
が
で
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
断
行
し
な
け
れ
ば
禅
の
坊
さ

ん
な
ん
て
役
に
立
た
な
い
」
と
。
断

行
力
を
出
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
と
い
っ
た
ら
、
腹
式
呼
吸
き

り
し
か
な
い
で
す
。

■
気
の
流
れ
ｏ水
の
流
れ

ふ
つ
う
女
性
は
呼
吸
が
浅
く
て
、

肩
の
所
で
し
て
い
ま
す
。
男
性
は
胸

の
真
ん
中
へ
ん
で
し
て
ま
す
。
そ
れ

を
も
っ
と
深
い
丹
田
ま
で
入
れ
ろ
と

い
う
の
は
、
腹
式
呼
吸
で
み
ん
な
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
中
で
肥
田
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
て
、
丹
田
に
息
を
持
っ
て
く
る

と
同
時
に
縮
め
る
ん
で
す
。
こ
っ
ち

の
方
が
空
気
を
圧
縮
し
て
る
ん
だ
か

ら
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
腹
式
呼
吸
の
異
常
能
力
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
西
野
舞
踊

の
西
野
さ
ん
。
柔
道
の
強
い
若
者

一

〇
人
位
を
気
合
い
で
は
じ
き
飛
ば
し

ち
や
う
。
そ
の
西
野
さ
ん
は
、
足
の

先
か
ら
逆
さ
に
息
を
吸
え
と
。
本
当

は
入
ら
な
い
け
ど
そ
う
い
う
気
持
ち

で
や
れ
と
。

同
じ
息
を
吸
っ
て
出
す
と
い
っ
て

も
、
み
ん
な
違
う
ん
で
す
。
鼻
か
ら

吸
っ
て
日
か
ら
出
す
の
は
禅
寺
の
ほ

う
、
日
か
ら
す
っ
て
鼻
か
ら
出
す
の

は
仙
道
。
江
間
さ
ん
は
仙
道
式
。
ョ

ガ
は
正
座
の
方
だ
か
ら
頭
の
方
が
よ

く
な
る
。
同
じ
ヨ
ガ
で
も
体
操
ョ
ガ

は
違
い
ま
す
。

腕
力
が
一
番
強
か
っ
た
の
は
肥
田

さ
ん
。
肥
田
さ
ん
は
末
端
を
締
め
付

け
た
わ
け
。
筋
肉
の
所
の
血
の
流
れ

が
強
く
な
る
わ
け
で
す
。
彼
は
本
に

「指
先
が
火
で
燃
え
る
さ
り
に
な
る
」

と
書
い
て
い
る
。
極
陽
性
で
す
。

僕
も
食
べ
物
で
や
り
ま
し
た
。
熱

と
は
何
か
と
言
え
ば
、
酸
化
現
象
で

す
。
糖
分
と
い
う
の
は
カ
ロ
リ
ー
が

あ
っ
て
、
カ
ロ
リ
ー
と
は
熱
で
す
。

妻
に
水
切
り
を
さ
せ
て
お
い
て
ス
イ

カ
を

一
切
れ
や
っ
た
ら
、
熱
い
熱
い

と
大
変
で
し
た
。
ど
こ
を
触
っ
て
も

や
け
ど
を
す
る
よ
う
だ
と
。

じ
や
あ
、
こ
の
気
と
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
は
何
か
。
我
々
は
生
命
モ
不

ル
ギ
ー
と
い
う
け
ど
も
、
そ
の
循
環

を
よ
く
し
た
の
は
東
洋
医
学
で
す
。

体
内
を
気
が
循
環
し
て
い
て
、
そ
の

気
が
集
ま
り
す
ぎ
た
ら
陽
性
の
病
気
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
が
陰
性
の
病
気
で

す
。
で
も
血
液
を
な
く
し
て
気
だ
け

で
生
き
て
い
け
る
か
と
い
う
問
題
で

す
。十

年
前
に
盲
日
で
初
め
て
医
学
博

士
に
な
っ
た
人
が
い
る
。
彼
は
鍼
灸

の
研
究
を
や
っ
た
ん
で
す
。
十
年
の

間
膨
大
な
資
料
を
た
め
て
、
気
で
体

が
よ
く
な
っ
た
と
い
う
と
き
、
生
理

的
に
血
の
循
環
が
よ
く
な
っ
た
と
。

血
の
流
れ
の
中
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
混
じ
っ
て
る
と
。

そ
こ
で
生
理
学
と
ぶ
つ
か
る
ん
で

す
。
気
の
流
れ
と
い
う
の
は
血
の
流

れ
と
は
全
然
違
う
ん
で
す
。
私
は
、

気
と
い
う
の
は
水
の
流
れ
だ
と
。
「人

体
の
小
宇
宙
」
の
よ
う
な
番
組
を
見

て
い
る
と
、
確
か
に
血
管
の
中
に
血

が
流
れ
て
い
る
の
は
わ
か
る
ん
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
肉
の
部
分
に
水
が
さ

ら
さ
ら
流
れ
て
い
る
。
腸
造
血
の
千

島
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
結
構
血
管
か
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ら
赤
血
球
が
こ
ぼ
れ
て
そ
の
水
の
中

へ
混
じ
っ
て
る
。
そ
の
水
の
流
れ
の

方
が
気
で
す
。
当
然
血
液
の
中
の
水

に
も
影
響
し
ま
す
。

■
腹
式
呼
吸
と
正
食

私
は
昭
和
二
十
二
年
か
ら
玄
米
を

食
べ
て
い
る
け
ど
、
二
木
さ
ん
は
二

木
会
と
い
う
玄
米
の
会
を
開
い
て
い

た
。
当
時
玄
米
は
、
二
木
会
の
方
が

大
勢
集
ま
っ
た
ん
で
す
。
二
木
さ
ん

は
若
い
頃
、
江
間
式
の
腹
式
呼
吸
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
。

二
木
さ
ん
の
方
が
長
生
き
し
て
る

ん
で
す
。
二
木
さ
ん
は
九
十
四
歳
、

桜
沢
先
生
は
七
十
四
歳
だ
か
ら
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
江
間
さ
ん

も
肥
田
さ
ん
も
長
生
き
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
な
ぜ
か
。
自
隠
の
時
代
は
玄

米
だ
っ
た
ん
で
す
。
利
口
な
二
木
さ

ん
は
、
玄
米
を
食
べ
な
が
ら
腹
式
呼

吸
を
や
っ
て
九
十
四
歳
ま
で
生
き
た

ん
で
す
。
江
間
さ
ん
は
と
い
う
と
、

六
十
代
ま
で
は
す
ご
い
勢
い
だ
っ
た

の
に
そ
こ
か
ら
が
つ
く
り
い
っ
て
る

ん
で
す
。

結
局
、
徳
川
時
代
に
玄
米
を
食
べ

な
が
ら
や
つ
た
人
は
八
十
い
く
つ
ま

で
生
き
て
い
る
。
現
代
の
人
で
は
肥

田
さ
ん
は
玄
米
だ
っ
た
け
れ
ど
も
七

十
四
歳
、
し
か
も
得
体
の
知
れ
な
い

病
気
で
水
が
一
滴
も
飲
め
な
く
な
っ

て
三
十
日
の
水
切
り
断
食
。
江
間
さ

ん
は
自
米
で
七
十
八
歳
。

私
は
、
し
っ
か
り
し
た
正
食
で
こ

れ
を
や
っ
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

桜
沢
先
生
に

一
番
最
初
に
書
い
た
の

も
こ
れ
な
ん
で
す
。
桜
沢
先
生
は
、

ジ
ャ
コ
を
入
れ
て
い
た
か
ら
そ
ん
な

に
陽
性
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。

ジ
ャ
コ
入
れ
な
が
ら
こ
れ
を
や
っ
た

ら
暴
力
を
振
る
っ
ち
や
う
。

■
無
我
の
境
地
―
副
腎
の
奇
跡

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
運
中
の
判

断
力
は
そ
ん
な
に
高
く
な
か
っ
た
。

下
か
ら
二
番
目
の
感
覚
が
鋭
か
っ
た

だ
け
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
に
感
情
が

あ
り
、
知
性
が
あ
る
。
こ
の
連
中
も

あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
知
性
に
い
っ
て

る
ん
だ
け
ど
、
体
が
お
っ
つ
か
な
か

っ
た
。
ホ
ン
ト
の
知
性
ま
で
行
っ
て

い
る
の
な
ら
身
体
も
良
く
な
っ
て
い

る
わ
け
。
彼
ら
は
、
腹
式
呼
吸
で
身

体
を
い
か
に
陽
性
に
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
や
っ
た
わ
け
。

考
え
て
み
た
ら
、
呼
吸
を
深
く
す

る
か
ら
酸
素
は
下
ま
で
行
く
わ
け
で

す
。
仙
人
は
さ
ら
に
足
ま
で
持
っ
て

い
く
。
そ
う
す
る
と
肺
に
は
さ
れ
い

な
空
気
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
肺
の

血
液
の
汚
れ
は
さ
れ
い
に
な
る
。
普

通
の
人
は
半
分
く
ら
い
し
か
さ
れ
い

に
し
て
い
な
い
。

腹
式
呼
吸
で
腹
ま
で
入
れ
て
副
腎

に
さ
れ
い
な
血
が
行
く
と
、
副
腎
が

猛
烈
に
動
き
出
し
て
奇
跡
が
起
き
る
。

ほ
と
ん
ど
の
病
気
が
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
自
律
神
経
の
失
調
な
ん
で
す
が
、

副
腎
が
猛
烈
に
動
き
出
す
と
カ
レ
ル

が
言
っ
た
よ
う
に
病
気
が
一
分
間
で

治
る
ん
で
す
。

カ
レ
ル
が
若
い
頃
、
結
核
病
院
に

勤
め
て
い
た
と
き
に
、
あ
る
重
症
の

患
者
が
ル
ル
ド
の
泉
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
と
頼
ん
で
き
た
。
ル
ル
ド
と

は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
国
境

近
く
の
山
中
に
あ
る
湧
き
水
で
す
。

医
者
た
ち
は
道
中
も
た
な
い
ん
じ
や

な
い
か
と
思
う
ほ
ど
患
者
は
弱
っ
て

い
た
け
ど
、
泉
に
つ
い
て
水
を
身
体

に
パ
ッ
と
か
け
た
瞬
間
に
、
顔
に
血

の
気
ど
戻
っ
て
私
の
病
気
は
治
り
ま

し
た
と
言
っ
た
。
患
者
は
病
院
に
戻

っ
て
短
日
の
う
ち
に
退
院
し
ち
や
っ

た
。こ

れ
は
、
無
我
の
境
地
に
入
っ
て

い
た
と
思
う
ん
で
す
。
逆
に
そ
こ
ま

で
病
状
が
ひ
ど
く
な
い
と
、
ど
う
し

て
も
病
気
と
い
う
の
が
頭
か
ら
離
れ

な
い
。
現
代
医
学
で
も
ど
う
し
よ
う

も
な
く
、
そ
こ
へ
行
っ
て
無
我
に
な

っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
治

り
た
い
な
ん
て
欲
望
を
持
っ
た
ら
だ

め
な
ん
で
す
。
無
我
と
い
う
の
は
難

し
い
ん
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
冷

た
い
水
を
持
っ
た
と
き
に
生
理
的
な

緊
張
も
き
て
る
わ
け
で
す
。
い
き
な

り
緊
張
が
く
る
と
、
今
ま
で
休
ん
で

た
副
交
感
神
経
が
動
き
出
す
。
そ
う

し
た
ら
、
も
２ヽ
雪
ス
は
治
る
ん
で
す
。

呼
吸
法
で
も
そ
れ
を
や
る
わ
け
で

す
。
丹
田
ま
で
空
気
を
入
れ
れ
ば
、

そ
こ
の
血
が
き
れ
い
に
な
る
わ
け
で

す
。私

は
、
ス
ト
レ
ス
学
説
を
唱
え
た

連
中
は
偉
い
と
思
う
ん
で
す
。
今
か

ら
百
年
前
、
病
気
の
原
因
は
パ
イ
菌

だ
と
バ
イ
菌
の
発
見
者
に
ノ
ー
ベ
ル

賞
が
与
え
ら
れ
、
次
に
バ
イ
菌
を
殺

す
薬
の
発
見
者
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
与

え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
セ
リ
エ
と
い
う
カ
ナ

ダ
の
医
者
が
大
変
な
こ
と
を
発
表
し

た
。
交
通
事
故
か
何
か
で
お
な
か
が

え
ぐ
れ
た
ト
ム
と
い
う
少
年
が
入
院

し
て
き
た
。
そ
の
子
が
ニ
コ
ニ
コ
笑

っ
て
い
る
と
き
に
お
な
か
を
の
ぞ
く

と
胃
潰
瘍
が
治
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
に
の
ぞ
く

と
潰
瘍
が
始
ま
っ
て
る
。
じ
ゃ
あ
、

病
気
と
い
う
の
は
心
が
演
じ
て
い
る

の
か
と
考
え
た
。

そ
れ
か
ら
お
な
か
に
穴
の
あ
い
た

患
者
を
集
め
て
実
験
に
入
っ
た
。
食

事
の
時
間
に
嫌
い
な
物
を
持
っ
て
い

く
と
胃
潰
瘍
が
始
ま
っ
て
る
。
好
き

な
音
楽
で
も
か
け
て
好
み
の
物
を
食

べ
さ
せ
る
と
潰
瘍
が
治
っ
て
る
。
じ

ゃ
あ
病
気
の
原
因
は
な
ん
だ
と
。

胃
潰
瘍
の
時
に
自
律
神
経
を
見
た

ら
、
陰
性
な
交
感
神
経
だ
け
が
動
い

て
る
。
陽
性
な
副
交
感
は
動
い
て
な

い
わ
け
で
す
。

我
々
の
身
体
の
動
く
と
こ
ろ
は
ど

こ
で
も
自
律
神
経
が
き
て
る
わ
け
で

す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ー
ニ
エ
が
腸

の
中
の
交
感
神
経
を
傷
つ
け
た
ら
も

う
疫
痢
が
始
ま
っ
て
る
。
疫
痢
菌
が

原
因
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
自
律

神
経
の
う
ち
の
陰
性
な
交
感
神
経
が

興
奮
状
態
の
時
が
病
気
だ
と
。
肺
の

所
の
交
感
神
経
を
傷
つ
け
た
ら
結
核

に
な
っ
て
る
。
結
核
の
原
因
は
結
核

菌
だ
な
ん
て
追
い
か
け
回
し
て
、
抗

生
物
質
を
作
っ
て
こ
れ
で
世
の
中
に

は
伝
染
病
は
な
い
な
ん
て
喜
ん
で
た

ら
と
ん
で
も
な
い
。
今
や
結
核
菌
が

薬
よ
り
も
強
く
な
っ
ち
や
っ
て
、
院

内
感
染
で
大
変
な
状
態
で
す
。
今
ま

で
薬
で
や
っ
つ
け
た
バ
イ
菌
が
、
み

ん
な
薬
よ
り
も
強
く
な
っ
て
復
讐
に
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き
て
る
わ
け
で
す
。
特
に
暴
れ
回
っ

て
い
る
の
が
黄
色
ア
ド
ウ
状
球
菌
、

そ
れ
か
ら
結
核
菌
。
お
そ
ら
く
チ
フ

ス
菌
も
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
ま
で
ス
ト
レ
ス
学
説
を
発
表

し
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が
た
い
ん
だ

け
ど
、
だ
っ
た
ら
副
交
感
を
動
か
す

ホ
ル
モ
ン
は
副
腎
で
作
っ
て
る
わ
け

だ
か
ら
、
こ
の
副
腎
へ
さ
れ
い
な
血

を
送
っ
て
副
腎
か
ら
ホ
ル
モ
ン
を
出

さ
せ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
悲
し
い

か
な
、
科
学
者
は
人
工
的
に
化
学
薬

品
を
作
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド

で
す
。
我
々
の
身
体
で
作
っ
た
ホ
ル

モ
ン
と
い
う
の
は
み
ん
な
生
き
て
い

る
。
有
機
的
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

工
業
薬
品
で
元
素
を
分
子
の
形
で
集

め
た
っ
て
言
う
の
は
死
ん
で
い
る
ん

で
す
。
現
代
医
学
や
現
代
栄
養
学
は
、

そ
の
死
ん
で
い
る
と
か
生
き
て
い
る

と
い
う
の
は
解
ら
な
い
か
ら
な
い
物

と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
ス
テ

ロ
イ
ド
の
副
作
用
の
お
か
げ
で
、
倒

れ
た
人
が
大
勢
い
る
ん
で
す
。
そ
の

点
玄
米
で
き
ち
ん
と
や
れ
ば
、
副
腎

そ
の
も
の
が
甦
っ
て
く
る
。

桜
沢
先
生
が
、
初
め
胃
潰
瘍
を
十

日
で
治
せ
と
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
次

は
一
日
で
治
せ
と
、
最
後
は
一
分
で

治
せ
と
。
そ
の
と
き
気
が
つ
い
た
。

こ
れ
は
無
我
の
境
地
で
緊
張
さ
せ
れ

ば
い
い
ん
だ
と
。
宇
宙
法
則
で
副
腎

の
皮
質
か
ら
は
陽
性
な
コ
ル
チ
ゾ
ン
、

真
ん
中
の
髄
質
か
ら
は
陰
性
な
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
が
で
て
る
。
腹
式
呼
吸
を

や
る
と
、
副
腎
あ
た
り
の
血
が
さ
れ

い
に
な
っ
て
治
る
わ
け
で
す
。

■
妄
想
に
注
意

江
間
さ
ん
は
、
朝
は
こ
れ
か
ら
動

く
ん
だ
か
ら
と
腹
式
を
や
り
、
夜
は

寝
る
ん
だ
か
ら
と
正
座
の
呼
吸
法
を

や
っ
た
。
私
は
、
難
し
い
ク
ラ
ッ
ク

ス
な
ん
か
を
解
く
と
き
に
は
正
座
を

や
り
、
外
に
で
て
元
気
な
と
こ
ろ
を

見
せ
る
時
に
は
腹
式
を
や
る
。

た
だ
、
静
か
に
息
を
吸
っ
て
息
を

出
す
と
い
う
正
座
の
呼
吸
法
は
非
常

に
怖
い
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
こ

れ
を
や
る
と
妄
想
が
起
き
る
ん
で
す
。

こ
れ
を
怖
が
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
で
、

禅
寺
で
発
狂
し
ち
ゃ
う
人
が
多
い
ん

で
す
。
い
ろ
ん
な
宗
教
の
道
場
で
も

起
き
て
い
ま
す
。

真
光
の
会
員
の
高
校
生
が
、
女
子

大
で
他
の
連
中
に
霊
を
出
さ
せ
ち
や

っ
た
。
と
こ
ろ
が
止
め
方
を
知
ら
な

か
っ
た
か
ら
、
霊
が
出
た
の
は
全
員

精
神
病
院
行
き
で
す
。

■
本
当
の
人
間
づ
く
り

私
が
こ
れ
を
や
る
と
き
は
、
い
つ

も
飯
塚
君
と
い
う
の
が
い
た
ん
で
す
。

彼
に
野
球
の
パ
ッ
ト
を
預
け
て
、
私

が
発
狂
状
態
に
な
っ
た
ら
死
な
な
い

程
度
に
叩
け
と
。
そ
れ
で
、
三
カ
月

の
間
に
妄
想
が
だ
ん
だ
ん
消
え
て
行

く
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
今
度
は
、
真
っ
暗
闇

の
中
に
金
色
の
光
が
出
て
く
る
。
金

色
の
光
を
二
、
三
日
体
験
し
た
後
、

今
度
は
身
体
が
フ
ワ
ッ
と
上
が
っ
て

く
る
。
初
め
は
天
丼
面
の
方
し
か
見

え
な
い
け
ど
、
訓
練
す
る
と

一
カ
月

く
ら
い
で
下
の
方
が
見
え
る
よ
う
に

な
る
。
す
る
と
自
分
が
座
っ
て
い
る

の
が
見
え
る
ん
で
す
。
そ
の
時
、
「下

に
い
る
の
が
俺
で
、
じ
ゃ
あ
こ
の
上

か
ら
見
て
る
の
は
な
ん
だ
」
と
考
え

た
。
「幽
体
だ
っ
た
ら
重
さ
は
な
い
か

ら
、
こ
の
壁
は
破
れ
る
な
」
と
、
あ

る
日
突
っ
込
ん
で
み
た
ら
壁
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
突
き
抜
け
た
。

そ
れ
か
ら
訓
練
し
て
、
半
年
後
に
は

三
千
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
自
由
自
在
に

動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
範
囲

に
二
人
友
達
が
い
て
、
彼
ら
が
な
に

を
し
て
い
る
か
観
察
し
て
話
し
て
み

た
ら
、
ク
ラ
ス
中
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

大
森
教
を
作
ろ
う
と
。
そ
の
時
の
試

験
で
平
均
九
十
八
点
取
っ
た
ん
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
時
私
も
気
づ
い
た

ん
で
す
。
極
度
に
緊
張
し
て
青
白
い

顔
に
な
っ
て
い
る
、
こ
ん
な
真
似
を

し
て
い
て
い
い
の
か
と
、
若
い
青
年

が
、
明
る
い
太
陽
の
下
で
明
る
い
人

生
を
送
ら
な
か
っ
た
ら
本
物
じ
ゃ
な

い
。こ

の
正
座
の
術
、
鎮
魂
の
術
を
や

っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
四
年
後
で
す
。

四
年
後
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
ろ
に

な
る
と
結
婚
適
齢
期
で
親
で
も
誰
で

も
う
る
さ
い
ん
で
す
。
私
は
欲
張
り

だ
か
ら
、　
一
回
切
り
の
人
生
で
、
す

る
な
ら
世
界

一
の
恋
愛
を
し
よ
う
と

思
っ
た
。

た
だ
、
こ
ち
ら
が
陽
性
の
時
は
陰

性
の
女
性
が
、
陰
性
の
時
は
陽
性
の

女
性
が
よ
く
見
え
る
。
そ
れ
で
最
高

の
女
性
と
は
な
ん
だ
と
。
最
後
に
鎮

魂
の
術
で
神
様
に
聞
い
た
ら
、
「何
月

何
日
ど
こ
に
現
れ
る
」、
そ
の
お
告
げ

が
こ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
日
本
全

国
を
回
っ
た
け
ど
見
つ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
世
界
で
最
高
の
女
性
を

見
つ
け
る
と
言
っ
た
ら
、
こ
ち
ら
も

世
界
で
最
高
の
男
に
な
ら
な
く
ち
や

い
け
な
い
。
こ
っ
ち
は
二
十
代
で
歯

も
全
部
な
く
な
っ
て
、
大
し
た
こ
と

も
で
き
な
い
建
築
屋
で
す
。
世
界
で

最
高
の
女
性
と
言
っ
た
ら
日
本
だ
け

じ
や
な
い
か
ら
ね
、
そ
ん
な
世
界

一

の
女
性
を
見
つ
け
る
の
は
無
理
だ
と
。

桜
沢
先
生
は
、
玄
米
に
よ
っ
て
性

格
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
玄

米
で
よ
く
す
る
の
に
一
生
か
か
る
の

が
本
当
の
愛
だ
と
い
っ
た
。
そ
こ
で

女
房
の
顔
が
パ
ッ
と
浮
か
ん
だ

（笑
）。

玄
米
が
目
的
で
く
っ
つ
い
た
の
は

絶
対
に
離
婚
し
な
い
。
そ
れ
が
お
金

が
目
的
だ
と
、
お
金
が
で
き
た
途
端

に
離
婚
し
ち
ゃ
う
。

だ
か
ら
、
今
の
男
性
は
気
の
毒
な

ん
で
す
。
日
本
人
の
五
十
歳
前
後
の

人
の
手
相
を
見
る
と
、
そ
こ
ま
で
は

お
金
を
稼
ぐ
と
い
う
の
が
出
て
る
。

定
年
で
辞
め
る
頃
に
な
る
と
消
え
ち

ゃ
っ
て
る
ん
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、

奥
さ
ん
の
手
の
方
に
は
全
部
五
十
五

歳
か
ら
太
陽
線
が
出
て
る
。
要
す
る

に
男
の
方
は
、
稼
げ
な
く
な
っ
た
瞬

間
に
家
の
中
で
ゴ
ミ
扱
い
さ
れ
る
。

そ
れ
も
、
玄
米
な
ら
あ
る
程
度
は
変

え
る
事
が
出
き
る
け
れ
ど
も
。

気
の
弱
い
人
は
、　
一
回
腹
式
呼
吸

を
や
っ
た
方
が
い
い
。
こ
れ
、
三
年

や
っ
た
ら
怪
物
に
な
り
ま
す
。
本
当

に
正
し
い
玄
米
で
腹
式
や
っ
た
ら
、

本
当
に
す
ば
ら
し
い
人
間
が
で
き
る
。ク

「
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■
人
口
問
題

桜
沢
　
ア
メ
リ
カ
人
は
金
だ
、
金
だ

と
言
っ
て
お
金
貯
め
て
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
結
果
、
住
ま
い
が
ど
ん
ど
ん
高

く
な
っ
て
五
〇
階
、
六
〇
階
と
陰
性

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど
う
し
て
も

し
ま
い
に
は
陰
性
に
な
ら
ぎ
る
を
得

な
い
。
そ
の
証
拠
に
今
、
ア
メ
リ
カ

で
は
十

一
秒
に
一
人
人
間
が
生
ま
れ

て
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
以
外
だ
と

一
秒

に
一
人
生
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ

れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
今
年
の
統

計
で
は
二
十
八
億
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
今
後
四
十
年
間
で
は
四
十
億

に
な
る
そ
う

で
す
。
Ｂ
ｏ
諄
ま
り

，
「
】８
】ｏ日
と
い
つ
て
ま
す
ね
。
今
度

の
タ
イ
ム
誌
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

世
界
は
破
裂
す
る
と
言
っ
て
ま
す
よ
。

こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
で

す
ね
。
だ
か
ら
今
後
は
未
開
国
、
後

進
国
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
金
を
や

る
な
ん
て
こ
と
は
や
め
た
ら
い
い
。

そ
う
し
な
い
と
未
開
国
で
ど
ん
ど
ん

人
口
が
増
え
ま
す
。

■
妊
娠

桜
沢
　
人
間
と
い
う
の
は
、
妊
娠
し

た
日
、
い
ち
ば
ん
始
め
の
日
に
は
針

の
頭
の
百
万
分
の
一
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
す
。
た
い
へ
ん
小
さ
な
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
三
百
八
十
日

の
間
に
二
十
億
倍
、
す
ご
い
も
ん
で

す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
膨
れ
る
ん

で
す
か
。
中
に
心
臓
も
あ
れ
ば
胃
袋

も
あ
れ
ば
腸
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

お
母
さ
ん
の
食
べ
た
も
の
で
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
る
ん
で
す
ね
。
妊
娠
し

た
時
の
目
方
は
百
万
分
の
一
グ
ラ
ム

で
す
。
と
こ
ろ
が
生
ま
れ
た
時
に
は

三
キ
ロ
、
こ
れ
は
二
十
億
倍
に
な
り

ま
す
。

宿
っ
た
瞬
間
は
水
の
分
子
、
空
気

の
分
子
よ
り
も
小
さ
い
も
ん
で
す
。

そ
れ
を
仮
り
に
、
あ
な
た
の
命
の
第

一
歩
な
ん
で
す
か
ら

一
円
と
し
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
る
と
生
ま
れ
た
時
に

は
三
十
億
円
の
値
打
ち
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
親
の
思
い
は
山

よ
り
高
い
と
い
う
ん
で
す
よ
。
い
く

ら
お
金
積
ま
れ
て
も
命
だ
け
は
や
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
ね
、
お
金
は
こ
の

世
の
中
で
十
年
た
っ
た
ら
倍
に
な
る

ん
で
す
。
二
十
年
た
っ
た
ら
ま
た
そ

の
倍
で
四
倍
で
す
。
だ
か
ら
私
な
ん

か
六
十
、
七
十
に
な
る
と
何
百
億
円

に
な
る
か
計
算
で
き
な
い
ぐ
ら
い
に

な
る
ん
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
死
ん
で
も

よ
さ
そ
う
な
も
ん
だ
け
ど
な
か
な
か

死
な
な
い
。
そ
れ
だ
け
借
金
が
増
え

て
る
ん
で
す
よ
。
神
様
に
対
し
て
そ

れ
を
償
わ
な
い
か
ぎ
り
死
ね
な
い
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
を
忘
れ
て
、
自
分
の

腹
だ
の
、
日
だ
の
、
目
を
満
た
す
た

め
だ
け
に
、
快
楽
に
走
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
は
悪
く
な
っ
て
あ

た
り
ま
え
で
す
。
と
に
か
く
生
ま
れ

て
く
る
と
三
十
億
倍
に
な
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
人
間
は

生
ま
れ
て
二
十
歳
に
な
る
ま
で
二
十

倍
に
大
き
く
な
る
ん
で
す
。
あ
ま
り

に
話
が
大
き
い
ん
で
み
な
さ
ん
び
っ

く
り
な
さ
る
か
も
し
れ
な
い
。

■
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
？

桜
沢
　

，Ｖ
」
で
ひ
と
つ
重
大
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
あ
な
た
、

い
ま
か
ら
八
十
年
前
ど
こ
に
い
ま
し

た
？
・

―
―
―
分
か
り
ま
せ
ん

桜
沢
　
人
生
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ

へ
行
く
の
か
知
ら
な
け
れ
ば
生
き
て

い
る
価
値
は
な
い
で
す
。
東
京
へ
行

く
の
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
行
く
の
か

分
か
ら
な
い
の
で
は
ね
。
そ
れ
で
は

問
題
を
こ
う
限
定
し
ま
し
ょ
う
。
あ

な
た
の
肉
体
は
今
か
ら
六
十
年
前
、

七
十
年
前
、　
つ
ま
り
生
ま
れ
る

一
年

前
は
ど
こ
に
い
た
の
か
。
お
母
さ
ん

の
中
？
　
お
母
さ
ん
の
中
は
九
カ
月

で
す
か
ら
そ
の
前
で
す
。
ま
さ
か
あ

な
た
い
な
か
っ
た
と
は
思
わ
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
あ
な
た
と
い
う
存
在
が

昔
か
ら
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
で
し

、ｒ一ヽ
一■′。

あ
な
た
が
た
は
ま
だ
本
当
の
仏
教

を
ご
存
じ
な
い
。
こ
れ
が
分
か
る
と

お
も
し
ろ
く
な
る
。
あ
な
た
が
た
今

日
こ
こ
へ
来
た
の
は
、
あ
な
た
が
た

の
意
志
で
来
た
で
し
ょ
。
来
て
み
よ

う
と
思
っ
て
来
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た

は
、
こ
の
世
に
い
っ
て
み
よ
う
と
思



/

っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
勝
手
に
湧
い

て
出
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
業
と
い
う
実

相
は
分
か
ら
な
い
。
カ
ル
マ
と
い
う

実
相
は
分
か
ら
な
い
。
す
べ
て
は
意

志
の
ま
ま
に
な
る
ん
で
す
。
自
分
は

知
り
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か

・一一
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ミ
あ
ざ
き
ば
ヽ
こ

Ｂ
ヽ
３
ミ
゛
ヽ
≧
ざ
ミ
ヽ

ら
ね
。
死
ぬ
と
い
う
こ
と
も
自
分
の

意
志
な
ん
で
す
。
ど
ん
な
人
で
も
死

ぬ
こ
と
は
意
志
な
ん
で
す
。
は
あ
、

も
う
疲
れ
た
か
ら
こ
の
へ
ん
で
や
め

よ
う
と
か
、
も
う
痛
い
か
ら
こ
れ
以

上
病
気
に
な
る
の
は
や
め
よ
う
と
か
、

そ
う
や
っ
て
諦
め
る
、
そ
れ
が
死
な

ん
で
す
。
人
間
て
も
の
は
、
も
う
死

ぬ
必
要
の
な
い
も
の
な
ん
で
す
。

ド
ク
ト
ル

・
ア
レ
ク
シ
ス
・
カ
レ

ル
と
い
う
人
が
そ
れ
を
は
っ
き
り
証

明
し
て
い
ま
す
。
彼
は

一
九

一
二
年

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
研
究
所
に
い
た

人
で
す
。
彼
は
実
験
で
ニ
ワ
ト
リ
に

卵
を
少
し
抱
か
せ
る
ん
で
す
。
す
る

と
い
ち
ば
ん
初
め
に
心
臓
が
で
き
て

く
る
ん
で
す
。
そ
の
心
臓
を
取
り
出

し
て
タ
ン
ク
の
中
に
入
れ
て
食
物
で

培
養
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
成
長
し

て
伸
び
て
き
ま
す
と
、
そ
の
部
分
を

切
り
取
っ
て
、
ま
た
そ
れ
を
培
養
す

る
ん
で
す
。
ま
た
そ
れ
を
く
り
返
す
。

そ
う
や
っ
て
毎
月
、
毎
年
く
り
返
し
、

く
り
返
し
続
け
た
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
そ
の
心
臓
は
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
成
長
し
続
け
る
こ
と
を
や
め
な
い

ん
で
す
。
三
十
二
年
続
け
て
も
、
ま

だ
や
め
な
い
。
ニ
ワ
ト
リ
の
寿
命
は

六
年
か
七
年
ぐ
ら
い
で
す
。
卵
の
心

臓
だ
け
取
り
出
し
た
も
の
が
三
十
二

年
し
て
も
死
な
な
い
。
こ
れ
で
人
間

の
細
胞
、
動
物
の
細
胞
と
は
死
な
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
証
明
し
た

ん
で
す
よ
。

一
人
〇
四
年
に
オ
ー
ス
テ
ル
リ
ツ

ヒ
で
大
戦
争
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
兵
隊
が
オ
ー
ス
ト
リ
ー

に
攻
め
て
い
っ
た
。
そ
の
時
に
独
の

大
将
ジ
ョ
ル
ダ
ン
将
軍
と
い
う
人
が

戦
死
し
ま
し
た
。
遺
体
は
連
れ
て
い

か
れ
、
革
命
騒
ぎ
で
行
方
不
明
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
遺
体
が
二
十
六
年

た
っ
て
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
地
下
室

か
ら
発
見
さ
れ
た
ん
で
す
。
す
る
と

ジ
ョ
ル
ダ
ン
将
軍
は
生
き
て
い
た
。

二
十
六
年
た
っ
て
も
顎
髭
が
ぐ
ん
ぐ

ん
伸
び
て
い
た
。
こ
れ
は
戦
争
で
よ

く
あ
り
ま
す
。
朝
、
髭
剃
っ
て
出
て

い
っ
て
戦
死
し
ま
す
、
そ
れ
が
二
、

三
日
す
る
と
髭
ぼ
う
ぼ
う
に
な
り
ま

す
。
人
間
の
細
胞
は
死
な
な
い
。
た

だ
人
間
全
体
と
い
う
人
間
は
死
ぬ
ん

で
す
ね
。
こ
れ
が
分
か
ら
な
い
で
今
、

ア
メ
リ
カ
で
は
百
五
十
の
生
物
学
の

研
究
所
で
総
動
員
し
て
こ
れ
を
探
し

て
い
る
ん
で
す
。
爪
で
も
人
間
死
ん

で
か
ら
五
カ
月
、
六
カ
月
ど
ん
ど
ん

伸
び
て
い
く
ん
で
す
よ
。
な
の
に
な

ぜ
人
間
が
死
ぬ
の
か
。
た
と
え
ば
日

本
帝
国
は
滅
び
て
も
、
あ
る
い
は
ロ

シ
ア
帝
国
が
滅
び
て
も
ロ
シ
ア
人
て

も
の
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
き
ま
す

ね
。
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
で
国
家
と
か

体
制
は
滅
び
て
も
生
命
は
死
な
な
い
。

生
命
は
不
死
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

証
明
し
た
ん
で
す
、
カ
レ
ル
と
い
う

人
が
。
し
か
し
、
不
死
と
い
う
も
の

を
自
分
で
実
現
す
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
は
分
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
わ
け
で
生
命
は
死
な
な
い

ん
で
す
よ
。
あ
な
た
六
、
七
十
年
前

に
ど
こ
に
い
ま
し
た
か
。
あ
な
た
の

肉
体
は
ど
こ
に
あ
り
ま
し
た
か
。

百
年
も
二
百
年
も
前
に
私
の

肉
体
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
の
霊

と
い
う
も
の
は
何
千
年
も
前
か
ら
あ

っ
た
。

桜
沢
　
そ
れ
は
別
と
し
て
肉
体
の
話

を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
方
が
分
か
り

や
す
い
。
ど
う
で
す
分
か
り
ま
せ
ん

か
。

―
―
―
食
べ
物
で
す
か
。

桜
沢
　
そ
う
で
す
よ
、
食
べ
物
の
中

に
い
た
ん
で
す
よ
。　
一
カ
月
前
、
十

年
前
あ
な
た
の
体
は
食
物
の
中
に
い

た
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う
ど
人
間
は
ね
、

水
と
食
物
全
部
合
め
て
五
、
六
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
で
す
ね
。
つ
ま
り
．毎

月
自
分
と
同
じ
目
方
を
食
べ
る
ん
で

す
。
そ
れ
で
一
カ
月
間
で
完
全
に
入

れ
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ち
ょ
う
ど
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
滝
が
い
つ
で
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
同
じ
滝
だ
と
思
っ
た
ら
大

間
違
い
。　
一
秒
ご
と
に
全
部
変
わ
っ

て
る
ん
だ
か
ら
。
人
間
っ
て
も
の
も

そ
ん
な
も
ん
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ

/
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の
原
理
が
分
か
っ
た
ら
ね
、
そ
の
食

物
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肉
体

を
若
が
え
ら
せ
る
こ
と
な
ん
て
な
ん

で
も
な
い
で
す
。
老
い
な
い
、
病
ま

な
い
、
死
な
な
い
、
不
老
長
生
で
す
。

こ
れ
が
東
洋
独
得
の
も
の
で
西
洋
に

な
い
ん
で
す
。
こ
れ
を
支
那
で
仙
術
、

印
度
で
は
仏
道
、
仏
に
な
る
道
。
仏

に
な
れ
ば
浄
土
す
る
ん
だ
か
ら
死
な

な
い
。
分
か
り
ま
す
か
、
人
間
の
肉

体
と
い
う
も
の
は
、
も
と
は
食
物
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
食
物
は
植
物
だ
っ

た
ん
で
す
。
ど
ん
な
美
食
家
で
肉
食

っ
て
も
魚
食
っ
て
も
、
も
と
は
植
物

だ
っ
た
ん
で
す
。
植
物
を
食
べ
な
い

牛
も
い
な
け
り
ゃ
豚
も
い
な
い
。
す

べ
て
の
食
物
は
植
物
な
ん
で
す
。
人

間
は
草
か
ら
来
た
ん
で
す
。

肉
体
は
草
か
ら
来
た
。
そ
し
た
ら

草
は
ど
こ
か
ら
来
た
ん
だ
。
草
は
土

か
ら
来
た
ん
で
す
。
西
洋
の
言
葉
で

い
う
一九
素
、
金
、
銀
、
ア
ル
カ
リ
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
百
ほ
ど
あ
る
元
素
。

で
は
元
素
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。

こ
れ
は
素
粒
子
か
ら
来
た
ん
で
す
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
、
フ
オ
ト
ン
、　
ニ
ュ

ー
ト
リ
ー
ノ
と
か
、
元
素
を
作
り
だ

す
素
で
す
。
で
は
素
粒
子
は
ど
こ
か

ら
き
た
の
か
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
来
た
ん
で
す
。
で
は
エ
ネ
ル
ギ

―
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
陰
と
陽
と

二
つ
の
極
か
ら
こ
の
二
つ
の
間
に
も

の
凄
い
火
花
が
飛
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
そ
れ
が
で
き
あ
が
っ
た
の
が
素

粒
子
、
小
さ
な
目
に
見
え
な
い
よ
う

な
粒
。
そ
れ
が
固
ま
っ
た
の
が
大
地

で
あ
り
、
星
で
あ
り
、
大
陸
で
す
。

そ
れ
が
変
わ
っ
て
草
に
な
り
、
さ
ら

に
変
わ
っ
て
人
間
が
で
き
た
。
こ
れ

が
連
続
し
て
る
ん
で
す
。　
一
瞬
も
止

ま
ら
な
い
で
連
続
し
て
る
ん
で
す
ね
。

こ
れ
を
創
造
と
い
う
ん
で
す
。
こ
れ

は
今
か
ら
昔
、
何
百
億
年
前
に
一
度

は
じ
ま
っ
て
終
わ
っ
た
も
の
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
。
い
ま
な
お
現
に
毎
日
行

わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。
で
な
け

れ
ば
創
造
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
創
造

は
永
遠
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
で
す
か
ら
。
こ
れ
が
西
洋
人
に

は
分
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は

古
事
記
に
も
書
い
て
あ
る
し
、
創
世

記
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
陰
陽
と

い
う
働
き
が
交
わ
っ
て
電
気
に
な
る
。

そ
の
電
気
が
ま
す
ま
す
こ
ん
が
ら
が

っ
て
素
粒
子
に
な
り
、
こ
れ
が
ま
す

ま
す
転
生
し
て
大
気
に
な
り
、
土
に

な
り
、
星
に
な
り
、
太
陽
に
な
り
、

そ
れ
が
ま
た
進
化
し
て
草
に
な
り
、

そ
の
草
が
ま
す
ま
す
進
化
を
重
ね
て

動
物
に
な
っ
て
人
間
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
人
間
は
ど
こ
へ
行
く
か
、
人
間

は
何
に
な
る
か
。
こ
れ
が
大
問
題
な

ん
で
す
ね
。
人
間
が
転
身
す
る
と
何

に
な
る
か
。
今
晩
よ
う
く
考
え
と
い

て
下
さ
い
。

た
だ
食
う
て
、
寝
て
、
遊
ん
で
、

し
ま
い
に
自
殺
す
る
な
ん
て
の
は
ね
。

元
に
戻
る
こ
と
は
絶
対
許
さ
れ
な
い

で
す
か
ら
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
こ

の
ス
ピ
ー
ド
は
無
限
の
ス
ピ
ー
ド
な

ん
で
す
。　
一
秒
に
三
十
万
キ
ロ
も
進

む
の
は
光
で
す
。
そ
の
光
よ
り
も
速

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
元
へ
一戻
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
必
ず
転
身
、
転
生

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
全
部
仏
教
の
中
に
書
い
て
あ
る

ん
で
す
よ
。
愉
快
で
す
ね
。
仏
教
と

い
う
も
の
は
、
す
ご
い
も
ん
で
す
。

本
当
の
仏
説
と
い
う
の
は
大
阿
弥

陀
経
に
し
て
も
観
無
量
寿
経
に
し
て

も
す
べ
て
無
量
の
命
を
与
え
る
と
書

い
て
あ
る
。
信
と
は
、
信
仰
を
持
っ

て
い
る
人
と
い
う
の
は
そ
の
人
の
義

が
、
そ
の
人
の
持
っ
て
い
る
真
理
が

浸
み
渡
っ
て
い
る
。
全
世
界
、
三
千

世
界
を
あ
ま
ね
く
照
ら
し
出
す
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
人
の
相
は
愛
の
灯
に

満
ち
て
光
輝
い
て
い
る
。
そ
れ
を
信

と
い
う
ん
で
す
。
こ
れ
を
知
ら
な
い
、

西
洋
人
は
。

パ
リ
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
連
中
に
講

演
し
た
時
に
、
君
た
ち
は
信
を
持
っ

て
い
る
か
と
聞
く
ん
で
す
。
す
る
と

信
仰
は
我
々
日
常
欠
か
し
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
ん
で
す
。
だ
っ
た
ら
キ

リ
ス
ト
が
言
っ
た
よ
う
に

「山
に
向

か
い
て
海
に
入
れ
」
と
言
っ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。
そ
れ
が
海
に
入
っ
た
ら

あ
な
た
は
本
当
の
信
仰
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
が
言
っ

た
よ
う
に
、
汝
ら
持
っ
て
い
る
も
の

を
す
べ
て
捨
て
よ
、
十
字
架
を
背
う

て
我
に
従
え
と
や
っ
て
い
る
か
。
や

っ
て
い
る
人
は
手
を
上
げ
ろ
と
言
っ

て
も
、
誰
も
手
を
上
げ
な
い
。

■
宇
宙
創
成
の
秘
密

宇
宙
創
成
の
秘
密
を
書
い
た
図
面
。

こ
れ
を
マ
ン
グ
ラ
と
い
い
ま
す
。
ス

パ
イ
ラ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
陰
と

陽
の
表
れ
。
人
間
と
い
う
の
は
赤
ん

坊
の
時
か
ら
死
ぬ
ま
で
足
バ
タ
バ
タ

さ
せ
て
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
草

は
ジ
ー
ツ
と
し
て
動
か
な
い
。
生
え

た
ま
ま
動
か
な
い
。
陰
性
で
す
。
大

気
は
ど
う
で
す
。　
一
時
間
に
六
万
キ

ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
回
っ
て
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
陽
性
で
す
。
素
粒
子
、
こ
れ

は
目
に
見
え
な
い
陰
性
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
太
陽
の
ご
と
く
、

も
の
す
ご
く
陽
性
で
す
。
そ
し
て
こ

０

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
の
が
陰
　
ｏｏ‐「
‐

と
陽
と
い
う
二
つ
の
極
な
ん
で
す
。　
　
１

こ
れ
は
極
な
ん
で
す
か
ら
動
か
な
い
。

陰
性
で
す
。
陽
陰
、
陽
陰
、
陽
陰
、

こ
の
秩
序
が
ち
っ
と
も
狂
わ
な
い
。

こ
の
秩
序
に
従
っ
て
人
間
が
歩
け
ば

絶
対
に
間
違
い
が
な
い
。
歩
Ｋ
壁

ど
ん
な
赤
ん
坊
で
も
右
左
、
右
左
と

歩
く
で
し
ょ
う
。
右
右
右
と
歩
く
こ

と
な
ん
て
絶
対
な
い
。
陽
、
陰
と
来

る
わ
け
で
す
。
陽
陰
、
陽
陰
と
や
れ

ば
い
い
も
の
を
、
陰
、
陰
、
陰
、
陰

ば
つ
か
り
で
す
よ
。
そ
の
結
果
私
は

眼
を
や
ら
れ
た
。
十
六
歳
以
降
の
病

気
は
全
部
自
分
の
間
違
い
の
せ
い
で

す
。
十
六
歳
ま
で
の
病
気
な
ら
、
め

く
ら
で
も
、　
つ
ん
ぼ
で
も
、
お
し
で

も
全
部
治
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
れ
は
ス
パ
イ
ラ
ル
な
ん

で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
ス
パ
イ
ラ
ル

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
あ
な
た
の
頭
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

ハ
ン
が
押
し
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
製

造
元
の
ハ
ン
が
。
み
ん
な
こ
こ
に
渦

巻
き
が
あ
る
。

，∵
」
か
ら
電
気
が
入

っ
て
い
く
ん
で
す
。
み
ん
な
正
真
正

銘
間
違
い
な
し
の
商
札
が
貼
っ
て
あ

る
わ
け
で
す
。
今
晩
よ
う
く
考
え
て

み
て
下
さ
い
。
水
飲
ま
な
い
で
、
食

べ
物
間
違
え
た
ら
だ
め
で
す
よ
。
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第3回
マクロビオシ ツク医学シンポジウムが
ビデオになりました
各界のドクターが治すこと治ること治療のメカニズムをシンプルにかつ大胆に田ります。
はじめての方にもわかりやすく、医療関係者にも有益な情報が満載されています。

ⅥSカラー約120聡       Fll11li1l VHSカ ラー約1209      卜|二 |■1 l VHSカ ラー約100分
定価本体5000円 +税     目騒餞 1定価本体50∞円十税     「 11夏職 1定価本体5000円 +税
送粋 ∞円           F■ 1■■11送料400円           |イγl半1711送秤 ∞円

●開会挨

―

一伊藤慶二 | ●眼病を治す食養生 ●バネルディスカッション

●医者に薦める食養療法     |― 一一一一二三眼科院長 吉田憲次 |「現代医療の領域を越えて」(後 )

―

麓友養生舎主宰 伊藤慶二 | ●パネルディスカッション    | ●参加者からの質疑・パネラーから

●学校歯科医からの警告     |「 現代医療の領域を越えて」(前) | の反答

◎第 2巻・第3善 パネルディスカッション内容◎

現代医学の領域を越えて
病の完全治癒を求めて、医療現場で起きていること、今、始めようとしていること。

医療現場に食姜を導入し、高い実績を残された諸先生方と共に日本の医療の実際と

医療変革の実践報告を織り混ぜ、病の完全治癒への道を探ります。

◎コーディネーター◎細川順讚 (メディカルコンサルタント/愛知県)

◎出席者0伊藤慶二 (麓友養生舎主宰/山梨県)イ 島ヽ理史 儲融曲科医院院長/埼玉県)田村享生 (田村歯科嚇 長/静岡県)

吉田憲次 (一二三眼科院長/山 口県)佐藤堅司 (佐藤歯科医院院長/静岡県)長岡由憲 (松井食養病院食養内科部長/東京都)

小澤博樹 (小沢医院院長/愛知県)

…

Ю

●健康と病気についての基本的な理解の仕方について一―一健康観・病気観をお聞かせください。

●医療についての基本的な考え方について一一―病気治療についての取り網い方についてお聞きします。

●医療現場で食養をどう取り入れていますか―――食事指導をしていますか?それは有料ですか、無料ですか?入院時の食事は?

●先生にとっての現代医学と食養の位置付け―――検査は何を用いますか? 治療にはどんな方法を用いますか?

●食と精神についての見解をお問かせください一――食が精神に、精神が食に及ぼす影響とはどのようにお考えですか

●食養の問題点をご指摘ください―――陰 。陽の捕え方、動物性タンパク質、乳製品は本当に不要でしょうか。

●食養の今後の課題とはなんでしょうか――=広く大衆化させるポイントは? 暉 用への課題 親・学校の理解について

ビ ア

玄米正食基礎講座
はじめての方もう¬度学雄 い方に最適のビデオです
マクロピオティックをていねいに分かりやすぐお話します

陰隔とは何か、餞機の基本ABC/無双原理とは何
か/無双原理の宇宙観、生命観/地球のなりたち、

地球はなぜ水の感星か/環境とは何か/万物はうず
巻きによつてと膚する、なぜか/『宇宙の秩序』解
説/正しい食物とは

食物の秩序と陰陽/「身土不二の原則」について、

人間は食べ物のお化け/「食養」と「正食」のちが

い/人体の秩序、なぜ目耳鼻口舌などが出来たか/
口と歯と口と腸と、消化吸収のスパイラル/体質は

何によつて決まるか/体質の改善方法について/正
しい料理とは

プオ湾英田石

◆VHSカラー全3巻
各巻釣 120分

◆価格 1各集¥4000+税
◆送料 1各 ¥4∞

玄米食はなぜよいか、玄米のスノ`ラシサ/体調、

体質別玄米の炊き方、食べ方/なぜ穀物菜食が

よいか/正 しい食べ方について/病気になる原
理、病気が治る原理/健康とは何か、病気のない

家庭/大小便の膿陽/呼吸と食物と運動

0お口1聰由せ F鶏ホCi●●素6佃謗喘嚇酪腐法由IT1113
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マクロビオティック

農地
からの

《
一
九
九
八
年
十
月
》

今
日
、
我
家
に
も
薪
ス
ト
ー
プ
を

入
れ
た
。　
一
カ
月
前
か
ら
フ
ア
ン
ヒ

―
タ
ー
は
使
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
寒

さ
が
強
く
、
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
た
。
小
さ
な
我
家
は
家
中
が

ほ
ん
わ
か
暖
か
く
、
空
気
が
サ
ラ
リ

と
乾
燥
し
て
、
と
て
も
幸
せ
な
気
分

が
す
る
。

刈
り
取
っ
た
ゴ
マ
も
ほ
ぼ
乾
き
、

逆
さ
に
し
て
、
小
枝
で
軽
く
ト
ン
ト

●

¨

ン
た
た
く
と
、
ザ
ァ
ー
ッ
と
乾
い
た

音
を
た
て
て
落
ち
て
く
る
。
悪
天
候

の
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
収
、
百

二
十
キ
ロ
を
超
す
量
の
ゴ
マ
が
取
れ

た
。
昨
年
以
上
。
大
成
功
Ｈ

き
っ
と
、
汗
と
涙
の
完
熟
ぼ
か
し

の
菌
達
と
、
カ
マ
キ
リ
達
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
思
う
。

ゴ
マ
に
は
俗
に
ゴ
マ
虫
と
い
う
、

と
て
も
グ
ロ
テ
ス
ク
な
虫
が
つ
く
。

二
、
三
種
類
い
る
そ
う
だ
け
ど
、
ど

れ
も
大
き
く
太
く
、
形
や
色
が
毒
々

し
く
、
人
々
に
と
て
も
い
や
が
ら
れ

て
い
る
。
大
き
い
の
で
食
害
も
ひ
ど

い
の
だ
ろ
う
。
さ
し
も
の
百
姓
も
「ゴ

マ
も
い
い
け
ど
、あ
の
虫
が
ね
子
‥
。」

と
作
り
た
が
ら
な
い
。

で
も
私
の
畑
で
は
一
度
も
見
た
事

が
な
い
。
カ
マ
キ
リ
た
ち
が
、
虫
が

ご
く
小
さ
な
う
ち
に
食
べ
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
。
包
夏
の
頃
、
ま
だ
小
さ

な
カ
マ
キ
リ
を
見
つ
け
て
は
せ
っ
せ

と
畑
に
運
ん
で

「虫
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
大
き
く
な
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ

士
戸
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て
放
し
て
や
っ
た
。
夏
中
毎
日
の
よ

う
に
畑
を
見
回
っ
て
い
て
、
カ
マ
キ

リ
を
見
つ
け
る
と

「頑
張
っ
て
る
か

い
」
と
頭
を
な
ぜ
て
や
っ
て
い
た
。

毎
回
や
る
の
で
彼
ら
も
慣
れ
て
き
た

の
か
、
手
を
出
す
と
進
ん
で
手
の
上

に
乗
っ
て
き
て
、
頭
を
な
で
る
と
、

気
持
ち
良
さ
そ
う
？
　
に
じ
っ
と
し

て
、
ち
っ
と
も
人
間
を
恐
れ
な
い
。

三
角
形
の
顔
を
傾
け
て
い
つ
ま
で
も

見
送
っ
て
く
れ
る
。
片
方
の
鎌
を
も

ち
あ
げ
て
、
バ
イ
バ
イ
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
り
も
す
る
。
秋
に
な
り
、

大
き
な
お
な
か
を
し
て
、
さ
て
ど
こ

に
卵
を
産
み
付
け
よ
う
か
と
、
う
ろ

う
ろ
し
て
い
る
と
き
も
、
「良
い
子
を

産
む
ん
だ
ヨ
」
と
声
を
か
け
る
。

カ
マ
キ
リ
は
そ
の
年
の
雪
の
深
さ

を
予
測
し
て
、
そ
の
高
さ
に
卵
を
産

み
付
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
け
れ

ど
、
こ

≧ヽ
一年
見
て
き
た
け
れ
ど
、

け
っ
こ
う
と
ん
ま
な
や
つ
も
い
て
、

地
上
五
～
六
セ
ン
チ
の
所
に
付
い
て

い
る
の
も
あ
る
し
、
ニ
メ
ー
ト
ル
近

い
、
ゴ
マ
の
て
っ
ぺ
ん
に
付
い
て
い

る
の
も
あ
る
。
来
年
も
こ
の
卵
を
い

っ
ぱ
い
畑
に
ぶ
ら
さ
げ
て
、
無
農
薬

ゴ
マ
作
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
お
う
。

本
当
に
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

今
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
は
じ
め
ご

く
身
近
か
な
野
菜
の
種
は

一
代
交
配

種

（発
芽
力
の
あ
る
種
が
で
き
な
い

よ
う
に
操
作
さ
れ
た
種
）
の
も
の
が

市
場
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
別
に

百
姓
が
そ
ん
な
物
を
望
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
。
な
ん
の
予
告
も
な
く
、
知

ら
な
い
間
に
、
そ
ん
な
物
に
す
り
変

っ
て
い
た
の
だ
。
ま
さ
に
種
屋
に
し

て
や
ら
れ
た
事
に
な
る
。　
一
種
類
の

除
草
剤
に
だ
け
耐
性
を
持
つ
種
を
作

っ
て
、
そ
の
作
物
以
外
の
草
を
全
滅

さ
せ
る
薬
を
種
と
セ
ッ
ト
に
し
て
売

る
事
を
ア
メ
リ
カ
や
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
会
社
が
全
世
界
的
に
展
開
し
て
い

る
。
今
、
日
本
の
政
府
が
、
来
年
の

通
常
国
会
ま
で
に
、
企
業
の
農
業
生

産
参
入
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
そ
う

だ
。
つ
ま
り
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

の
種
と
農
薬
が
セ
ッ
ト
で
自
由
に
投

入
さ
れ
る
日
が
す
ぐ
目
の
前
に
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

百
姓
も
、
う
っ
か
り
し
て
い
る
と

自
分
の
田
ん
ぽ
に
今
ま
で
ど
お
リ
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
植
え
る
の
に
さ
え
、
イ

ギ
リ
ス
に
パ
テ
ン
ト
料
を
払
わ
な
け

れ
ば
作
れ
な
い
事
に
な
り
そ
う
だ
。

今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
、
め
ん

ど
う
だ
か
ら
と
毎
年
米
の
種
を
買
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
か
ら
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
、
そ
の
他
何

種
類
か
の
日
本
の
米
の
遺
伝
子
組
み

換
え
品
種
の
特
許
を
持
っ
て
い
る
。

国
は
、
後
継
者
が
い
な
く
て
荒
廃

し
た
農
地
が
増
え
て
い
る
の
で
、
企

業
を
参
入
さ
せ
資
本
を
投
入
し
て
、

効
率
良
く
、
大
量
生
産
さ
せ
よ
う
と

い
う
わ
け
だ
。

ま
た
、
平
成
五
年
、
認
定
農
業
者

制
度

（大
規
模
農
家
）
を
設
け
、
特

別
優
遇

（た
と
え
ば
、
金
利

一
。
九

％
で
ど
ん
ど
ん
お
金
を
貸
す
、
こ
の

貸
し
し
ぶ
り
で
多
く
の
会
社
や
店
が

倒
産
し
て
い
る
と
い
う
と
き
に
で
あ

る
）
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
農
家
は
い
い
気
に
な
っ
て
お
金

を
貸
り
、
規
模
拡
大
と
大
型
機
械
の

導
入
を
図
っ
た
の
は
良
い
け
れ
ど
、

二
年
続
き
の
冷
害
や
、
天
候
不
順
、

突
然
雹
が
降
っ
た
り
、
長
雨
に
台
風

と
、
は
か
ば
か
し
く
な
く
て
、
借
金

の
返
済
の
た
め
に
ま
た
借
金
と
自
転

車
操
業
を
し
て
い
る
所
も
多
い
と
聞

い
て
い
る
。

私
の
知
っ
て
い
る
農
家
も
そ
う
い

う
状
態
で
、
も
う
そ
う
な
っ
た
ら
な

ん
で
も
や
る
。
無
農
薬
で
も
な
ん
で

il燃姥あ″″ 0伽 R″
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０
き

、
き

も
な
い
田
ん
ぼ
の
米
を

「こ
の
頃
は

無
農
薬
米
で
な
い
と
米
も
売
れ
な
い

か
ら
俺
の
米
は
全
部
無
農
薬
で
売
っ

て
く
れ
」
と
農
協
に
ね
じ
こ
み
に
行

っ
た
。
そ
の
話
が
広
ま
っ
て
、
今
で

は
と
ん
だ
笑
い
者
に
な
っ
て
い
て
、

隣
の
県
で
も
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

あ
る
東
京
の
大
手
の
自
然
食
卸
業
者

は
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
そ
の
米

を
無
農
薬
米
と
し
て
高
く
売
っ
て
い

る
。
そ
の
農
民
が
以
前

「農
薬
検
査

な
ん
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
こ
わ
く
な
い
。

試
薬
に
反
応
し
な
い
農
薬
な
ん
て
、

次
か
ら
次
か
ら
す
ぐ
で
き
る
か
ら
ね

ェ
」
と
ほ
く
そ
え
ん
で
い
た
の
を
思

い
出
す
。

東
京
に
住
ん
で
い
て
、
食
養
を
始

め
た
頃
、
別
の
大
き
な
自
然
食
品
店

で
、
三
〇
キ
ロ
袋
の
無
農
薬
米
を
買

っ
た
。
大
き
く
デ
ン
と
無
農
薬
と
書

い
て
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
家
に
帰
っ

て
よ
く
見
る
と
下
の
方
に
虫
目
鏡
で

見
な
い
と
読
め
な
い
よ
う
な
小
さ
な

字
で
、
国
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
無

農
薬
米
が
入
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
を

無
農
薬
米
と
し
て
売
る
事
を
認
め
る

と
印
刷
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
半
農
薬
米
と
で
も
す
る
の
が
適
当

で
、
そ
れ
に
、
実
際
問
題
と
し
て
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
入
っ
て
い
る
か
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
入
れ
て
い
な
い
か

検
査
の
方
法
が
な
い
で
は
な
い
か
。

な
ん
と
い
う
い
い
か
げ
ん
さ
か
と
あ

き
れ
た
も
の
で
し
た
。
国
は
今
度
、

有
機
無
農
薬
の
認
定
制
度
を
設
け
る

と
い
う
け
れ
ど
…
。

私
の
知
っ
て
い
る
お
百
姓
さ
ん
は
、

田
ん
ぼ
を
見
た
だ
け
で
有
機
か
化
学

肥
料
か
、
農
薬
は
い
つ
頃
何
曰
履
ち

た
か
す
ぐ
わ
か
る
。
そ
の
息
子
さ
ん

は
、
ま
だ
若
い
の
だ
け
れ
ど
、
玄
米

を
見
た
だ
け
で
無
農
薬
か
そ
う
で
な

い
か
、　
一
日
で
分
か
る
と
い
う
。
米

の
プ
ロ
で
あ
れ
ば
、
み
な
そ
う
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
だ
が
。

利
潤
追
求
が
企
業
の
道
徳
だ
か
ら
、

企
業
が
農
業
に
参
入
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
資
本
が
農
地
と
、
農
業
の
方

法
と
、
市
場
を
支
配
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。

今
ま
で
の
、
百
姓
の
良
心
と
、
自

分
が
日
本
人
の
健
康
を
守
る
の
だ
と

い
う
自
負
心
や
、
消
費
者
か
ら
の
「今

年
の
お
米
、
お
い
し
い
で
す
ね
」
等

の
言
葉
を
喜
び
と
し
て
さ
さ
え
ら
れ

て
き
た
有
機
農
業
等
、
ど
こ
か
へ
ふ

っ
飛
ば
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

大
き
く
な
れ
ば
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

農
家
も
、
企
業
も
、
良
心
等
の
居
場

所
が
な
く
な
り
、
ウ
ソ
も
り
っ
ば
な

レ
ツ
テ
ル
と
し
て
通
用
し
て
し
ま
う

よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
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与
菊池
富美雄
先生
サン

パウ国市
名誉市民
となる

ブ
ラ
ジ
ル
で
活
躍
中
の
菊
池
先
生

に
、
本
年

（
一
九
九
八
）
二
月
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
名
誉
市
民
の
称
号
が
授

与
さ
れ
た
、
と
最
近
と
ど
い
た
便
り

が
伝
え
て
い
る
。

簡
単
に
先
生
の
プ

ロ
フ
イ
ー
ル
を

記
し
ま
す
。

一
九
二
六
年
栃
木
県
生
れ
。
筑
波

大
学
の
前
身
、
東
京
教
育
大
学
卒
業

後
、
読
売
新
間
に
入
社
、
記
者
と
な

る
。　
一
九
五
〇
年
、
横
浜
日
吉
の
Ｍ

Ｉ

（Ｃ
Ｉ
の
前
身
）
で
故
桜
沢
如

一

（Ｇ
Ｏ
）
先
生
の
講
義
に
接
し
、
以
来

無
双
原
理
の
研
究
と
実
践
に
没
頭
、

故
山
口
卓
三
氏
の
後
任
と
し
て
東

京

。
西
原
Ｍ
Ｉ
で
、
新
聞

「世
界
政

府
」
の
編
集
長
と
な
る
。
Ｇ
Ｏ
先
生

が

一
九
正
三
年
に
イ
ン
ド
ヘ
発
た
れ

た
後
を
追

っ
て
、
無
双
原
理
運
動
国

際
化
の

一
端
を
担
う
べ
く

一
九
二
五

年
に
南
米
に
渡
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
を

中
心
に
四
十
有
余
年
の
無
双
原
理
に

よ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
今
日
に

至
る
。
現
在
、
中
南
米
各
国
に
は
無

双
原
理
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
け

ら
れ
、
更
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
を

は
じ
め
ロ
シ
ア
等

へ
も
精
力
的
に
訪

門
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

・
討
論
会

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
、

そ
の
他
の
外
国
語
で
出
版
さ
れ
た
本

は
三
十
余
冊
と
な
り
、
ビ
デ
オ
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
次
々
に
出
さ
れ
て

い
る
。

紙

・
Ｉ
Ｒ
畿
蓬
鷹

Ｉ
饉
鶉
骰
け
郡
鉾
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◆
Ｈ
月
１８
日
　
ア
メ
リ
カ
ｏ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
食
養
と
指
圧
を
教
え
て
い

る
山
本
し
づ
子
さ
ん
が
来
館
。
し
ば

ら
く
日
本
に
滞
在
と
の
こ
と
。
マ
ク

ロ
ピ
オ
テ
イ
ッ
ク
海
外
ツ
ア
ー
の
候

補
地
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
仲
間
を
紹
介

さ
れ
る
。

◆
ｎ
月
２３
日
　
四
国

。
松
山
市
で
長

い
間
、
食
養
の
普
及
を
つ
と
め
ら
れ

た
菅
本
フ
ジ
子
さ
ん

（Ｐ
Ｕ
ネ
ー
ム

＝
ェ
リ
ー
）
が
７９
歳
９
カ
月
の
生
涯

を
終
え
る
。
４
月
の

「長
寿
を
祝
う

会
」
で
お
会
い
し
た
の
が
最
後
と
な

る
。
長
い
間
の
ご
活
躍
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◆
ｎ
月
２７
日
　
朝
１０
時
、
山
本
し
づ

子
さ
ん
来
館
。
午
前
Ｈ
時
、
ベ
ル
ギ

ー
の
ク
リ
ム
吉
見
さ
ん
が
長
期
に
わ

た
る
日
本
滞
在
を
終
え
、
帰
国
の
途

に
つ
く
前
に
、
来
館
さ
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
前
後
し
て
、
天
草
で
お
百
姓
を

さ
れ
て
い
る
中
井
俊
作
さ
ん
が
プ
ラ

リ
と
や
っ
て
く
る
。
中
井
さ
ん
は
新

農
業
基
本
法
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
に
一
切
の
利
益
を
離
れ
て
、

一
カ
月
程
か
ら
有
機
農
業
事
務
所
で

シ
ュ
ラ
フ
に
く
る
ま
り
、
国
会
の
ロ

ピ
ー
活
動
に
従
事
。
底
の
深
い
弁
当

箱
に
事
務
所
の
電
熱
器
で
炊
い
た
玄

米
を
つ
め
日
参
し
て
い
る
と
い
う
。

中
井
さ
ん
は
各
々
が

「生
き
る
」
こ

と
は
、
同
時
に
各
々
の
体
の
原
料
と

な
る
最
低
限
度
の
米
づ
く
り
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
経
済
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
全
て
そ
の
一
点
に
集

約
し
て
決
し
て
あ
さ
ら
め
ず
中
井
さ

ん
は
ど
こ
ま
で
も
す
す
ん
で
い
く
。

今
後
に
注
目
し
よ
う
。

◆
・２
月
６
日
　
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
第
８２
回
試
作
会
が
開
催
さ

れ
過
去
最
高
の
鵬
名
が
各
ク
ラ
ス
を

修
了
。
今
回
か
ら
新
し
い
企
画
と
し

て
応
用
と
基
本
各
コ
ー
ス
の
グ
ラ
ン

プ
リ
を
選
出
。
初
め
て
の
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
さ
れ
た
の
は
神
戸
か
ら
遠

路
は
る
ば
る
通
わ
れ
て
い
る
鵜
鷹
さ

ん
の
「柿
の
実
」。
そ
し
て
基
本
コ
ー

ス
は
丸
子
敦
嗣
さ
ん
の

「ご
ま
無

双
」。
こ
の
時
の
模
様
は
三
木
澄
子
さ

ん
の
見
事
な
イ
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
後

日
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
日
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の

工
藤
和
子
さ
ん
、
『オ
ー
ガ
宍
有
機
農

産
物
専
門
雑
誌
）
の
編
集
部
の
方
々

も
参
加
さ
れ
る
。

E議′θγ七

冷え性を克服する
炉響」査Xヽ書肝謹焼農養警

里芋パスターとさといも粉
信頼できるお医者さんガイド・東京ハrト ライフクリニック

リマクッキングの手づくり教室・講師浮津宏子

まんが子育て日記 。夢野マリコ

住居の健康・竹炭の効用
生産者シリーズ 。海の精株式会社
自然食品経営者の成功物語 。横浜 「すこや力広場」

餌

"某

切 %弊 革 灘 :醐芸」轟 襲
ラル

ニューヨータ講演 。桜沢如一

正食医学講義 。大森英桜

4月号予告……………………… ……新連載が満載です

特集「あなたも名医」                  _

治
ト

る
ン

語
メ
解

の
コ
図

者
の
法

験
者
当

体
医
手

る

の
め

ど |%



［推
薦
図
書
］

■
『原
子
転
換
と
い
う
ヒ
ン
ト
』久
司

道
夫
著

。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
編
／
定

価
１
３
０
０
円
＋
税
　
送
料
３‐０
円

／
二
五
館
発
行

２‐
世
紀
は
原
子
転
換
の
時
代
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
分
裂
に
よ
る

破
壊

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
は
終
わ

り
、
常
温

・
常
圧
と
い
う
あ
た
り
ま

え
の
生
活
の
中
で
現
代
科
学
を
も
っ

て
し
て
も
は
か
り
が
た
い
核
融
合
が

お
き
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

桜
沢
如

一
師
が
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者

ル
イ

・
ケ
ル
プ
ラ
ン
を
世
界
に
紹
介

し
て
以
来
そ
の
追
試
報
告
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
に
は
市

販
の
道
具
を
使

っ
て
誰
で
も
簡
単
に

追
試
で
き
る
原
子
転
換
の
方
法
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
『母
乳
で
育
て
る
コ
ツ
』
山
西
み
な

子
著
／
定
価

１
５
０
０
円
＋
税

送
料
３‐０
円
／
新
泉
社
刊

自
然
育
児
を
推
奨
す
る
山
西
み
な

子
先
生
の
名
著
。
な
ぜ
母
乳
な
の

か
、
育
児
の
際
の
問
題
と
は
何
か
、

ど
う
す
れ
ば
問
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
の
か
、
初
め
て
出
産
さ
れ
る
妊
婦

さ
ん
必
読
の
書
。
巻
末
に
は
全
国
の

母
乳

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
覧
表
付

ＳＯ
。

■
『自
然
食
品
Ｐ
Ａ
Ｒ
丁
１
・
２
』
ヨ

ン
パ
２‐
編
集
部
編
／
定
価
１
４
０
０

円
十
税
　
送
料
３‐０
円
／
新
泉
社
刊

自
然
食
を
は
じ
め
た
ば
か
り
の
方

に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
統
食
品
の
よ

さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
食
品
の
基

礎
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

こ
と
も
多
い
。
入
門
者
に
は
ピ
ッ
タ

リ
の
一
冊
。

［新
刊
紹
介
］

■
『も
う
ひ
と
つ
の
日
本
地
図
１
９

９
９
↓
２
０
０
０
』
自
然
生
活
編
集

部
編
／
定
価
２
４
０
０
円
＋
税

送
料
Ⅷ
円
／
野
草
社
刊

１
９
８
５
年
は
じ
め
て
の
日
本
地

図
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
本
を

手
に
し
て
全
国
を
わ
た
り
歩
く
若
者

の
姿
が
み
う
け
ら
れ
た
。
野
草
社
の

石
垣
さ
ん
は
、
雑
誌

『８０
年
代
』
の

編
集
長
で
あ
り
若
者
文
化
の
仕
掛
け

を
さ
れ
た
重
要
な
方
で
も
あ
る
。
本

書
に
は
全
国
２‐８
ケ
所
の
仲
間

・
グ
ル

ー
プ

・
企
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２‐
世
紀
の
け
わ
し
い
旅
は
本
書
を
手

に
し
て
か
ら
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

■
コ
者
が
代
」
は
九
州
王
朝
の
議
歌
』

古
田
武
彦
著
／
定
価
１
０
０
０
円
＋

税
　
送
料
２‐０
円
／
新
泉
社
刊

■
「
君
が
代
」、
う
ず
ま
く
源
流
』
古

田
武
彦

・灰
塚
照
明

。古
賀
達
也

・
藤
田
友
治
共
著
／
定
価
脚
円
＋

税
　
送
料
２‐０
円
／
新
泉
社
刊

日
本
の
国
歌
が

「君
が
代
」
だ
と

い
う
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
の
方
が
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
卒
業

式
、
運
動
会
の
定
番
歌
だ
っ
た
国
歌

も
今
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
番
組
終
了

時
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
み
に
限
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
そ
の

「君
が
代
」
の
原

点
は
九
州
に
あ
り
、
歌
詞
に
み
ら
れ

る

「細
石
神
社
」
も
コ
ケ
ム
ス
メ
ノ

カ
ミ
も
千
代
に
八
千
代
に
の
千
代
も

福
岡
に
実
際
に
存
在
し
て
い
る
。
で

は

「君
が
代
」
と
題
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
君
と
は
誰
か
。
こ
の
テ
ー
マ
に
古

代
史
研
究
家
の
古
田
先
生
が
せ
ま
り

真
実
を
解
明
す
る
ま
で
の
旅
を
克
明

に
記
録
し
て
い
る
。
古
代
史
フ
ァ
ン

必
読
の
書
。
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①幸福と平和そして長寿への道
●全4巻● V「lSカ ラー 1第 1集69分・第2集78分・第 3集61分・第 4集9091定価150∞円+税 (倦セット)1送料∞0円

0世 界 の 食 生 活 は ど う 変 わ る の か

最新アメリカ食糧戦略事情/遺伝子組み換え食品の目指すもの、その現状と実態/ク ローン実験の今後

②健康阻害要因を検証する
電磁波公害の実情と対策 (ア メリカと日本)/オゾン層の破壊による影響/食品、水質、環境の汚染/ス トレス

0抵抗力を失っていく日本人
新型の細菌、ウイルスによる新しい病気/奇形率の上昇/精子の減少の実態と理由/免疫力を低下させる要因と対策/
国民の体力の低下

0幸福と平和そして長寿への道
日本は決して長寿国ではない (高齢化社会の問題点)/最新栄養学と食養の融合/来たるべき時代を予言する一一物質
文明の終焉、精神文明の夜明け

① 21世紀の地球再生計画
●全 3巻●VHSカ ラー 1第 1集 120分・第 2集85分・第 3集70分 1定価14536円 +税 (3巻セット)1送料800円

0地球再生の基礎一―エネルギー革命のすすめ

②魂浄化の旅一一波動とは何か? 生体波動と物質波動・気・オーラ・霊とは?

0マクロビオティック平和への道一一国家・民族・言語を越えた地球再生計画が始まる

○ 最先端医療の到来
●全 3巻●VHSカ ラー 1第 1集 75分・第 2集 150分・第 3集95分 1定価15000円 +税 (3巻セッ

●米国の食事事情の変化とそれに伴う問題

②病気の発展段階/診断の実際一-12の診断法

0マクロビオティック的手当て法一―膵臓癌・前立腺癌・乳癌

卜)1送料800円

*第 1集～第9集は

60ベージをご覧下さい。

大転換の兆しと新たな世界
●全 2巻● VHSカ ラー各120分 1定価各巻2500円 +税 1送料 1本400円  2本800円

内容の聞き取りはできますが多少囃音があるため特別価格で提供。(但 しカバーなし)

0高尾大作一一邪馬台国の謎と日本民族のルーツ

中里幸聖一一世界恐慌の可能性 と資本主義システムの崩壊

②松本英聖一―真の医療とは何か～病なき世界を目指 して～

中矢伸―――大崩壊の兆しと新たな世界

●申込●〒151‐0065東京都渋谷逮大山対11お 日本Ci協会●03‐3469-7631R1033469‐ 7635

1999158



いのち

生命あるものを食べていますか

リマ・クッキング・ビデオ
全3巻く各巻『お料理テキスト』付〉本体21359円く送料000円〉

マタロビオティック料理の第一人者・桜沢里真があなたに

美と健康を贈ります。
■豊富なメニューから、すぐに役立つお料理をよりすぐってご紹介。

■毎日のおかずから、おもてなし料理まで、おいしいマクロピオティック料理をていねいに指導。

VOL。 1隻鵬料理入門・玄米とお力ず(m分)

◎玄米の大切さ○五載の話◎野菜の選び方・用い方

くメニュー〉◎玄米ごはん◎ごま塩○さんびら◎鉄火みそ◎ひじき蓮根○み

そ汁…など

VOL。 2健康をとりもどす食養料理 (5"〕 )

◎台所は
｀
生命の藁局

″
◎素材の効用◎古来の健康食◎塩の大切さ

くメニュー〉◎玄米クリーム◎小豆南瓜◎蓮根の煮じめ○自然薯―
げ◎

ゆり根のから掲げ◎しヽ、ろふきと大根おろし◎くず湯と相生番茶…など

VOL.3家族によろこばれる食姜料理C47分 )

◎おいしいお料理は世界共通◎楽 しいパリエーション

くメニュー〉◎三色おはぎ◎コーフかつ◎八珍豆薔◎ひえクロケット◎コー

ンポタージュ③マフィン◎ツヴィーベルクーヘン◎タル トボンム…など

桜沢如一の思想と生涯

GOヒストリービデオ
fff8738E(i*,t+sooFt>

マクロビオティック運動の創始者・桜沢如―(1893～ 1966)の

軌跡をたビる映像作品

■300冊を超える著作、内外の人々の証言、そして桜沢が生きた時代の激動の社会背景を物語る、
貴重な映像資料によって構成。

本体27,184円
〈特別価格〉
送料800円

591MacЮЫ°
・ “



生
正
数
白

涯かけて、食べ物で万病を治す
食医学の道をきわめた大森英桜が

千人の治療体験をもとに語る

熱の講義録
大森英桜

[第 1集 ]正食編
「無側弓{理解i党

:人 |‖ Jυ )成 い|ち

,穀物〈ii食〉の陰陽
t〕「来 海ギ1く「J食〉の「1ド場
jiJO床 11、 加 11品υ)陰陽
0.食ベノブ、7:fllltと

'え

応

正食医学講座

[第4集 ]各論編 I

■各lf病気υ)1京 1村 、りiJた とギ:療 |ム

,呼吸格|〈 気 i・ 文、1市〉
2価FIt器く′じ臓、血管〉

|;iキ∵化器・1く

'3重

、1マ〉
1.消化器・2〈 1 瑞腸、J瘍、人暢 I「 門)

5月「臓 llllた 膵臓、1中撲
(11必 尿器〈∵チ臓、十″脱〉

[第5集 ]各論編Ⅱ
■各illlヽ 気υ)原 1村 、りliJ人 と,f誠〔i去
1■

`と

神経、′じヽυ)病気
211

:`月 、鼻、歯、||、 のと
1111対面」、外1場 、咬 キヽ

1`:411器

11勺分泌、アレルギー、ア トヒー

[第6集 ]各論編Ⅲ
■各詢丙気の原|ヽ 、りil人 とギ誠ξ去
r rf知 】I様、
21老 化とと人の病気
:ガン・1く 総I命 、日、暢、J´ t=〉

IJガン・2〈乳、1市 、「1血病など〉

3エ イスなどυ)糞lllヽ 、静l・l、 新病、
公↑,丙

“

211馳
,し答、まとめ

各集全6巻セット・VHSカラー

各集本体29126111く 送料800円 〉

驚異の正食医学の全貌が、今、公開される。

世界中の正食医学の研究家の熱い要望におこたえして

堂 々発売 !!

|||
■人の囃臓と宇宙測畦Om係観 カサ

"

警簿箱懸晟膵ギ:す11
雛幹
紛 tQ&AI, ■  |

“

大森英桜プロフィール ー

191'毎尋鮨崎躍主まイk4覇″職
t報が輸卜祇 と鵬議う棚時、宇
翻 1‐

―

議
撲[響守ξ幾麟 講
贅蒻呼

"ウ

リう。

VHSカラー

各巻約90分 ス全9巻

各巻本体388311]送 料1巻 で.1001112巻 で7001113巻 以 11800111

‐11成 人病…糖尿病。
1・1前JI:・ 狭′さ症。心筋梗ツト・脳卒中・脳浴ml

.211∵ 1場り1埼…・∵iカ タル・liliri瘍
。

|‐ ll旨 1場

'貴

り房・胃 ドlTL・ 1場 カタル

31ア レルギー…ア トビー・湿疹・乾疹・鼻炎・花移)li:・ ぜんそく
1ガ ン…|∵癌。人1場癌。子U畠。r宮癌・r:lil病

5,4供の病気・…発熱。はしか。風邪。水ぼうそう。風疹・′卜児マヒ

61ク壬娠と出産…・lU l経 イく順・イく妊り1:。 ,イジI・
′
|:み 分け

●婦人り占…・J4だ f筋ル「。
J4「 fり所。乳癌・イく妊りi:

181泌尿器…勝肌炎・腎不全。急111腎 炎。尿道糸l与 イi。 前立線肥人

OJ「臓病…月「炎・黄ソ「1・ ‖「硬変・肝臓癌。腹水抜き

[第2集 ]基礎編 I

lj'物11:食 liFi、 果物、飲ド″)陰陽
2体質別、1締別、性別υ)食ξ去

`食

養
「

Ч
l法 (1)

●食養
「

Jl法 (2)

5,ljfヒ レ)Ji'111と ,生 lln

l食の段階と病気υ)7段階

[第3集 ]基礎編H
I川本〈臓器〉のた11と 陰「場|卜 列
21iイ iI説 、女ヽと率

`メ

各
iドざi診 :去く人‖|「‖0
1望診i去〈体、性格、側ポなど〉
1白 イト神糸

`と

バイオリズ
`、

1,症状でみる陰陽
｀
ロユなF



E{6,$*tv .i4?ef?f

「女のわ―|らだの自己診1臨
講師1隅1郎 ‐■

げ 1・‐‐■・ '            ~

身近かな食べ物で健康け

F食養‐手1当てシリ城 i‐ |
講師1大‐森‐憲|■ | | ・ |

臨魏鍮奮鸞;餓?鞭搬
,

鷹鰹籠    難絋
誰でもが手軽にできる食養手当どして集大蔵いたしました

感動の実体験ビデオ

『癌1自1然1治癒人の道』

1輻 轟 鉤 ま:す彙 |

甚‐莉 璧罐激ザttttFllる
「:犠a酎態:場《『キ弊斜‐γ

Taγぅ時場は
響年守

講師・木森■彗 | | ・| ‐ |
VH(■ラ■90分″い年,椰甲T,00甲‐| | |

靖耀茫醸ij驀芋メ幣|タ

展開する久司道夫のセミナーライブ

I‖げシ減静冬戦とはlnlか ? ι平和人類の誕′
liと 進化

久司道夫

マクロビオティック
セミナー鸞ヤ:機さ窮_
各集本体19417円く送料800円〉
第7ド 9集 グ)み 約XO分  |を セ ト本体‖ち卜|り 送料出ЮI■

[第 1集 ]マクロビオティック健康と平和の道
●宇1lfの 成り立ち、字lFの欄

"と

は   F病気とは?肉体の病気と精神の病気

聰3:はlit:壕雲ξil'“籍幾潔t憾鋤懲。
[第2集 ]宇宙の秩序と健康の診断

111字宙の脚 ,と 的累診断の原理     蕩t面 に表われた内臓の状態く実習3〉

2体質の要因と〕診断く実習1〉       1馬 滸状の診断〈I)art3〉

|りittυ )診断〈Partl〉         水瑞にたわれた健康の状態く実習4〉

顔面に表われた内臓の状態く実習2〉    |(IIF診 による:診断〈実習5〉

:lりi状の診断くI)arθ〉

[第3集 ]意識・霊想の診断
ll.人 間υ)意識・霊想と診断の,t理     3環境(「 1然 と社会)が意識・霊想に与え

2本人0)基相的な意識。霊想とその診断  る影響とその診断

t鬱鮮
■眈の意識・認こ与える影響 :黙!糧怠世|よ駒進ご:お却

と

[第4集 ]現代の危機とその克服

:躍侵作讐露機雰与暫彎
明の出発

 :令算蓮露:促騎
的方法

囀
F‐癌|エイズ最前線を行く』

F生姜シッフ里芋ノ《スタ■』
[第6集]人類の運命
l最新の米国マクロビオティック'■睛

2人間の字宙的運命とカルマ(業 )υ)解消

`食

物による霊l●― )竹州と生物進化

[第7集 ]秩 序 と自 由

l無限字1[。 )秩

'rと

この世の秩序
2.輸題転11

第■回マクrt材わ夕標器ンポジJ払

[第8集]運命の診断
軍饉舅影‐V‖:劣31麟鯛鋼軍鯛胃

[第9集]運命の大要
l生命エネルギーの傾向をみるJJi去

2運命の傾向をみるか去
3■ 1先 。父I■・夫婦の影響と社会。経

済性をみる方法

■久寄通夫ア|フィ
=ル .

‐■

"Ю

警嗜露欧
=産

はまヤち翔翻熊か
説(擦潮靡舞持犠0期ゆ
思想||夕印時tM‐嘩 :=学峰ヽ。その
懲 今毒|まう嚇申 ‐1わた0

て、tl_界各国|=て セヽ ナ■1誌

演会を通じて鐵 線する1著

書こ『
=―

夕,ビオテイツク朧
漁 楓 | |   |

11気
学・個人の運命。ri山意′ふ

3天|■)動 きと文りj。歴史のスハイラル
.(;‐

1性 界の行方とマクロビオティツクの役割

.1滞在意識と自由意思
I運命の開発と無意識

1体の各部位・′しヽ理・表現。4i動 の表

atす る運命の診断

i lll断力の高llt。 広狭と霊想0)lillA・

り1‖キをみる方
'去

ボストンを拠点に、世界各地で
マクロビオティックに基づく
「ワンピース・フルワールド運動」を

紫殿孵」
しい医学?1鰊編野[しっ

,病気の発展段階?          t'健康とは何か ?

1字宙の秋},と 個人の運命υ)関係
2前 世と胎児期の今‖

“

二与える運命の傾向
:‐ 顔面各部位の表/1・する運命の診断

“Ⅳ…
u“甲C



YRREPATETTESAC

カセット・テープ
ライブラリー

本体価格・送料

…座間識鉦 6(粉×2本]……… … …… … …2913円 。〒250円

桜沢I睦諦 D鰯Ⅸ l利 … … … … …・2913円 。税 5鋼

TES第 1回 [6吟×2本]… … … ……… 2913円。〒250円

ニューヨーク講演1～ 15集 (日本語版です)

レ[各集60ウ×2本 ]・ ……………………………… 2913円。〒250円

判断力の話l∞分×1利 …………………… 2913円。〒250円

毎日、毎日カウヾ―スデー[∞分×1本]… ………・2913円 。〒250円

■癬

宇宙の秩崩鷹見[60分 ×2本]…… …………2913円。〒250円

妙 業こついて[60分 ×2本]… … … …… 2913円。〒250円

眼病の治し方[60分×2利 ………………… 2913円。〒250円

健康お調剛樹■9吟×2利 ……………………3883円。〒250円

玄米の研究[90分×2本]…… … … … ……・3883円。〒250円

食犠之夢判断[∞分×2利  ・………………………2913円。〒250円

勒 闘疑6鰯卜×2本]…… … … ……… 2913円。〒250円

心身改む去[9畷卜×2本]… … … … … ……3883円。〒250円

生鋭 動 の歴史[∞分×2本]¨……………・2913円。〒250円

郷腱 出産[9鍼卜×2本]… … … … ……… 3883円。〒250円

熱 ヒフの手当法[9吟+60ウ]・……………2913円。〒250円

無順 理 門ヽ[6C粉×2本]… … … …………2913円。〒250円

入浴法の研究[60分 ×2本]… … …… ………2913円・〒250円

人間はどこからり惇め [ヽ6吟×2本]… ……… 2913円。〒250円

アレノンギー体質の治し方[609× 2利 ……… 2427円。〒250円

婦人病の治し方[120分×1本]………………・・3398円・〒250円

略 大予言[12け×1利  …………………3398円。〒250円

正食医学フォーラム〔各集120分×1本〕…・各2913円。〒250円

レ①発熱―陰性。陽性各々の見極め方、原因の究明方法と手当て。

レ②腰痛、背中の痛み、肩の痛み―原因の究明方法と手当て。

レ③めまい、頭痛、顔色がわるい一原因の究明方法と手当て。

レ④腹痛、胃もたれ、嘔吐、むかつき、下痢―原因と手当て。

レ⑤どの食べ物が体のどこへ行くか―食物の体への作用。

レ⑥どの食べ物が体のどこへ行くか一食物の精神・性格への作用。
レ⑦今、話題の健康法を無双原理で解く/

レ③人体発生学にみる胎児への食べ物の影響

レ⑨嗜好品欲求の謎、完全解明 /― 材 たも砂糖をやめられる。

レ⑩健康的な痩せ方入門―現代流翡 エット法の善し悪し

レ①新・美容と皮膚の手当ての方法一化粧品よ、さようなら

本体価格・送料

レ⑫男女別、年齢別の美容―男らしく、九 しく、若さ、増毛

レ⑩無双原理入門 [新装改訂版]

二⑭字宙の秩序 [新装改訂版]

・ ①生命と食物の歴史 [新装改定版]

>⑩食物の陰陽 [新装改定版]

・ 〇食の段階と病気の七段階[90分×1フ同

レ①体質。年齢■拐J正食[90分×1月
レ⑩食物と夢判断 [新装改定版]

■久司道夫

人間性の医学[∞け×2本]… ……………………2913円。〒250円

世界平和と健康

レ①人間の運命一一生と死["分×1本]― -1942円。〒250円

卜②文明人の日 睦新しtヽ世界["分×1本]… 1942円。〒250円

・ ③宇宙意識編己憶の開発["分×1本]……1942円。〒250円

■佐ヶ井譲

マックさんの無双原理敦室①～⑬集(⑨集は取扱中止)

レレ[各集60分×2本]…………………………各2427円。〒250円

■さくらホールライブ [各集120分 ×1本]

飽食日本のこどもが危ない(真弓定夫)… ……各2427円 。〒250円

歯程 食養(橋本佳潤)…… …………………各2427円 。〒250円

いたみけDヽらの解放(高瀬公洋)・ ………………各2427円 。〒250円

性人類学入門講座(キム・ミョンガン)・ ………各2427円 。〒250円

子供の病気の治し方(真弓定夫)・ ………・各2427円 。〒250円

自然分娩。自然育児入門(山西みな子)…各2427円 。〒250円

現代文明の崩壊と来るべき世界(中矢伸一)各2427円 。〒250円

■PU歌集

「エレホンえの船出」[30本 ×1外]… ……………1165円 。〒250円

◎送神 ヨま梱観 セ 各みます。

◎「桜沢如一」の録音テープは数十年前の議寅のため、録音状態のわるい

もの力
'あ

りますが、 ご了承願います。

お問い合わせ先
■〒151東京都渋谷区大山町H-5日本Cl協会
●rd03134697631オ ax03134697635

八百屋〈

―

~8議
会

小田-4L鵬 瑯 2分

1999162
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酵 素 風 呂 健 康 断 食 合 宿

=II力
健康道場

佐 賀 市 高 木 瀬 東 5-21-13

0952-31-1394

,一 年 中 砂 潜 が 出 来 る

よ う な も の で す 。 酵

菌 に よ っ て オ ガ ク ズ を

自 然 発 酵 さ せ て い ま す

▼ わ ず か 15分 で 玉 の

汗 が 噴 き 出 し ま す 。

'一
日 3回 吸 い 玉 浄

療 法 つ き の 酵 素 半 断

10日 20日 30日 の

コ ー ス あ り 、 詳 し く は

お た ず ね く だ さ い 。

酵 素 温 泉 (70度 温 熱 療 法 )付

千 葉 県 君 津 市 鹿 野 山 763

80439-37-3726

送 付 す る 資 料 は 準 備 し て い

ま せ ん 、 百 間 は 一 見 に し か

ず で す 。 生 涯 の 仕 事 と し た

い 方 に お 勧 め い た し ま す 。

経営者

募 集

631Macr°bi° tique
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旬を愛でる
繊細で豊かな自然に恵まれた国、日本。移 り

ゆ 〈季節ごとに収穫される旬の素材。それら

を巧みに組教合わせ、ていねいに調理されて

日本料理が生まれます。

器にも盛 り付けにも季節感を込め、文化にま

で高めた先進性は世界中から注目を集めてい

ます。

自然を慈 しみ、自然の偉大さを知 り、それを

文化にまで育てる心をム ソーも大切に したい

と思 っています。

本   社 大 阪 市 中 央 区 大 手 通 2丁 目 2番 7号

囲 L・y―繊 式 害 社 馨期 譜朧 軍課 ■色l馨毛言

膨ζ

一日にもそにも半やかな

来の環動心をお楽 しみ下 さい
ぅ

安心な食材を数多<
取り揃えております。

・自家製金米 (玄米・分掲米)

発ニユラルフーズκモ

。オリジナル商品多数

六日間の半断食で、体内の

『毒』抜きを行います。

・痩身効果・疲れ知らず。判断力向上。疾患改善など

通いで行えます。ベテランスタッフが指導致します。

八王子市小Fl町  20-2
0426(25)00960 0426(27)0 9 2 3FAI

1999164



半断食 “宿便とり"

体質改善の決め手研修

大森英桜、牧内泰道先生直接指導…自然の中の広大なる“気がいっぱい"の スバ

ラシイ道場。経験あるベテラン不タッフの親身な奉仕で「人生 もう一度飛び出そ

う」してみませんか。●まず毎月1～ 7日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成●ニス

●道場をやりたい人 (自宅を支部道場 として経営可)

●根本的に体質改善をして自立 したい人

体質 改善と人材育成の 財 団 法人  修 学 協 会

熱海温泉道場 (短期) 桐生学園(長期研修)

〒413熱海市伊豆出1062 80557(80)2101

「木炭パワー超健康法」(日本文芸社発行、

,定価850円 +税 )無料進呈中。送料切手380円

同封の上申込み下さい。

月刊『マクロビオティック』掲載

情報の小部屋
ご利用案内
1募集要項
[サイズ]たて 59 mm Xよ こ 77 mm

[広告料金]1回 10,000円 (税抜)掲載後請求致します

[締切]掲載号の 3ヶ 月前の 15日

幸掲載希望号を必ずご記入ください。
*原稿で入稿する場合の文字数等は、右の見本を

参考にお願い致します。スペースに限りがありま

すので、編集部で整理させていただくこともござ

います。ご了承ください。原稿入稿後の校正はご

ざいませんので、楷書で丁寧にご記入願います。
*完全版下の場合は原寸の必要はありませんが、

たて。よこの比率を合わせてくださいますようお

願いいたします。囲み罫は必要ありません。

ミニコミ、新 FfJ、 料理教室、イベント、コン

サート、展示会、スタッフ募集等、いろいろな

ご利用ができます。ただ し、本誌広告基準に適

合しないものはガ載をお断 りする場合もありま

すので事敵 お周い合わせください。

[広告見本 ]

マクロビオティック
手作りおやつ教室
砂糖や卵、牛乳、油脂をつかわないのにこんなにおいしい
低カロリーで体にやさしいお薬子たち

[時]某月某日

断 ]東京都渋谷区大山町 11‐5 日本 CI協会 3階
麟 集人数]30名
[会費]無料

[問]日本 CI協会 東京都渋谷区大山町 11-5

1EL033469 7631 RX003469扇

[申込締切]開催日前日まで        *こ の広告は
見本です。

“「
燎…9e



味と健康をプラスする。

天 塩
あましお

いま再認識されている

微量ミオ、ラノン・

マグネシウム(にがり成分)

を含む粗塩

おかげさまで発売以来四半世紀を経ました。

今後共一層のこ愛顧をお願い申しあげま丸

〒169-0073東 京都新宿区百人町2丁目24番9号 (アマシオビル)株 式会社 天  塩  電麟 03(3371)1521代 表

自然農法農産物
●自然農法産米,もち米,雑穀,野菜,果物

天然海産物
●海藻乾物,半生塩乾物

無添加加工食品
●調昧料,菓子類,ジユース類,漬物

″鐘業生責失薇嵐今
〒031 青森県八戸市根城白山平21-10N動闘塞地内

事務局 株式会社 安 保商会
容 口17日 (27)5510CD   FAX口 170(27)1313け D

な

卜

整

一
ご

‥

こだわ りは

自然農法の

無農薬米から

玄米商品開発メーカー

コジマフ“ス機費繊徹 〒457 名古屋市南区呼続元町9-27 TEL 052-321-8746

『素朴な優品』
シリーズ

0「玄米かゆ」

。
「 玄米もち」

0「玄米ごはん」

・ 「玄米クリーム」

。「玄米吾平 もち」

。
「豆0水煮シ リーズ」

。
「 きねづき米」

_劃■



■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は 1行につき5′ 150円増しになります。
1マークはオーサワジャパン欄食品取扱店です。

販 1売  店 名 住 所 電 話
営業時間
休  日

主 な 商 品 ・ 催 し も の

レ
し

■
４ 海 道〉

地 球|― の ゆ め 畑 〔〒041H〕 北海道亀田部七飯町仁山425
8/「 AX o138-643264 』①。③

オーサ ワジャパ ン商
『

1、 天然酵 母パ ン、実験農
場 、無農薬野菜 センター (卸 し)宅配、地 方発送 ①

・院

ク

療

ッ

治

ニ摯一
し

ン

■
・イ

〔〒040〕 函館市松陰町3130
8/FAX o138-32-2870 ∵

Oυ
'1∞

カ イロプ ラ クテ ィック、自然食品
①

肇然食轟の店■むぎさと― 〔〒064〕 本し幌市中央区北2条 西28丁 日
を
' Oll-644 1921

101100,v191:00

10・
=

食養手当法相談 日∫・配達・宅急便可
①

一ン
一ク

オ

一

サ
ウ

）ア
・・ホ

鶴
‐ネ‐‐

[〒 0060833,札幌市手稲区曙3条 3」 目1218
t' 011-682-3625

9 =100¨-17.:00

1くЭ・祝‐
波動測定 、健康相談、手技相談 、健康 グッズ、
栄養補助 食品 「季宝J「 然J開発、販 売

〈青森県・秋田県・岩手県・宮城県・山形県〉

ち ■ ば ||な  やた
〔〒030〕 青森県青森市栄町15H
a・

「
AX o177 41 7202

オーサ ワ商 :ill、 CI13/書 、食養相談 、配達・配送可
リマ クッキ ング料理教室、野菜朝市 ①

自然食品の店ェリーナ八戸
〔〒031〕 青森県八戸市十八日町2

に
' 0178-44-6461

9:30～18,30
③・祝|‐

野草摘 、砂療 法、料理教室
①

整 骨 ‐1院  巳 堂
〔〒013〕 秋田丼l横手市追廻214
t' 0182 32-3331

オーサ ワジャパ ン商品、強健術
①

マ ナ 1自 然 食
〔〒02001〕 岩手県盛岡市高松11531
t, 0196 62 6205

9:00～19:00
1無  ■

食品、野 菜雑穀 、図書、配達、食養 指 導、地 方発
送 ①

"  
オ | ―  ク 〔〒980〕 宮城県仙台市青 r4● 区中央3107

t' 022-262-7677
9 :00-19:00

③ ‐■
食事処 「友苑 182664095料 理講習

①

自 然 食 品 た ん ぽ ぼ 〔〒98131J宮城県仙台市泉区将監10810
,, 022-373-2225

10:00～ 18:30
0 .

無農薬野菜 と無添加 自然食品全般取扱 |

①

静ワンス トップ ロャマ 〔〒990〕 山形県山形市飯塚町120番地
80236-43 0594 FAX()236-45414]

8 :00‐‐22:00
③

自然酒・無添加ワイン・本格焼酎。みりん・地元産
「J然食品。オーサワ商品〔発送口∫・カタログ送〕①

〈福島県〉

9 : 30^ヤ 20:100

◎傷4日曜督業)

五 十 沢 屋
〔〒96013〕 福島県伊達郡飯野町字町29
■
' 0245-62 3343

サ ン ‐7-卜 咲 田 店
〔〒963〕 福島県郡山けj美 日1218
t' 0249-32 4404

店
や
書

う

ん

わ

な

だ

ち
，■

に
〔〒963,福 .喘 県郡山市久留米2丁 目962
8 0249 45 6332 HllLI外 は店裏 rl宅 ヘ

|〒 9631福島県郡山市開成2415,同成山
`で

' 0249 32 0048  0249-39 7555

創空間書や蔵 (と みや)

・ＢＦ

部

Ｍ

支
玄
篠

繊
若

ＡＮ
津ＪＡＰ″

|〒 9651会津若松市人神町1413
802.1229-8H6

佛福島自然食品ヤンタ■
自然食品の専 F号 店 玄

[〒 965〕 会津若松市 箕町大字鶴賀字居台
802423218■)FAX 0242 22 1851(会 7

「〒970〕 福島りit lゝ わき |,平 11鍛治田」102
8024625-2952 FAX o246 25-2275

屋津
[〒 966〕 福島県喜多方市諏訪1561
8 0241 22 4193 FAX o241 25-7468

75-8

1大学前 )

食品、自然酒、無農薬野菜

純 11:食占l]、 CI tti::、 食養相談

純 Ji食品 、無農菜野菜、バ ン、絹綿衣類 、自然化
粧品、書籍 、食 による健康ツt、 地 方発送配達可

純 11食品、無農薬野菜、自然酒、ア レル ギー

対lL食品、洗 剤他。料理教室、講演、コンサー ト

半断食 (6日 間通 いでできます)翔 進料理教室

純正食品、書籍、無農薬野菜他販売

パ ン・lj腐 な どデイリー食品、野菜 、食料品、

健康食品、「1然化粧品、41活 雑貨 、書籍

OJ食計1、 CI書 籍、無 農薬野 菜、ラ ンチ タ イム

有、料理教室 (第 41曜「1)、 食 養相 談

無農 l.l野 菜 、純 正食 ハ|]、 CI ⅨI書 、食 養相 談、配
達、配送

7 :00-20100
■無

〈石川県 0新潟県〉

グ リ ー ン・ ノ ー ト
(環 1境 食 養 研 究 所 )

〔〒920〕 金沢市ひょうたん町7セ

な FAX o76 221 7569 8 020

山 本 助 産 .院 〔〒921〕 石川県金沢市新保本12
で
' 0762 49 4805
〔〒9230962〕 ril県小松市大領
北陸線西側80761225323「

=

〔〒955〕 新潟県二条市四H‖」14-
t, 0256 35 2468

鞠
使“快．

たわ
燿霧一

寝
快

か
部

な

一

ね

ヤ

か
チ

．０
″

「
カ

わ  ら  ベ  ー
村

「〒948〕 新潟県十ll町 市T歳町1

で, 0257 52 7842

〔〒94921〕 新潟県中頸城郡妙高
t' 0255-86 6521

●ッヂ ウッドペッカー

28金 沢駅 より徒歩8分
〕01240174

222

領中町 112松陽llrF

「
AX 0761 22 7315

4-16

r12沖 ハ イデンス2A

‥
時

Ｂ
修００ヽ郷・

‥
野

「1然食品 (試 食可・宅配イ了)、 業単茶、オカ リーサ(自

然派楽器 )、 料理教宝、食事相談、野外自然塾 O
‐６
制

”
約

００
予

|サ性・け孝L育児の ことなら何で も OK
①

10:00-19:00
.第 2、 40

マクロビオテ ィ ンク食lllo Cl占 籍。人然健康
絲1布 団他各種寝装品。食 と眠 りに よる健康法。 ①

9:00～19:llll

O・祝。第1、Ю
純i[食 品、書籍、化粧品、調理器ll卸 し 一①

10:30-17:30
④ l

純 IF食品、無農薬、有機栽培野菜、生活雑貨、

書籍、新伝統食 、料理教室 ①

高高原町杉」F沢 3178 玄米自然食、体験農園、山案内、合宿
冬はスキーゲレンデ、一泊二食5700円 より

〈群馬県・茨城県・栃木県〉

|〒 370J群馬県高崎市和田町713

', 0273 22 5484

671Macr° bi°tiquc



1髪 菫■ラ ,|二■去 〔〒373)群馬県太田市中根801
■■ 0276-31-8850

101100～19:00
‐1 01‐

自然農法農産品、純正食品、米のクッキー、食
養料理 ①

須  1藤  ■商 ■店
〔〒376〕 群馬県桐生市東久方町2621
8 0277-44 5733

91:00～20100
1 0‐

純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教
室

一①

富 前 薬 局
‐
上 原1店 〔〒378〕 群馬県沼HJ市上原町180122

■
' 0278 24 3678

け
Ｏ

漢 方薬、カイロプラクテ ィック併設
①

リ
〔〒378〕 群馬県沼田市西倉内町6811 カナメビルlF
80278233528[内線]55

10:00～ 18:00
年中無休

マ クロ ピオテ ィック商品、 自然派化粧品

アロマテラピーハン ドエ ス テ [通信販売可 ]
①

堂憩棲

オ |ウ ケ|●イ ドー| ウ 〔〒37012〕 群馬県高崎市矢中町75
■, 0273 47-3601

10:00■し19: 00

0・ 視
食品・無農薬野菜・書籍・料理教室他
自然化粧品 ①

店
堂

口頭
●

食然
友

自康健
三

〔〒371a)16〕 群馬県前橋市城東町4]H102
●/FAX o27 232 2399

9:30～19100
⑥・祝

無農薬騨 お茶・米・雑穀・海藻・菓子・等
アレルギー対策食品多数有 り 全国宅配 ①

ｙ
ぽ

ｄ

ぽ
一
ん

Ｆ

た
〔〒3010824)茨 城県竜ヶ崎市下町2895

8/FAX o297 62 4848
9:00～ 19100 マ クロビオティック食品 多数、 l■力鍋、森修

焼料理会、体 と心の健康相 談、酸素風呂 ①

ゅ力
'い

な1自 然食品店
ど・  ん

―
  ぐ

―  ,
[〒 32132〕 栃本県宇都宮市館山町6512
8028667-9200 FAX 0286-67-9204

10:Olp_19:∞
(日薩自14:0メ→
第唸。生上日G車体)

自然 食品全般 (冷食・野菜・米他 )、健康食品・薬草

茶、バ ン(ノ ヴア・ルヴァン他 )、 自然 lLT品、書籍、

自然 食ペ ットフー ド とにか く豊富な品揃え !

①

こ
―
ろ な う●く る

〔〒32105〕 栃木県那須郡南那須町大字上川井8514
8・ Fax 0287-88-0308

12■∞～18■ 30

CXD 
‐

マクロビオティックのパンとおまんじゅう

予約注文販売・各地発送 ①

セ|ニ ラ|‐チーィン1議 ツプ
なま

〔〒327〕 栃木県佐野市堀米町147堀米コーボ
t, 0283 22-8261

回
③

自然 食品全般・生活雑貨
①

〈埼玉県〉

募
チメ|ラキ|ち

7.贔
〔〒3380803〕 埼玉県浦和市皇山町231221
8・
「

AX 048 833-9329
キi卜統

:0' 料 理教室、健康本H談、 ダ イエ ッ ト相談、書籍

堂陽太
〔〒343〕 埼玉県越谷市大沢4105
t, 0489-62 3479

9100～20:0010■ ‐純lF食占:|、 野菜、自然化蒲t品、書籍、料理教室
①

ヴィスサ ∵■ポーリエ 〔〒3190217,埼 玉県南埼玉郡白岡町小久喜944 1
アルカディア101 80480 92 4558 FAX0480 92 7149 ∵犠瑞

:09 本 の香 りのお部屋 (床 ドは大量の備長炭)で氣

の オイルマッサージ・ 整体・ 遠赤外線サウナ

大 1構  自.然 ‐食
〔〒350〕 埼玉県川越市霞ヶ関北42217
8 0492 32 9445 liOU9:l:

無農薬野菜、食!∵ |、 図書、化粧品、配達、地方発
送、料理教室 ①

乱島ち進ま罐織
〔〒354〕 埼玉県富士見市鶴瀬西2236
■
' 0492-51 3498

9 :00～19:00
■ ③l視 |

料理教室 (マ クロダイエット)、 親子教室、純
正食品、図書、1こ販 ①

た .べ も の く ら ぶ 〔〒355〕 埼玉県比企都滑川町月輪9821
7' 0493 62 7161 11089:l:

配達 いたします。料理教室
①

小 メ:1自 然 食 品 店
〔〒362〕 埼玉県 11尾 市 l:町2725
t' 0487 74 850.1

10:Ⅸン019:00
1 ‐◎

純正 食品、有機農産物 、浄血 指導、料理教室
①

〈千葉県〉

自然食品の店たんぼぼ

食 ,71、 無農薬野菜、料理講 Ftil、 勉強会、配達
市  '|1 平 和 堂

自然 食 の店 シ・―ズ ン

無 農薬、有機栽培野菜、純 正無添加食ギ]、 特

別栽培米、EM菌 関連、波 動関連、雑貨、書籍

蔵元直送純米銘酒、天然 フ イン、0」 食古:l、 生

活雑貨、地元産 自然農産 物仲 介、全国lι配可

食Ih、 無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送

9 100´‐181:00
正月・盆自 然 食 普 及 会 三 健

91110～20:00

自然食品の店たんぽぽ

自然食品`,有機農法野菜 。

無添加食品無農薬野菜 、CI図 書、天然素材雑

貨、本H似象の会第 4◎ 料理教室第 406:顎醤謂日 常 素 材 の 店
カ     ム    ー

ヘ

個 人別食事指導 予約 制 。無 農 薬玄米・雑穀・調

味料・オーサワジャパ ン商 品 多数。パン、菓●
‐

〔〒272〕 「葉県1り |1市 Yl大野3

2, 0473 37-5072

(〒 272)F葉 り[tll川 市真間3

7, 0473 22 0810

〔〒27201)「葉県市川市行徳駅前2

ションlF 8 0473 56 6166

〔〒271,松戸市根本■)2103常盤線及千代田線松戸
駅西 11ド車歩 8分 ● 047363188)

(〒 28925〕 「葉県旭市中谷里2526
●・FAX0479 63-9554

〔〒277]千葉県柏市泉町657
7' 0471-67 11)97

〔〒273〕 千葉県船橋市本町117
■, 0474 25 2211

(〒 273)千葉県船橋市馬込町942

■, 0474-39 7493

〔〒286)成 Hl市並木町15614
8 0476 22 9387 FAX0476

〔〒120〕 足立l轍瀬3129
80356822758 千代Hl線綾瀬駅束1徒 /j/3分

〔〒106〕 港lK麻布 1番2213
● 0334518966郵 使llx替 東京O18913

〔〒H2〕 文京区大塚674 グランドノ、―ル小石川6(2

● 033913-9510

〔〒112)文 京区関口1179
8 03 3269 0833 FAX 03 3269 0627

〔〒H3〕 文京区根津l

80338230030

純■:食 品、無農薬。有機野 菜 、生活雑賃

〈東京区部〉

I」 然食品・生活雑貨・イJ機野菜・天然酵母パ ン

備長炭・オーサワジャパ ン商占|]・ 豆腐・納豆

野菜 、r71産物、食養相 談

ヒフ ミ食、難 ll● 克服 指導 、他

ラン
'レ

ストランH:30ヽ 14:00、 貸切パーティ

ー、タータリング、料理教室、研究会、食n.販売

但 し 5時ヽ営

不 ■二 自 然 食 品

未来 食 ア トリエ・ 風

自 然 食 根 津 の 谷

1999168



簡″自然1食 品センタニ 〔〒125〕 葛飾LK高砂8135
2' 03 3600 4322

91100■‐201‐ 00
■ O■

無農薬野菜、果物 、料理講習、勉強会、配達
①

粧
恵

」
三

一
品

メ■
食

■
然

プ
自

[〒 143〕 太旧区山王215大森駅ビル ララ地下2階
2' 03 3775 0403

10100^■ 20:100
第 3‐④ .

有機無農薬野菜 、海産物、配達
①

ン
店

ヤ
沢

ジワ

■一

サ
「

一
　

・

オ
東

〔〒151〕 渋谷区大山町H5(lF)
8 03 3465 5021 Fax 3465 5022

ｏｏ
中

〓
年
■］黎縣

‥
月

１０

正
日本 CI協 会食 品 事 業 部 無添加・純 正 マ ク
ロビオティック食 品約600品 目。無農薬有機栽

培の野菜・果物・米・雑穀。天然酵母パ ン多種。
天然にが り豆腐。手 づ くり冷凍惣菜。圧力鋼・

土鍋・浄水器 アル テ ィマ・肌着・タオル・絹 製

品。 自然素材の生活雑貨各種。

①

マ クロ ピオ テーィ

'|クシ ヨ ,プ fab
〔〒152〕 目黒区柿の木坂22020(1階 )

8 03 5729 0157 FAX 03 5729 0158
11:00-20:00
・ 本| |

食事相談が受けられるクリニック併設、料理教
室、自然食品、化粧品、CI図書、呼吸法指導 ①

久司道夫認定自然食品店
ク|シ ヤクロ世田谷店

〔〒154,世 田谷区若林3920 ライオンズマンション
lF で,03-5433 7361 FAX o3 5433-7362

10:l10-● 21 :00
年中無休 ‐

無農薬有機野菜・ 穀 類 、自然食品、自然化粧
品、アロマテラピーのオイル、生活雑貨 、書籍 ①

海 の 精 株 式 1会 社
[〒 155〕 世日1谷区北沢2389
t' 03-3460-3961

009 :00-17
. ③・■

自然海塩“海の精 "配布

経1堂 自然食品セーンタ■
〔〒156,L田 谷区経堂23
て
' 03-3428-9555

噂Ю
/Hし 1～ 19時営業 自然農法野菜 自然食計1他

①

場道康健
〔〒151)渋 谷区代 木々1548
2' 03-3378-6871

9 1001‐ 171:00

0・ 祝
サンゴ草、梅醤番、豊 寿、陽泉

`―
サ ワ商品

毎月第 4日 曜午後 1時 よ り勉強会 0
0 ミ ナ 本1 店

「〒165〕 中野区新井52011
E' 03-3385-6058

10:00-18,00
0■ 視■ 濡]僧見πぶ薫レ

トBlFはやおき村③10:
①

力 |テ リ
ー
ナ|ヘ ル ス 〔〒168〕 杉並区方南21815

t' 03-3313-7700
11:00`ヽ -20100
・ 第

'ヽ

4①
第 1、 30・ 祝12:a)～ 休み正月・盆・5月 連休各5日

部内近郊無料配漣 有 無農薬野菜、各種自然食品 ①

高 1覇 馬‐場 1鍼 療 所

=バ リ・減量塾併‐設二

〈PUネ‐ム・モーヘ|ン )

〔〒169〕 新宿「/高 田馬場12414加藤ビル3F
80332050495(FAX共 通)

JR高 田馬場駅徒歩 3分 ((加藤眼科のビル)

9 100～ 18100
O

ハ リ治療、姿勢 の ゆが み、ア トピー治療、キ チ
ン・キ トサン学習会、

「
操体法をLIS際語エ スペ

ラン トを使 って世 界へ Jネ ッ トワー クづ くり
①

了争F羞響亀t√聾袋〔〒1701豊 島区 L池袋4201
60339169102

10 1 11kl～ 18100 健康指導・書籍な どの広報活動外

塁の安
〔〒171〕 豊島L/N池 袋2234
t' 03 3987 0952

l1100^■20:100

③ l
自然農法野菜・玄米・浄 水器・無添加近海魚・特

殊
′
卜乳・本・宅:配有 ①

自 然 食 糧 品店 味 穂
〔176〕 練馬区栄H珂 4013
t' 03 3948 5701

10'00-19:00
● ①  l

自然食糧品
①

富士見台聰 然1食 品1店
〔〒176〕 練馬区貫井31416
で
' 03 3990 6773

9 :00^・ 19:00
101 1

自然農法食混1、 野菜 、化粧品、図書
①

園農藤加
〔〒178〕 練馬区西大泉2144
t, 03 3925-8731

活性発芽玄米餅製造 、発芽玄米パ ン、発芽玄米

粥、加藤式ベ ッ ド“御1床 "

べ

ヽ

ナ

ツ

タ

ケ

ツ

」
一

ス

マ

コ

ス

輸

ュ

〔〒136〕 江東区亀戸1347菅谷ビル
80336376906(I=AX共 ,重 )

10:00^-20:00
‐OI ■

無 (低 )農 薬野菜・ノー シュガークッキー・ム ソ
ー・天味・正直村 な どの他 、アレルギー食品 ①

ノ|ラ |ウ シ ラ|イ |ス 〔〒135〕 江東区福住1715
て
' 03-3642 (,241

∞
一

・８
視

眸
③．

WI101´ E F00Dな お菓 子製造・卸 し、店頭

販売あり。お菓子教 室・ 食事会開催 ①

ナ
'ユ

ラル 小 岩 店
〔〒 133〕 江

「
i川 区南小岩72415小 岩 ステー シ ョンピ

ルボポ 1階 80336723710
10:00～ 鱒 :00

第3⑥
健康食品、自然食品 、有 機 農法野菜、自然化 粧

品等、配達あ り ①

ア ル フ ァ =
〔〒123〕 足立|ス梅1l16141 東武線梅島駅
て, 03 3889-2651

11 :00-‐ 18:00
90爆

自然食品(野菜含む)、 健康食品、化粧品全国
配送 ①

〈東京市部〉

ほう|す し`えん自然食品店
〔〒182〕 J.l布 市仙川町1961
t, 03 3326 2356

10:001■19100
0

無農薬のお茶。有機野 菜・果物、純正食品
①

ビニ|■ テオプラザレモン
(‐ 1美 ■容■ 室‐ )

t〒 183り 府中 ll宮町126プ ラザワンビル211
80423648262 京:[線府中駅南日正面 2「

9 :00～21 1100

第,④  ll

髪 とノ、にや さしい、ベ ル ジュバ ンス (弱酸性
パーマ)・ 肌に安全酸性 ヘ アカラー・ ICD会員 ①

自然食品|の 店たなかや
〔〒190〕 立川市柏日J4516
t' 0425-35 5227

10100,ν18:
■ 無

無農薬野菜、純正食 F,、 浮津宏 子先生の料理教

室 ①

JAPAN蒼 玄 MBF
株 式 会 社 薔 玄

〔〒192)八 王子市小門町202● 0426250096支部/

1こ野、会津オ∵松、他各地サークルあり
10100■■19:100

無
半断食 (通 いでで きます)純 1[食 品販売、蒼玄

雅楽部、翔進料理教室 、翔進懐イi「 蒼玄 J
①

イ ノ チ の糧 屋 八 王 子 店
〔〒193〕 八 F子 |「 めじろ台4125
8 0426 63 591l FAX 0426-66-4622

10:00-18: 30
③。第3①

純正食品、無農薬有機野菜、自然化粧品、ア
トビー対策商品、月の最後の金」:Hは セール ①

ドリームス・カム・トウル
■は (適1称 ダクヽ )

〔〒202〕 保谷市新町5520
t' 0422-36 2055

9100‐ 21:00 自然食品・自然化粧品等の通信販売及び卸販
①

八‐■丈  自 然 館
〔〒10014〕 八丈島八丈町大賀郷7590
t' 04996-2 1800

9 :100・-20:00
祭

鍼 灸、レス トラン、食 品販 売
①

〈神奈川県〉

〔〒2290028〕 相模原市並木319
t, 0427 54 6168

〔〒257〕 秦野|「今泉323H
t' 0463 82 6036

〔〒213〕 川崎市高津区末長2243

ガイ ア|フ ニ|ド ツパ カ|ス
ダ イエット体質改善 セ ミナー (宿泊、通い有 り)

自然食喫茶、天然酵母パ ン、西洋陶芸教室、自然

整体、自然エステ、無農薬 自然食品、雑貨、販売

ヤ■ニ ホ ー ジ ュ
(穀菜食ンストラン鉢健静

食事は予約制、月 3回料理教室開催、☆毎月第
一日曜“節の食事会"ご予約お待ちしております

山■崎 1鍼 灸1指■
=院

鍼灸、指圧、小児鍼、食 養相談、PU会 、勉強会

69 Macrobiotique

て
' 044-865-5581



塾
所
■

生
談
ヽ

藩
湘
餃

力
病
酢

瀬
喘
一

無
病
癒

自
難
病

〔〒225〕 横浜市青葉区すすき野142304
田園都市線「あざみ野駅J前、あざみ野センタービル
Cホ ール 奮・FAX 045-902-2034

10100■し17:00
■⑥.:①‐

食養相談、病気別各種操法、気功、自律調整
法、呼吸法、各種健康法、心身統一道 l①

自 然 食 轟 セ・ン タ ー

弘  明  寺  店
〔〒232〕 横浜市南区中島町481
80457123339 市営地下鉄弘明寺駅徒歩 3分

10111001く'19100 オーサワ商品・CI図 書・食品・野菜・玄米・雑貨・化粧
品・アレルギー対策食品 配達・全国発送可 ①

八 百 屋 花 岡
〔〒247〕 横浜市栄区 L郷町258

t' 045-891 0322
10:00^-19:00
●①。祝

野菜、食品、石鹸、書籍、配達、料理教室、

勉強会 ①

ヤ
店

イ力

口か酢
ッ
庫

ラド
文

〔〒236〕 横浜市金沢区釜利谷東2213
京浜急行金沢文庫 80457881221

10: 00■‐19:30 医薬品、健康食品、 自然食品、化粧品、生活

雑貨 ①

す こ や か 広 場

(〒 244〕 横浜市戸塚区戸塚町H8
8045-8Xl-7636 FAX 881 2772
JR戸塚駅西日徒歩約5分

10100■‐181100

0・ 祝
戸塚センタ■そば

ォーサワジ ャパ ン全食品、野菜 、天然酵母パ

ン、冷凍食品、食器・衣類 、生活雑貨、図書、

健康全般 の相談、浄血吸 Fに療法指導、通信販

売、近隣区内無料配達可

①

洞陽陰
〔〒249〕 神奈川県iJ子 市逗子5328
t' 0468 73-7137

10:00～ 19:00

③‐ ‐
食品、無農薬野菜、

「
腐、化粧品、食養11談、

配達 ①

ゆうき薗然健康食品店
〔〒249〕 神奈川県逗子市久木2511
t, 0468 73 8050

10:00～ 19:30
1 ‐

祝 ||‐   ||‐ ①

ま  ご こ  |ろ  |や 〔〒250〕 神奈川県小田原市東町395
8 0465-34-9612

131100-17:00
0。 OI

純正食品、CI図書
①

八百屋 穂 (み ず ほ )

〔〒259H〕 伊勢原市桜台11212
80463-96 0108 FAX o463-961215

3010 :30^し 18:

‐⑥ :③
有機無農薬野菜、無添加食品、海産物、豆腐 、
バ ン配達 ①

〈山梨県・長野県〉

マ ル ナ カ
ー

薬・局
〔〒403〕 山梨県富■:古田市ド吉田251

■
' 0555-22 0200

9100r■21:00
第 2、 4③

漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
①

輔  光  彩  工  芸
〔〒40701〕 III梨 県北1確郡双葉町竜地3049
TELo551 28 4181

9:00^。181011
. ① ‐

貴金属装身 Jl

善
ス

改
″

フ

オ“″
フ
リ

ア
■
ン

ラ

・セ
〔〒409161山 梨県北1』摩洲

`小
淵沢町 L笹尾33321314

8/FAX 0551 36-3218
ハガキで資料を
請求下さⅢ

滞在型自然療法施設・断食(半 断食)コ ース、毎週
H曜～6泊 7「 1治療付き、週末コースあり。食品販売。

オ
〔〒383〕 長野県中野市西 l丁 目123
80269231878 長野電鉄線信州中野駅徒歩3分

マクロビオティンク食品・有機野菜・パン・

生活雑貨・図書・健康カウンセリング ①

夢
テ

墟

ツ冷【
ヨ
ム

シ

ロ
．

や

い
〔〒39983〕 長野県南安曇郡穂高町登里
t' 0263 83-3838

玄米 自然食洋風 」― ス料理、天然酵 fサ パ ン

コーガ、料埋教室第 3火 曜「1 ①

JAPAN蒼 玄 MBF
長■ 野 1支 ■ 部

t〒 380,長野市屋島1769

8・
「

AX 026-222-7345
”
無

半断食 (6日 間 l llい でで きます)翔進料理教室

純正食品、書籍 、無農薬野菜他 lll売 ①

食
■伎

筏
快

一　
ェ

自花

ア

〔〒386う 長野県上Hl市上塩尻4541
80268-21-4187 FAX o268 21 4188 ］⑩

①

〈静岡県〉

自:然 食 品 |‐ 二 味 調和
〔〒437〕 静岡県袋井市III町27]
て
' 0538 44-2107

lXl～ 19
‐

|‐

‐
O‐ |‐

‐
有機野菜・ 自然食品
EM(有 川微生物郡 )関連・竹炭 ①

く す |り の 旭 日‐堂
〔〒432)浜松市鴨江2431遠鉄ストア内
t' 053 453-7811

10:.00^V22:00 自然食品、健康食混l、 電磁波防 lL品 、医療用具、
MD化 粧品、有機野菜、医薬品

一①

フ

イ
イ
ル

ラ

モ

然

ス‐

， 日
一
コ

〔〒433〕 浜松市高li町 38821
2' 053 438 8323

∞同③
．

無農薬野菜、自然食所イ:、 健康食器、オーガニ ック

コ ントン、波動 関連、雑貨、書籍、自然化粧 品、

天然酵母パ ン、ア トピー食品、配達
①

場
園

遭

ユ学
泉
シ

妊
ゆ

食

フ

囁
生

半
桐

〔〒4131熱海市伊豆山1062

● 0557802101(代 表)

毎月 1日 ～ 8日
基本研修

「宿便とりJ半断食・拡大な施設と20年 の歴史
「指導者養成 l  道場開設 自立営業の人に ①

一
所

夕
養

ン
保

障
会

健
っ

豆
ど

伊
み

〔〒41302〕 静岡県伊東市八幡野鉄砲塚1737
● 0557 54 001l URLヽ ttp//www izu cojl)/
kcn E n,ailiizukcnO izu co jp

年中無体 断食療 法・食事療法・物理療法 (脊 椎矯 lF真 空

浄Im療 法等)総合的な健康づ くりの場 ①

彿伊勢吉健 幸 事 業 部
t〒 410〕 イ{津 市仲町40番地
8 0559-62 0217

91130■●18:00 H6年 7月 28日 より健幸事業部を発足致 し
ました。健康器具、マクロビオティック食」:。

①

店

ン

品

｝

食

グ

然

士

自

寓
|〒 418〕 静岡県富士宮市北町413
80544-223741(二 iニ コ :十 コイ)

10:00-18:00
毅F桑

`6t願

雷慇覇尉
l審上野 ①

ド・ ンヽミ フ ぁ 早 ム 〔〒418〕 静岡県富士官市若の宮町llll)

を, 0544 26-2811
10■ 00-18:00
・ ③・

無農薬野菜・無農薬果物他 こだわ りFl然食 品
いろいろ ①

のびらわ
〔〒424〕 静岡県清水i「港町2713
■, 0543 52 9649

10:30■。191:00

③
無農薬野菜、無添加食糧品

①

カ ミ  ナ  リ  ヤ 〔〒420〕 静岡り1ミ 静Frl市銭座町681
t, 054 247 8754

10:00^‐ 19:00
1 無休

有機野菜、食
『

:

○

0シ ン

'玄
米ッ子の金

〔〒427〕 静岡りI

を, 0547 36-43
島 III市 中央町1422 10:∞～17:00

0・ 視
料理指導、食品販売

①

詢 モ リ モ ト 記 章
〔〒438〕 静PFl哄

て
' 0538 32 30

磐Hl市 中央田112215
6

10100～ 19:00
0

′―サワジャパ ン商品、自然食 Fl

リブレフラワー関連商 urll
①

ナ チ ュ ラ ル バ ウ ス
正芸サ|ロ ンーあいそめ

〔〒438〕 静岡県磐|口 市国府台715
t' 0538 34-4401

10 :00-18:00
0

マクロビステ ィンク食占11(|も 然食品 )、 オーサ

ツジャバ ン商品、 11芸 計l

①

静 岡 長 生 意
〔〒43712〕 静岡りI(磐 Hl郡福田町中島9912
●/FAX 0538 55 4348

9 :30-18:00
0

無農薬きねづき玄米生筍|(年間各地発送しま
す)

①

1999170



〈愛知県〉

サ
ー
やデイニバウス・玄気 (〒 442〕 愛知県豊川市市田町大道ド17

■
' 05338-6-5679

日
③

無農薬野菜、食品全般、化粧品、プ ロポ リス、配

達 ①

コ ジ ヤ フ ー ズ 〔〒457〕 愛知県名古屋市南区呼続元町927
t' 052-821-8746

8 100-19:00
③・祝|

自然農法米の販売、玄米餅、玄米粥、玄米ごはん、
〔大豆、ガヽ豆、金時豆、黒豆〕の水煮等製造及ι囁

0若 宮 食 糧 販 売1所
〔〒471〕 愛知県豊田市若宮町638
て
' 0565 33 0687

8 :311-20:00
.O‐‐

自然食 品、化粧。。、配達
①

店

一

の
ジ

食

ロ

然

コ

壺
ロ
エ

〔〒471〕 愛知県豊田市高原町434
80565-350238/FAX 0565 35-0216

∞

　

・
］Ю・

健康食品、無農薬野菜、化粧品、シルク生活雑
貨、浄活水器、書籍、純正食品

へ 々 ンー‐― イ イ|ヽ
〔〒444〕 愛知県Ffl崎市柱曙 1「目1011
80564-52-7000 FAX 0564-52-7H9

10: Oll-19100

1101‐
無農薬野菜、食品、化粧品、自然酒、オーガ
ニックワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配 ①

椋乃塁 (^ク ィ|ク ト|)
〔〒487〕 愛知県春日井市押沢台71017
80568-91 0666 FAX o568-91-4445

００
●日

０
高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水“活"

取扱店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼 ①

〈岐阜県・福井県〉

自然1食 品|´ 一ヽ
―
ドピア 〔〒503〕 岐阜県大垣市鶴見町6286

`' 0584-81-0211

10: 眸 18:l10
■年中無体 ■ ①

=食
と1自然食島ヤ|ナギヤ 〔〒500〕 岐阜県岐阜市織田塚町12

t' 0582 45-9355
101100・ ■20:00
0:祝輸裁10

食品、自然野菜、米、書籍、鍋等、IF食料理教室

齢  ヒ| ブ  モ| ト 〔〒910〕 福井県福井市堀ノ宮1803 市内バスニ郎丸
1蜀地下車 1分・第2堀 ノ宮下車 3分 807762138H

8:30～ 19:"
■ ③

‐ 体質別食養指導、料理教室、感性医通
①

〈二重県・奈良県・和歌山・滋賀県〉

楽 食
‐
ら く だ 塾 〔〒512〕 二重県四H市市大ヵ須賀4919

80598634990/「 AX o593 63 4989
14■ 1011-20:00

0貶ⅨOに営業
食品等販売、食育相談,勉強会、らくだ教材に
よる学習塾 (通信受講可)。 案内書無料送呈 ①

信1貴 山 断 食 道 場
〔〒636〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
t, 0745 73-2507

毎年11/11-lν 20

のみ休み |
断食 または半断食 とlE食指導

案内書送 呈、人場費 l泊 5,900円

ン
舎

シ
う

一　
一一

テ

こ

・ス
　
一

ス
ん

べ

け
〔〒520〕 滋賀県大津市唐橋町1414
t' 0775-37-3878 〕Ю

自然食
『

】、漢方薬、鍼灸、操体法
①

日本マクロビオティック
フツースクー/1/北漢学園

〔〒5200513〕 滋賀県滋賀郡志賀町荒川730 1JR志 賀駅
8077-5921145「 AX/8o77-592-2234

PU教育 に拠るアルタナティプスクール 小中学

部、1)U合宿 (健康相談・千当・運動・食事指導)

〈京都府〉

り  ま |ご .こ  |ろ 〔〒603〕 京都市北区等持院東町4946
8 075-461-5550 Fa、  075 461-5575

良書通販。良書
要約集発行販売

資料 は「MacJ・ aを 記 し請求 (240円 切手同封 )

資料 で人生 に極 めて大切な事が分 か ります

ウ
=|ン

デ|ィ ‐・ マや
〔〒603〕 方て都市北区紫野宮東町175(堀川紫明束へlα )

nl南側)80754114160
10:00～19100
11111‐

                             10                     11 

‐
|‐

無農薬有機栽培野菜・無添加食品・4L活雑貨・

自然化粧品・絹・オーガニックコットン・機
能性食品等

①

マ クロ ビオ テ ィック
〔〒606〕 京都市左京区高野蓼原町77
て
' 075-711 4551

弁当 (予 約制 )、 ll食品、書籍
①

ヘ  ル  ス  伏  見
〔〒612〕 京都市伏見区桃山町7・l島 7 JIく 桃山駅Jl150rn

t' 075 611 0337
10:00-20:00

⑤
純 IE食品、洗剤、無農薬野菜、リマ・クッキング

アカデ ミー京都伏 見教室 ①

〈大阪府〉

ム ス ピ ガ ー デ ン 〔〒5401大 阪市中央区大手通227
τ, 06-945-0618

健康相談・料理教室・玄米弁当・喫茶軽 食・講演

協食正
〔〒540〕 大阪市中央区大

「
通227

t, 06 941-7506
9:00～ 18:00

・ OI‐

料理教宅 、本部講座 、研究会、人間講座

家のぎ

一
む

[〒 5320002,大 阪市淀川区束二回4175 1階
2, 06-395-7806

10:00-18:30
‐‐‐.(Eて ∋ |

純lF食 :l::、 無農薬野菜、健康講習会、 F坂式
ミネラル健康法 ①

、ツ■|‐ 朧1海 フ|■ ズ {〒 533〕 大阪市東淀川区束中島12012ユ ニツーン新
大阪ビル414号 8064613528

10:.00-17:00
①‐④・③`⑧

西d達
①

マクロ オゞアイーツク研究
所||き ち|ち ん :く らぶ

〔〒52200
t' 06-582

〕大阪市港区南市岡3 131 JR弁天町駅
770 FAN/8o6-582-2278

10:00^´ 20:00
1日・視|

純 lF食料品・r)u書籍・第 3(Dイ ノチの勉強会
健康相談・手当・運動・食事指導 空手道教室 ①

ズ

ン
｝フル

．．一́

ラユチ
一

ナ

グ
〔〒573〕 大阪府枚方市楠葉朝日163
t' 0720 55-0111

10100-20■ 00

Cン 第3④
野菜から食品]全般・関連雑貨まで、高

`T:質
な

ものを取揃えています。 ①

卜T9貯
IttT翁 〔〒580〕 人阪府松原市河合263

80723329293看 板なし
”
無

００

．
操体法指導 しま ケ

①

自然派ケー‐キ洋案子の店
'コ

〔〒580〕 大阪府松原市高見の里4437
80723-34-3469 FAX 0723-34 1143

9 :00-20‐ 1001  
④

全 lrl品 砂糠不使 用、原材料厳選、無農薬有機

栽培品、 オー ガニ ックを使用、全国発送可 ①

健 康 の 家 た て い し
〔〒583〕 大阪府藤井寺市小山884036
t' 0729-54-2048

10:00´ ■19100
0

75坪の店舗、受注販売、食品、化粧吊:、 肌着、書
籍 ①

ト
〔〒596〕 大阪府岸和Fll市加守町4299
8/「AX 0724 43 2566

10100^し 19:00
0‐

料理教室、健康相談、アレルギー対応食品
無農薬野菜、自然食品、食品化粧占:I

①

〈島根県・岡山県・広島県・山口県・鳥取県〉

"「
Ӹ
“甲

e

自 然 食 百 科 様 の 本
〔〒71001〕 岡山県倉敷市藤「

l‖r天城2221

■
' 0864-28 8227

91:00■ し19:00

■ O‐ ‐■
無農薬野菜 と自然食品豊富な,71揃 え 配達有

①
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ポ

ウ

オ
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■
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″

ス
●

ヤ

タ
〔〒725〕 広島県竹原市下野町3136
7, 0846-22-6121

抑
Ｑ

い
０

江
Ю

純 I「 食 品、無農薬食品、野菜 、生活雑貨、書

籍 ①

C葵皆 I
〔〒734〕 広島県広島市南区皆実町4112
80822552846平 賀佐和子

毎 月第 4①例会、料理講習 、PU勉 強会

う● さ|  ぎ  |‐ 量
〔〒734〕 広島市南区字品神F15111
t, 082-254-7070

10:00.～ 18,00
G)明 1回く蛍D

自然 食
『

1、 健康食品、書籍 、生活雑貨。

民 芸品、千づ くり雑貨 、 リサ イクル品、他 0

友愛堂東洋伝統医学院
〔〒733〕 広島市西EK「 三篠剛21223
を
' 082-237-2862

9:00～ 18■ 00

0:第 30
食養、整体、気功、(予約)気功教室

山 口健 康 生 活 セ ンタ ー 〔〒753〕 山口県山口市道場門前2]目 422
80839231842(本 書

`8 08397 2 38α
l)

10:00～ 13100
0

各種相談

会

＞恵

陽

ス一綺
取
養食

鳥
＜

〔〒68923〕 鳥取県束伯郡東伯町徳万12026浦 安駅前
80858522213井 li裕 恵 無

大森 先生講演会、リマ・ク ッキ ングスクール、

食養相談、CI図書、リマ・マサバ化粧品 ①

有 限 会 社 ツ ル シ マ
「〒747'山 口県防府市南松崎陶54
80835-22-0347 FAX 0835 22 0316

9 :.00-17: 00

⑤・祝・第l①

〈愛媛県・香川県・徳島県・高知県〉

愛媛純正食品センター 〔〒790〕 愛媛県松山市道後樋又H15
80899252635菅 本フジ子

8:00～20:lXl

.第 40
料思教室 (毎l lN)東 洋医学 会

①

ち ろ ワ ん 村
「〒7α )〕 香川県高松市栗林町31024
,, 0878-37-2976

10,00～ 19:lXl
.■  無

無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富
な品揃え、宅配有 ①

屋集
〔〒7■ )〕 徳.喘 県徳島市庄町1]「 14
で
' 0886-32 8238

10:00↑‐19:00
■ ③  l

天日製塩ニガリ11腐・自然農法野菜・他モリモ
リ/ ①

マク.■ ピオティッ ク玄
「〒780〕 高矢1県 高知市八反町11268
t, 0888-21 2173

9 :00-20:00
1  無  |

配達有、書箱販売、IF食料 理講座、玄米弁当
①

〈福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県〉

サ■|= ■ サ■イ |ド
〔〒813〕 福岡県福岡市東区舞松lll1 8 16(束福 IYl自 動
車学校そば)80926810883

lll i lXH19:00

0・ 祝
食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品

①

院
理

医
文

科
井

内
石

康
長

愛
院

〔〒830〕 lll岡 県久留米|ド南町130番 580942215556
Hond〕 agehttplヽ 口″w kiE cO"1稀 ibl11,E nl」 lj稀 わmlktrtmehamor l「

19 :004ヽ 18:00
CC汗後。③祝

入院応需 案内書80円 切手 4枚にて送付
FAX 0942 21 5690

ス
体

■べ
整

スグ

ヵ

ン
・

ナ

ナ

一一一・一一●
じ

タ

〔〒830〕 福1岡 県久留米市宮 ノ陣町宮瀬4501i士 ビノし
201号  80942373()67

9 正 食指導・ヨガ教室・治療 院
①

ナチュラルフアニム高田
〔〒841〕 佐賀県鳥栖市平田町3016
■
' 0942 83-0238

食品販売、配達
①

特 EMオ ーガニ

'ク

〔〒8574701〕 長崎県北松浦郡小llF賀 町笛吹1883

8/FAX 0959 56-3747
7:llll～ 21:00

無休
自然食品・純正食品・EM関連商品・7L製品・
EM有精卵・書籍・喫茶店 ①

天 粧 子 飼 店
〔〒860〕 熊本県熊本市東子飼町35
80963434043福 山敬救 無

体 質別 食養相談・オ リー プ自然美容法
①

天 粧 下 通 店
〔〒860〕 熊本県熊本市下通148
80963549161福 山絢一t18

10:00‐ヤ19:00
第1、 aO

体 質別食養相談。オ リー プ 自然美容相談
①

場
＞

二
年

腐
３

豆
応

品
魔

食
業

部
．証

岡
●

〔〒86146〕 flE本 県 li益城郡甲佐町岩 ド143

2, 096 234 0147
7 :00-19:00
■ ③l ll‐

純正豆腐、食養研究会、焼豆腐のみそつけ
①

ミドツー健康食センター 〔〒860,熊本県熊本市本イ14118
2, 096 372 2660

”‐８Ю
００
第

純正食品、自然食占:i、 優良健康食品、無農薬農
産物、自然化粧品、書籍 ①

大分健康自然食ャンタ‐ 〔〒870〕 大分県大分市府内町1320
8 0975 32 2853 FAX o975 32 3029

10:00-18:30
■OI祝 |

無農薬野菜、果物、玄米 、自然食品、配達有
①

t lこ  ―ろ 広 場
〔〒870〕 大分市東春日町1523
2' 0975 37 1193

・８
視

卜
∈

無農薬野菜・安心 (だ もの をは じめオーサワ・

ム ソー・天味などの無添カロ食
『

1を 扱っています ①

a,,ζ轟為rlぶ
〔〒877)大分県日田市城町14242
2' 0973 22 2282 ⑤

家庭 内教育プログラム (FMI・ SMI)販 売

菜季四
〔〒890〕 鹿児島県鹿児島市宇宿3406
● 0992-59 4902

9‐ :00-201100

①・ 0・・
無農薬玄米、野菜、0」 品、地場加工

『
:、 食養相

談、料理教室、ヨガ ①

0■ 紅 |‐輝 商 会
鹿 児 島

‐
健 康 の 会

〔〒890〕 鹿児島市荒田2373シ ャトレ21101
■
' 0992 51 8440

食養入門教室、料IIF教室、オーサワジャパン商品
SBK商品、純正食品、化粧品、健康美容・美顔 ①

大 tl食 養村 りIl上 寛1継 〔〒89525〕 鹿児島県大国市宮人169835
8 09952 8 2708

特選三年番茶、テッカミソ製造、純正食品販
売、無農薬栽培 ①

村然天
〔〒89144)鹿 児島県熊毛郡屋久町麦Ji335(高 14)

● 0997472541、 7-2922(FAX兼 )

心身魂 のいこいの場 、案 内書62円 切手同封請

求 ①

〈沖縄県〉

自然食品センター陽報 〔〒900〕 ツト縄鴫t那 覇市久茂地、3H8
■
' 098 861 7195

10:K10～19:00
0。 視

食養相談、料理教室、書籍、純正食品
①

紅‐葉 純 正 食 品 店
〔〒902〕 沖縄県那覇市寄宮174

■
' 0988-54-0296

10:lXl～ 20:00
10 書籍販売、純正食品、食養相談、0」 全商品取揃

①

1999172



〈薬日本堂〉

:奮暑脩

品川店 〔〒1080074〕 東京都港区高輪32529
南il ビル ● 03-5420 4193 FAX o3 3280-1684 いい一

●薬 日本堂の健康相 談・ 漠方相談・養生相談

相談の基本 は、「― に養生、二に薬Jです。

東洋医学、ホ リステ ィク医学、生活養生法 を

修得 した薬剤師が専任 の相談員 として、お客

様の ご相談 をお伺 い してお客様 ひ とりひ とり

に合った漢方薬 をお選 び し、生活養生法 を出

来 るところか ら丁寧 にア ドバイスいた します

●主な商品

漢方薬、民間薬、健康食 品、薬膳食品、オー
サ ワジャパン商品。

心・食・ 動・体・ 環 に基づ く生活改善オ リジ

ナル商品。

介護用品、自然化粧品。

● その他

各種健康セ ミナー (毎週 )、 養生体験 セ ミナー

(毎 月・宿泊)健康 養生士養成 セ ミナー、 ヒー

リング音楽療法に よるメンタルヘルス相談、

自然食体験 レス トラン、会員制度「 どうあん

倶楽部J(割 引特典 )

●電話相談・地方発送 あ ります。
ホー ムペ ー ジ ア ド レ ス http://www ni

hondo cojp

●道庵治療院

肩 こり、腰痛、神経痛 、 または骨折や捻挫等
の外傷か ら内科的疾患 まで幅広 く治療 を行 っ

てい ます。

〈料金設定〉
マ ッサージ+電 気治療 ……500～ 600円 /ハ リ
……1000円 よ り/キ ュ ウ……3001]|よ り/整
体… 5001Ч よ り/耳バ リ (ダ イエ ッ トバ リ)

……1000円

〈受付時間〉
りlヽ 金 10:00～ 15:00・ 16:00～ 19:00
■ 10:00～ 14:00[1・ 祝 日 …体診
80332802146● お気軽 にお問い合わせ下 さ

薬 日本堂浦和店 に も治療院 を併設 してお りま

すのでぜひ御利用下 さい。
● レス トラン道庵

食べて健康になるをテーマに、安心 して食べ

られ るメニューを提供 してお ります。お米・

野菜・ 調味料 にこだわ り、 また、お肉・乳製

品・卵 は一切使月1し てい ません。ですか ら、
ア レルギーをお持 ちのお 子さまも美味 しく、
食事が楽 しめ ます。 当店 のお米 は全て「 種類
の穀物がプレン ドしてあ り、 自米に比べて ビ

タ ミン・ ミネラル・ 食物繊維 は約 2倍合 まれ
てい ますので、知 らず知 らずの うちに微量栄

養素が摂取で きます。 お肉の代わ りに使用 し

ている人Jプの タンパ ク質 は、 まさにお肉その

ものの食感が楽 しめ るうえ、お肉以 Lの おい

しさも味わえます。 1度 は食べてみる価値が

あ ります。 さらに、「
‐
物 全体J「身■不 1」

「陰陽バランスJを 基本 に献立 をたてています

ので、「食事 を重ね る度 にいつの間にか元気に

な って きたよJ何 て うれ しい報告 も、 よ く耳
に します。是非 1度 当店 へお越 しくだ さい ま
せ。スタッフ ー同心 よ りお待 ち してお ります。

【お勧 めメニ ュー】
H替わ り御前Y880ベ ジタ リア ンにお勧 めで

す/麦 とろ御前 ¥950他に はない大和 卜の粘
りをお楽 しみ くだ さ い/薬 膳 チ ャー ハ ン

Y880道 庵 オ リジナルの チ ャーハ ンです/薬
膳粥御南I Y 680胃 腸 にや さしいので、食欲のな
い時 に どうそ/いわ しの梅煮御前 Y1080骨 ま
で柔 らか く煮込み ました/そ の他

《デザー ト〉

■lゴ マせん ざい Y580上 質 の胡麻 を使 って ||

さ を抑 えた L品 な 味 わ い/小 豆 ぜ ん ざい

Y520玄 米餅の香 ば しさ と国産 の小 豆が絶妙
です/お はぎ¥420き な こ・胡麻・小 豆の 3種
類 のセ ッ トです/抹 茶 オー レ¥4001'乳 と抹

茶の爽やかなジュー スです/ミ ラクルシェ イ

クY400バ ナナ と豆孝Lの ノこ気 になるシェイ ク

です/そ の他

①

新宿店 〔〒1600023〕 東京都新宿区西新宿727
● 03 3361 4193 FAX o3 3361 4167

1011111-19:00

1‐ O■ ■

池袋店 (〒 1710021〕 東京都豊島区西池袋32511
● 03 3590 4193 FAX o3 3590 4198

11=00～ 20■ ∞

.■ OI‐ |‐

麻布店 (〒 1060047〕 東京都港区南麻布1636
8033453-4193 FAX o3-34534385

∞
・
■

］
④

自由が丘店 〔〒1520035〕 東京都目黒区自由が丘
12613 8 ()3-3717-4193 FAX 03 3717-4197

10 1KXl～ 19100
1③・ |

西新井大師店 〔〒1230842〕 東京都足立区栗原31019
8033886-4193 FAX o3 3886 5199

∞
●呻Ю

鳥山店 〔〒1570062〕 東京都世田谷区南鳥山6719
8033326-4193 FAX o3 3326 4186

一”

一一ｍЮ一

・Ю

●
一

中野野方店 〔〒165002]〕 東京都中野区丸山2221
80333394193「 AX 03 3339 4085

101110,。 191100

1‐ l③‐|‐

八王子店 〔〒1920046〕 東京都八王子市明神町463
8 0426 46 4193 FAX o426 46-4057

10:lXl・・・19:100

11④  l
東久留米店 〔〒2030032〕 東京都東久留米市前沢
3-10-28 8042471-4193 FAX o424-71-4198

10:00-19:.00
・ l③ l l

横浜店 〔〒2200072〕 神奈川県横浜市西区浅間町
21019 8045-325-4193 FAX o45 325 4194

10:00-19:100
‐‐

|‐     ||||(])      .‐
‐

赤羽店 〔〒1150055〕 東京都北区赤羽西12918102
● 03-3906 4193 FAX o3-39064195

lll.:CЮ -19:00
110■・

柏ti〔 〒2770841〕 千葉県柏市あけぼの2414
8 0471 48 4193 FAX 0471 48-4330

101100,-19100
101.

松戸二十壁紀ヶ丘店 〔〒2710086)千 葉県松戸市二
|

世紀 ヶlr萩 町272 8 0473 60 4193 FAX o473 60
8613

10100`■19:00
③ l l

松戸馬橋店 〔〒2700023〕 「葉県松戸市八ヶ崎1401
80473-47 4193 FAX 0473 17 4315

10=00～ 19:llll

・ OI‐ ■

川越店 〔〒350H42〕 埼玉県川越市大字藤間72110
80492-45-4193 FAX 0492 45 4199

11=001●2011041

1‐ ④ ■ ■

浦和店 〔〒3360931〕 埼玉県浦和市原山1121
8048885-4193 FAX o48 885 4254

101‐0041■191:00

⑥ l

草加店 〔〒34011)43〕 埼玉県草加市草加2173
80489-41 4193 FAX o489 44 8046

11:oO～ 20100
‐‐

⑥
‐

メディークア薬局 一ノ割 |〒 3440063〕 埼 =[県春 H都市

緑 町61150 80487311193「 AX 048 731 H95
9 :00-18:00
10■視■

札幌東橋店 〔〒0030811〕 札幌市白石区菊水上町
11241 8011 8154193「 AX oll-8154622

10:00-19:00
‐‐④ l

札幌北21条店 〔〒0650021〕 札幌市東区北21条 束
1-225 80H741 4193 FAX 011 753 4193

10100^■19'00
0‐

札幌円山店 〔〒0640824〕 札IFt市 中央区北4条 7Ч

25J日 2-15 t,OH 644-4193 FAX 011 644-0188
10:00^ャ19:.00
‐ ‐

③ l
岩見沢店 (〒 06800241岩 見沢市4条西661
8 0126 32 0193 FAX O126 32-0516

10:00-19:00‐ l③  ■

旭川店 〔〒0788234〕 旭サ市継岡438
80166314193「 AX 0166 31 4815

10100-19:00
‐ ④ l・

仙台店 〔〒9800023〕 ‖台市青葉区北目田1118
● 0222634193「 AX o22 263-7637

10:00-19:00
‐ ⑥ ‐

長野店 〔〒3B00911,長野

'大

字稲葉20581
8026223H93 FAX 0262 23 7793

10■ 00´ツ19:00
⑥

新潟店 〔〒9502003)力「潟市東青山164
8025-267-1193 FAX 025 267 4970

10:00,‐ 19:001 
①

金沢店 〔〒9218177]金沢市伏見台272
● 0762 41 1193 FAX o762-417553

10:00ス‐19: 00
‐③

‐

レストラン道庵 1〒 1080074〕 東京都港区高輪32529
前川ビル l階  8o332801191

道庵治療院 〔〒10800741東京都港区高輪32529
前川ビルl階 な 0332X02146

10:00^● 19■ 00

01視

ち
「…Ы

“響
e



美 術 印刷 一般

郵 東 賀
代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 知

一Ｔ号
番

８

９

番
７ ¨

６１

２

日

６丁
釧

４
代

橋
＞

革
２

浅
８６

区
３

東
＜

台
京

都
東

京
話

東
電

田 舎 そ ば
●〕ヒ東 ,ヒ地方で契約栽培 された

無晨集玄 そばを低速イム温製粉

した、風・/1の 良いそば粉 6客1

と南部地粉使用の人打 ち麺。

250g  380円

風昧豊かな

国内産そば粉、地粉

100%使用

発売元①オーサワジャバン株式会社
埼玉県富士見市羽沢1-1-H●0492-55-7038

製造元 株式会社 おぐら製粉所

北秋田郡比内町扇田宇倉下 5-1
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〒722 尾道市東尾道 9‐2 ● 0848‐ 20‐2506
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日:相BI協会
行事予定

募集
■投稿記事募集

マクロピオティック・医学・教育 。芸術 。経済・

歴史等ジャンルは問いません。月刊誌に投稿した

いメッセージをお持ちの方、編集部まで直接原稿

をお寄せください。イラス ト、写真も同様です。

なお、採用の諾否は編集部で決めさせていただき

ま す 。 (原稿は返却出来ませんので予めご了承ください)

■治病体験記募集

ダイエットや治病の体験談募集いたします。掲載

分には粗品進呈いたします。

■テープおこしポランティア募集

桜沢如一、大森英桜先生等の講演テープを聴いて

一字一句書き起こす作業です。月刊誌に掲載され

るため、毎月コンスタントに仕事がこなせる方を

望みます。

■フリーライター・デザイナー及び日集者募集

マクロビオティックに興味のある方、書籍・月刊

誌・バンフレット等をつくる仕事のお手伝いをお

/籟いします。MacintOshが少々使える方を希望し

ますが、未経験でもヤル気があればOK。

■桜釈如―先生の戦前戦後の本求む !

[問い合わせ]

日本 CI協会 803-3469‐7631

月刊『マクロビオティック』編集長 花井陽光

■年中無休 (正月のみ休み)

■1階食品店 10:30～ 19:∞
2「告～4口皆  9:00～ 17:30

800・ 3469・ 7631/RX03・ 3469・ 7635
〒151‐0065東京都渋谷区大山町11‐5

◎小日急線 。東北沢駅下車2分

Ci(Le Cet lgmram“ )とは、「無知なる者のセンター」の意味。
こざかしい知恵をすて、パカであることに徹底したものが真の幸福

を得ることができる、ということです。

3月
◇調降田7P

クッキング公開講座 ◇詳細4P
119■0■ ◆リマ・クッキング公開講座 ◇詳細4P
20■01◆正食相談/姓名相談 (大森英桜)◇詳細7P

朧  111:::;:l::1

4月

体質改善。健康維持に挑戦しましょう

春の半断食
トライアルセミナー

期間● 5月 下旬 (6泊 7日 )

費用●16万円

会場●野沢温泉

問合●日本 C:協会●03-3469-7631 mX033469‐7635

小田急線各駅停車「東北沢」駅より徒歩

日本C協 会

司

響昇I多

`多 `負

ラ柔勇員雇

▼正食医学目厘会場/世田谷区代沢 5101 CALABASH 2 F

▼正食相議会場



光
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校長●桜沢里真 (日 本C!協会

顧問●佐々井譲 浮津宏子

植田冨く子 田中愛子

講師●川内翔保子 桜井三恵子

岩名紀美 柏木公子

川瀬ゆき枝 木村早苗

角元康代 大工原衣紅

野口結加 高橋名織望

始めての方、基本をしつかり勉強されたい方のための基礎講座で

す。陰陽にもとづいた野菜の切り方、火の通し方、主食・冨1食の

パランスや四季折々の調理法などを身につけていただきます。

「マクロビオティック」についてのわかりやすい講義もあります。

日々の家庭料理として、さらに一歩進んだマクロビオティック料

理を毎日の食卓に取り入れていただくためのコースです基本料

理のちょつとしたひと工夫で、幅広く食材を生かすことができま

す。身近な食物をつかった手当法の講義もあります。

初級・中級を修了した方が対象となります。マクロビオティック

料理ならではのアイディアが光るパーティー料理 おもてなし料

理を、気さくに自由な発想で楽しんでいただきます。

スクール

12回 +試作会

●月 (1′11～)11:∞～14:00
●ウィークエンド (1723～ )

●012:∞～15:∞ 016:∞ ～19:∞

③③9:00～ 12:00④ 13:00～ 16:00

私たちは自然の恵みを糧に

毎日を生きています。

自然と人間の絆である

「食Jを見つめ直し、

その料理法を学ぶ。

『リマ・クッキングスクーノ朗 は、

そういう学校です。

規定1回数●曜日1時‐間 受講料||

12回 +試作会       142000円

驚藷壼鮮|∞
1朧;

lID③  9:00～ 12:∞ 013:00～ 16:00

講 1座

初 ■ 餞 |||

べ■|シック
コ■ス

ー
■

中|‐ ‐尋|

イ|ンタ‐ミデイエイト
■‐ス |

42000円

(申請料・

15000円 )

12回 +試作会       42∞ 0円

●火 (1712～ )11:∞～14:Oll (申請料・

呂8編結 ζ品よ侶:“Ll針 ∞ 20∞0円 )

③③9:∞～12:00④ 13:00～ 16:l101

12848000H
x 2 (F€++'
30000 H)

-*atFtilE
各回4000円

マクロピオティック料理や手作り教室なども組み込まれています。

●各クラスとも定員は35名 です●お支払いは郵便振替で。[00100‐ 3‐194125]上記授業料のほかに日本Ci協
会の年会費 (正会員13000円 /誌友会費6600円 のいずれか選択)が必要です。●一度納入された授業料などは返

却できません●テキスト代は授業料に含まれております●中途でのコース変更はできません●授業料の有効期限

は2期です●初級・中級の併行受購は可能です●エプロン・三角巾・筆記用具・タッパーをご持参ください。

!協会会長)

土
■緞|・ |

71ド′ヽ■|ンス
コ■ス| |■ |

②



ちょつとのぞいてみたい方、

初級 。中級・上級どのコースでも
受講できます

た墨m‐
修了コースをもう一度受講したい場合、
ご予約いただければ、各コースの一回分の

授業料で授業が受けられます。

遠方の方、毎週来れない方の為の、
土曜・日曜を利用した集中コースです。
4回分の講座を2日 間で受講できます。

/公
開講座のご案内

1月15日011:00～ 14:00

新春の懐石
講師0……松本光司
15歳より板前の修行を始め、24歳で食養を知り、桜

沢如―・里真両先生に師事、現在は食養懐石料理の

第一人者。営化宗谷派本典尺八の大師範としても活

躍中。「ニューサンライフ食糧」代表。

1月22日OH:00～ 14:00

手作リバン教室
講師・……千坂尚子
バンと軽食を作る「月夜のミミズクJ主宰。リマクッ

キング卒業後、殺菜食を取り入れてバンと和食の食卓

を提案 しています。

2月12日011:00～ 14:00

薬膳パートⅢ
講師0… 加̈藤郁子
習志野で「カ トウ料理教室」を主宰。桑膳料理を指

導。フリーアナウンサーとしても活躍。日本CI協会の

パーティーの司会でもおり1染み。著書に『シュガー

レスクッキング』 (共著)がある。

で、「富岳庵」を主宰。本校願間。究極のマクロピオ

ティックを堪能できます。

3月12日盤証1:00～ 14:00

手づくりお味噌
講師…今井荘司嚇麟銀
「立科みそJでおな じみの醸造元鞠 酢屋茂の恒例の

手づくり味噌請習です。醸造

“

年の経験を味噌つく

りを通してお話ししていただきます。

3月19日OH:00～ 14:00

マクロビオティック沖縄料理
講師…横笛太郎
211年 前に食養を知 り、78kgの体重を∞糟 にする減量

に成功。調理師免許 を と り「ちゃんぷる亭 」を

OPEN。 沖縄料理の研究にとり<む。「てのひらげき

じょう」lt表。

1繁

'9年

奪編|コ|■ス義:蘭1嚇

,■ス ベーシック・コース (初級) インターミディエイト・コース(中級) アドバーンス・コース(上級) プロフェショナル'コ ース(師範)

曜日 ウィークデイ | ウィークエンド ウィークディ ウィークエンド ウィークデ ウィークエンド ウィークディ ウィークエンド

水 木 土  :  日 月 土    日 火 土    日 金 土  :  日

賄
一時間‐

11 :00 11 :00 12:00  9:00 12:00  9,00 11 :00 12100  9:00 11 :00 12:00  9100

16:00 : 13100 16:00 : 13:00 16:00 1 13100 16:00 : 13:00
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:試作会 4月 11日 (日 )

1規寵回機 12回 +試作会 12回 +試作会 12回 +試作会 24回 +試作会

授 鯛 42000円 (12回分) 42000円  (12回分 ) 42000円  (12回分 ) 48000円 (12回 )X2

申舗料 10000円 15000R 20000円 30000円

筆会彙 誌友/6600円  または 正会員/13000円

備■幸 プロフェッショナル・コースの*印は公開講座です。

0



■集中講義スケジュール

第 1講 義 8月 2日 帽) 12:00～ 15:∞

第 2講 義 16:00～ 19:00

第 3講 義

第 4講 義

8月 3日ω 9:00～ 12:00

13:00～ 16:00

第 5講 義 8月 4日 凶 9:00～ 12:00

第 6講 義 13:00～ 16:00

第 7講 義 8月 5日 囚 9:00～ 12:00

第 8講 義 13:00-16:00

第 9講 義 8月 6日 0 9:00～ 12:∞

第 10講 義 13:00ハv16:00

第 11講 義 8月 7日 0 9:∞～ 12:00

第 12講 義 13:00～ 16:00

‐‐‐‐‐‐‐‐口_¬

I週聞で
ゞ

修 了
できる′′

遠方の方、忙しくて

なかなか時間のとれない方、

外国在住の方、

是非この機会をご利用ください。

期間中の昼食・夕食は

心配いりません !!

OII業時間は変更になることがありますのでご

了承ください。

◎定員25名です。

◎受講料―括42,000円 +申請料lQ000円 +年会

費 (正会員 13,000円または誌友会員6,600円 )

◎お支払いは郵便振替で E001003194125]

◎一度納入された授業料などは返却できません。

◎テキスト代は授業料に含まれております。

③エプロン・三角巾・筆記用具・タッパーをご

持参ください。

③宿泊は各自でお手配おねがいします。宿泊案

内は送付出来ます。

◎詳細はリマ・クッキングスクール事務局まで。

ILO螂 9H7631

″

試 作 会 8月 8日 (日 ) 9:00-12:00
試作品作り

13:00-16:00
修了式

■メニュー例

玄米ご飯/味噌汁/胡麻塩/雑穀入り玄米ご飯/きんぴ

らごぼう/寒漬大根の作り方/おめでとう/時雨味噌/
田舎優頭/ひしお味噌の作り方/電気圧力鋼での玄米ご

飯の炊き方/ひじき蓮根/野菜のクレープ巻き/胡麻無

双/焼きおむすび/ねぎ味噌/蓮根ボール/サラダ/小
豆入り玄米ご飯/切 り干し大根と油揚げの煮物/タルト

ポチロン/玄米粥/鉄火味噌/野菜の水無し炊き/水無

月/麦入り玄米ご飯/根菜と車数の煮物/青菜のおひた

し/コ ーフーの照焼/玄米ご飯 (無圧)/けんちん汁/
コーフーカツ/海草サラダ/雑穀バン (バ ンオーサワ)

/玄米クリーム/ゼ リー/稲荷寿司/清し汁/小豆かぼ

0

ちや/ソーメン汁ひしおだれ/葛玉
十メニューは変更する場合もございますのでご了承ください。

FAXO螂 9‐7635



リマ・クッキングの料理本シリ…ズ

おやつカレ|

本誌に9“

“

月号から2年間連載されていた、リマ・クッキング講師柏木たか子先生の

「おやつカレンダー」が 2冊の本になります。1冊日は前半1年分のレシピに、

新たに柏木先生書き下ろしの解説や、食材に関する説明・購入方法などを追加しました。

子供達が健康に育つことを願って、砂糖や乳慶品、添加物を一切使わないおやつ集です。

[メニューより]う ぐいす餅・くずつこプリン・チヨコレート風ババロア 0う どんプリッツ

仲よしワッフル・ショコラバンズ。玄米こ飯まんグルテンパオズ等、盛りだくさん。
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1 6正食医学の基礎
|_     _三 _■__

&食養手当法(2)  .
■消化の生理 と造血1

1食の段階と病気の七段階

a無双原理の応用 クラツクス

を解 く

|

会場が下北沢に

変更になりました。
■会場/東京都世田谷区代沢 5-18-1

CALABASH 2階  下北沢駅徒歩 8分

Plの地図をご覧下さい。

生涯をかけて、食物で万病を治

す正食医学の道をきわめた大森

英桜が、数千人の治療体験をも

とに語る自熱の講義 |

講師……大森英桜
■全 6回
08/28・ …29 010/2… 3

011/6・・・7 012/18… 19

0未定   0未定

|■|~輪嗣‐iあ/■ 1島
‐

| |

1贄2饗鸞f『
脚

|‐ 2循環老器 (心臓、血管)

|13消化器の 1(食道、胃)  |
l t消化器の 2(卜二指腸、小腸、

|

1  大場、|‐

肛 rl)

|15.肝臓、1晏装、膵臓、牌臓

1 6泌尿器 (腎臓、膀脱)   1

■会費

¬¬ 日の両日参加| 夕1000円

1部ク1・ 貴講可 l講義 loool■ l

■定員 20名
■申込み 前日までlI電話でお中

し込み ・ 1日 お支夕、いください

■l]本 ( 1協 会 rllL会 員またIま誌

反会it llな ることが必要で｀
→,

■持参品 ヤ習用具

■食事は日本(,I協会のド1理 部が

調理 IZ)玄 粕 F食十‖JWiこ |

■0 0ま [受講された方lilま

1正 食医学講11修丁証 |を 発行いた

しまう

■土

1ン i30ヽ 13:00 受付

13i00‐ 11:30 講義 l

lル :00-16:20 講義 2

1(,130 ,8 00 夕食

18:00ヽ 19130 講義3

19:30-20:30 質掏心答

■日

1医

口
~蓋

弾ぼレ・I・

L壇讐撃認中性別の食養法

■轟輪あ五■話丁
1.人体 (臓器)の発生と陰陽序列

2五行説、気 と経絡

&望診法 (人相、手相)

4望診法 (体、性格t便尿など)

■自律神経とバイオリズム

a症状で見る陰陽判断

148鱚場t食船
1 取正食の基本 と反応

各論編のⅢ 未定

(各種病気の原因、症状と治療)

1.子供の病気

2老化と老人の病気

3ガンの 1(総論、胃、

4.ガ ンの 2(乳、肺、

lエ イズなどの難病

6質疑応答、まとめ

()()ヽ 10130 講義 4

()0 1':30 1溝義5

30 11100 11食
00 15:30 講義6

3()16:30 質そしさ答

9

11

1)′

11

11)

lil農、鳳上のど
‐

1生 骨、関節、外傷、皮膚

|ュ 生殖器「1崎江フレル■、アトビー
|

| |

lyJ、 子宮)

白血病等)

[_

0



人

個
森英桜
人相談・

健康保持または比較的軽い症状の方

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。

◎相談料/20,000円 (∞ 分間)

上記以外の場合

◎相談料/3回分 55,000円

(1回 30分間、合計∞ 分間)

◎2回 目相談は 1回 目の約 lヶ 月後

3回 目相談は1回 目の約 3ヶ 月後

■ご相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願いします。

■ご相談は電話予約が必要です。日時を指定させてい

ただきます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が正食を

実行されていくためのアドバイスですので、ご了承く

ださい。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本をお

読みになる事をおすすめします。(詳細は図書目録参照)

『マクロビオティックガィドブック』『魔法のメガネ』

『食物による健康法特集』『マクロビオティック料理』

『食で癒すガン』『まんがマクロビオティッククッキング

ブック』

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡じします。

■健康保持、比較的軽い症状の方でも3回続けてのご相

談をおすすめいたします。

■相談料は相談日の 3日 前までに現金または現金書留

にて当協会にご入金ください。

■ご入金後の返金はご容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

「
孫蔦轟轟:

卜1慾11旗 :摯11
013100-13130

0141oo-141130

01514■ Y16.115

②10130-lll∞

④ll130-12:∞

013J30-14:oo

③141‐ 30-15:00

⑩1611い 16145

i @to: ns-tz : ts

0

二 ―

― 一

―

― ― 一

―

一 ―
― ― 一 一

二 |

ひで  お

人森英桜
個人相談0

驚くほど的中する姓名学。

名前は―生を左右します。何をやっても失敗の連続。

そんな時こそ運命を転換するチャンスです。

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。

③相談料/30,∞0円 (30分 間)

■ご相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願いします。

■ご相談は電話予約が必要です。日時を指定させてい

ただきます。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本をお

読みになる事をおすすめします。『姓名の神秘』賞ヨ崎健

翁著/定価 1,835円/送料310円/日本 Ci協会取扱

■相談料は相談日の3日 前までに現金または現金書留

にて当協会にご入金ください。

■ご入金後の返金はご容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

えい  わん

石口英湾常時受け1付けて'

おり|ま
―丸1事前に

お申込下さ|い :舌オロtた

正食を実行するうえでの トラブルは

よ りよい解決法で

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分)*誌友・正会員の方が

対象です。

■講師プロフィール/日本CI協会理事。群馬マクロ

ビオティックセンターM AttN A主宰。著書に『生活革

命』『元気の革命』『食べ物で病気は治せる』他。



Ｆ

Ｉ

Ｌ 登L壼
~:::

日本 CI協会の活動は会員の手によつて支えられています。普及活動に

ご理解いただける方や、はじめて入会される方は正会員をおすすめいた

します。正会員は13,000円の年会費で、協会出版物 0行事専用サービ

ス券2,000円分と、各種講座のカセットテープ引替券8,000円分 (送料

協会負担)をプレゼント。(8,000円 を超えた場合は取り扱い出来ませ

ん)各種イベントの割引サービスもあります。正食相談 0正食医学講座・

料理教室 ◆カウンセリングの申し込みもできます。

A工会員■‐3‐誌友‐―‐|‐ CI法人
-, -.1-- -- 

--.,--.].-26,000 ts 13,200 E 61,800 ts

39,000円 119,800円 192,700円 |

百5面66両「轟面651『「高Lbi肩「I悪面あ石
~曹

ζにサI[頁募扇。。円進呈
:

■サービス券は日本 CI協会発行の刊行物 (書籍・ビデオ・カセットテープ)、 料理教室、行事にご

利用になれます。ただし、正食相談・カウンセリング・電話相談・半断食セミナー・ツアー・久司

セミナー 0各種パーティーは対象外となります。 (有効期間 1年間)

■ご入金は便利な郵便局の自動払込をご利用下さい。なお、自動払込をご利用いただきますとすて

きなプレゼントをさしあげます。自動払込用紙はお電話でご請求下さい。

■ご紹介者プレゼント…会員のご紹介をいただきますと、ご紹介者には粗品を進呈致します。会員

の入会の際にご紹介者の住所・氏名をご記入下さい (振替用紙・自動払込用紙にご記入なきものは

無効です)。

上記特典の他、さらにサービス券2,000円進呈。

上記特典の他、さらにサービス券 3,000円進呈。

0



リマ・クッキングがおすすめする
「リマの宅配」

今から半世紀以上も前に食物健康法の普及活動を始めた当時、

手に入る食品はすべてが国内産で、農薬も化学調味料も食品添加

物も使用しない伝統製法による自然食品ばかりでした。

ところが、高度成長期の頃より大量生産をするために農薬や添

加物といった恐ろしい化学物質がふんだんに使われるようにな

り、本来健康を維持するはずの食べ物が、反対に病気の原因に

なってしまいました。

昭和 40年に開校したリマ・クッキングスクールでは、日本国

内で採れた玄米や雑穀を主食にし、旬の野菜や山菜、海藻を冨1食

とするマクロビオティックに基づいた日本の伝統料理を指導して

おりますが、開校当時より無添加、無農薬、国内産、伝統製法の

食材を用いてまいりました。

近年、リマ・クッキングスクールが使用している食材や機器を

入手したいとのご要望が急増し、このたび通信販売により皆様方

へご提供することになりました。

いずれも当教室で長年にわたって使用してまいりました定評の

ある食材で、体に良くて、昔懐かしい美味しさがある逸品ばかり

でございます。しかも、マクロビオティック医学研究会に所属さ

れる医師の推薦をいただいており、味、品質ともに保証されてお

ります。

どうか、このような食材を使って健康なご家庭を作っていただ

きたくお薦め中し上げます。

桜沢里真校長

百歳の誕生会にて

|カタログは無料で進星します。お問い合わせ。お申レ峰争摯____ __― ―|

フリーFAX 0120‐328‐505 受付時間/24時間

フリーダイアメレ 0120‐328‐515 受付時間/9:00～ 19:00
*お知り合いの方にも代行してお送り致しますのでご遠慮なくお申し付けください。

〒 151‐0065東京都渋谷区大山町 H¨5

株式会社リマ・コーボレーション 「リマの宅配」係



健康にかかわるものだから,要筋しなかつた:

1「
~十二 |■十   二

雑菌侵ス防止弁

署

(%)

J JJ■F― 生
OHSAWA JAPAN

オーサワジャバン浄水器 《アルティマ》
(サ イズ :直径 120mm× 高さ260mm)

標準小売価格39,800円

種撃ネ勇鳥絵
ツジ15,500円

ィマ

水/7カ防止オース

安全でおいしい水を極めました。
オーサワジャパン浄水器 (アルティマ)は 、新開発セラミンクス活性

炭フィルターを採用。11,0002(1日 302使用として1年間)通水

した後でも、トリハロメタン除去率982%☆ 、塩素除去率100%★ 、鉛

除去率 1000/。
☆
という極めて高い浄水育し力を実現しました。また活

性炭フィルター内の雑菌繁殖という問題も解決。さらにメンテナン

スが簡単で、環境対策も万全です。めざしたのは、究極の浄水器。

(アルティマ》で、安全でおいしい水をご家庭に。

く他社製品と「アルティマ」のトリハロメタン除去性能比較>

国産

1輸天据置型
浄水器

■1財 ,日 本食品分析センターの試験結果より換算 クラフ化

●バンフレントご希 望 の方 は下 記へお問 合 せ下 さい .

発売元 ´̂、、

リ オJワジ刊{ン株式会社F:J誤覇1種識T鷲[:」跳16506


